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はじめに 
一 問題の所在 
 韓国に生まれたテコンドーは、今日全世界206か国以上、約8000万名 (国技院HP、ア
クセス2014.10.26)が修練している国際的武道スポーツとして知られている。韓国の文化
を見ると平和的なもの(歌、仮面劇など)と戦闘的なもの(シルム、弓など)があるが、テコ
ンドーは愛好者の努力と政府の支援が相まって、後者を代表する国家ブランドの一つとな
っているといえる。テコンドーが世界に普及され始めたのは1950年代に軍人のテコンドー
デモンストレーション団がベトナム、東南アジアなどで行われたイベントにおいてテコン
ドー演武(蹴技、撃破、すなわち拳や足で木、瓦を砕くなど)を行ったことによる。その後、
アメリカ、メキシコ、アフリカなど世界各国にテコンドー指導者たちが進出していき、19
61年からは韓国にテコンドー諸団体が設立されることになり、組織的かつ段階的なテコン
ドーの普及がなされた。以後、韓国のテコンドー諸団体(国技院、大韓テコンドー協会、
世界テコンドー連盟)による努力の結果、1975年にIOC（国際オリンピック委員会）承認団
体である国際スポーツ連盟機構(General Association of International Sports Federat
ions。現SportAccord)への加盟が実現した。これによってテコンドーは国際スポーツとし
て公認を受け、曲折を経つつも、2000年の第27回オリンピック・シドニー大会において遂
にオリンピック正式種目として認知されるに至った。 
 このようなテコンドーの世界的な発展にもかかわらず、テコンドーの起源や歴史に関
する客観的で公平な叙述は十分ではない。これまでのテコンドーに対する科学研究を顧み
ると、1982年に柔道学校(現龍仁大学校)においてテコンドー学科が設立されたことが出発
点といえる。同校ではじめて専門的なテコンドー教育が行われるようになり、他の大学に
も波及していった。1988年に世界跆拳道学会が結成され、1999年には大韓武道学会や韓国
体育学会などでテコンドーに関する科学的研究が社会学、生理学、心理学、経営学を中心
に行なわれた。それらの研究状況を理解するために韓国国会図書館及び韓国学術情報機関
（RISS、KISS）の記事を調査すると、2015年3月現在で計6059本が数えられた。しかし今
までの研究を学問別に見ると、社会学(1668本)、生理学(1190本)、心理学(391本)、経営
学(567本)という数字に対して、歴史学はわずかに119本であった。テコンドーの歴史に関
する研究は主に各テコンドー団体に所属する研究者によって担われた。多くの研究者が特
定のテコンドー団体に所属していることは、研究への強い動機付けとなる一方、特定の流
２ 
派団体に所属しているために、その歴史叙述に一定の偏向が生じやすい。例えば民族が解
放された「光復」(1945)以後のテコンドー史研究を見ると、歴史に対する二つの立場が存
在しており、初期のテコンドー道場の生成時期についてもそれぞれ異なる意見の違いを見
せている。 
 実際テコンドー史家たちはその意見・立場を表現するため二つの異なる用語を使って
きた。それは「伝統主義」1と「修正主義」2である。伝統主義とは、テコンドーをテッキ
ョンの歴史的伝統を受け継いだ武技で民族固有の伝統スポーツであるとする主張である。
崔泓熙(1966)、李元國(1969)、アン·ヨンヒ(1971)、チョ·ワンムク(1971)、李鍾佑(1973)
によって唱道されるこの立場では、テコンドーは1世紀以降の韓国の高句麗・百済・新羅
の伝統武芸、同じく10世紀以降の高麗の手搏、14世紀以降の朝鮮時代のテッキョンなどが
伝承、流入したものであるとしてその伝統性を主張する。一方、修正主義とは、テコンド
ーが日本植民地の時代に日本に留学して空手を学んで帰国した初期テコンドー指導者(創
立者)らによって、解放後に競技化を通じて韓国化されて発展した武技であるとする主張
である。楊鎭芳(ヤン·ジンバン1986)3と金容沃(キム·ヨンウク1990)によって唱道されるこ
の立場は、テコンドーの出発点は古代またはその以降の韓国人たちの武芸活動ではなく、
解放を前後して日本から流入した空手がテコンドーの出発点にならなければならないと主
張する。この楊鎭芳(1986)と金容沃(1990)らの修正主義の主張に対して、シン·チャンハ
(1993)チェ·ヨンリョル・チョンチョンウ(1997)イ·チャンフ(2003)、キム·バンチュル(20
06)ら伝統主義を主張する学者たちは、テコンドーは朝鮮時代（1392年〜1910年）のテッ
キョン（2011年にユネスコ文化遺産に指定された韓国の伝統武芸）の伝統を継承したもの
であるとして修正主義を批判した。修正主義の立場の学者たちは彼らの批判について反論
していない 修正主義の主張はあまりにも民族的伝統との関係を認めなかったため、彼ら
の唱道した1990年時代はテコンドー学会やその学会が発行する学術誌の編集者たちに受け
入れられることにならず、社会的には孤立的な主張に終わった。その後、今日まで両者の
間で直接的な争いはない。これはテコンドーの国際的発展に伴って、歴史の観点に対する
批判・闘争よりもテコンドー競技の将来の国際的普及・発展をより重視していたからと理
解される。 
 しかしながら起源に関わる歴史問題を一時的に棚上げしても、問題は解決されること
                                           
1 テコンドーの出発点が一世紀以降の韓国古代武芸にあるとする考え方。 
2 テコンドーの出発点が近代における空手からの影響にあるという「事実」に基づくとする考え方。 
3 ヤンジンバンは当時ソウル大学の体育教育科の大学院生。修士論文『解放以後の韓国テコンドーの発展
過程とその歴史的意義』で主張した。 
３ 
なく残される。対立は再燃する可能性を残すのである。対立する二つの立場を和解的に克
服し、テコンドーの歴史認識を一つにすることは、テコンドーの今後の発展と展開にとっ
て有意義なことである。歴史認識を少なくともその大筋において一元化するためになすべ
きその前提は、周到な調査によって事実認識を共有することにかかっている。これまでの
対立は、流派的、政治・経済的立場が優先するあまり、事実認識を冷静に確かめるという
点で十分とはいえなかったと思われるからである。 
 そこで本研究では、伝統主義と修正主義のテコンドー史において見解が分かれるテコ
ンドーの起源及び揺籃期に対する理解について下記の２つの課題を設定する。また第３の
課題として、揺籃期からテコンドーの競技スポーツ化を経て現代テコンドーの形成に至る
時期を対象に、テコンドーが解放後において急速に発展普及し、今日格闘技系統のオリン
ピック競技種目としての地位を得てきた要因、つまり技術的要因（技法の性格、格闘形態、
競技形態、競技特徴など）、制度的要因(競技ルール、大学の教育課程など)、文化的要因
（礼式、服装、用具、師弟関係等の人間関係など）、経営的要因（道場経営、デモンスト
レーション団・奉仕団等のなどのイベントの企画運営）について考察した。 
課題１ 朝鮮半島（韓半島/Korean Peninsula）の「素手武芸」（日本における徒手に
よる武芸）の起源と、それ以降朝鮮時代のテッキョン(朝鮮時代の文献『才物譜(1798)』
に手搏の同意語として始めて登場)までの素手武芸の変遷を考察する。 
課題２ 韓国解放(1945年)以降に創立された初期のテコンドー道場の成立過程と日本空
手との関係性について考察する。 
課題３ 1960年代における競技ルール制定以後の変遷の分析を通して、テコンドー競技
が確立される形成過程を解明する。それを通して、競技スポーツとしてのテコンドーの特
徴を明らかにする。 
 さて、本研究を推進するに当たって、テコンドーの現代史について時期区分をすると、
以下のようになる。 
 第１期 揺籃期(1944-1950年、テコンドー基幹道場が創立され、戦争で中止されるま
で) 
 第２期 道場成長期(1953-1962年／休戦から公式的な競技化に始まりまで) 
 第３期 競技形成期(1962-1973年／1962年全国体育大会から1973年世界選手権の開催
４ 
前まで) 
 第４期 世界発展期(1973-現在／競技により世界的に普及した時期)に分けられる。 
 本研究の課題２は、第１期揺籃期についての考察である。課題３では第２期から第４
期までを対象に主に技術的要因、制度的要因、経営的要因について検討する。これまでの
研究から筆者は、テコンドーの成功は、1960年代に競技が開始され急速に発展する過程で、
蹴り本位の競技スポーツとして確立された点にあると考える。蹴りは類似の武道と言える
空手等にもあるが、組手から乱取り、寸止め方式(直接打撃せず、打撃点のすぐ先で止め
る)から直接打撃方式、手技から蹴り技との割合の比重を蹴りにおいた点にこそ、テコン
ドーを空手等と識別するオリジナル性があったと考えた。問題は、なぜ、そしてどのよう
に確立されたのかという点である。課題３の解決によって、空手から影響を受けてテコン
ドーが形成されたとする認識に対して、テコンドーが新しい国際競技スポーツにとなるこ
とによって、あるいは競技以外の面でもどのようなオリジナリティを獲得することになっ
たかが明らかになるであろう。 
二 研究方法 
 本研究は、史・資料とその批判に基づいた歴史学的方法論に依拠している。また特に
課題２及び課題３については関係者へのインタビュー記録を用いた。 
 課題１では、一旦伝統主義の立場に立って史料実証的に史・資料を再検討した。特に
『高麗史』と『朝鮮王朝実録』の検討を経て、朝鮮半島で4世紀の素手武芸から三国時代、
高麗、朝鮮時代までの武芸について調査し、素手武芸とテキョンとの関係性に対して検討
した。これは伝統主義的立場から伝統武芸そしてテキョンとテコンドーとの連結を主張し
ているため、先立って伝統武芸とテキョンの連関性に関して分析する。 
 課題２では、一旦修正主義の立場から史・資料の再検討を行った。まず、初期テコン
ドー道場が設立された1945年前後に、テコンドーの成立と発展に影響を及ぼした日本武道
との関係を調査するために、特に韓国と日本の学位論文及び研究論文などの先攻研究を検
討した。また韓日のテコンドーの関係史料（テコンドー教範、空手道教範）、新聞記事
（京郷新聞、東亞日報、自由日報［以上韓国］）、定期刊行物（月刊中央、テコンドー新
聞［以上韓国］、月刊空手道［日本］）などにおける関係文献を収集して分析し、事実関
係を解明した。 
５ 
 課題３については、1962年以降の競技ルールの規定集と関係史料の分析を行った。こ
れは1961年大韓テコンドー協会(当時跆手道協会)が創立された後の1962年に、デモンスト
レーション競技の後からルールの制定が始まったからである。また、テコンドーの技術的
な変容過程、さらに競技スポーツ化の過程とその特徴について解明した。 
三 先行研究の検討 
（１）包括的先行研究 
 韓国におけるテコンドーの研究を量的に検討すると、他の種目（武道、スポーツ）よ
り多く行われている。韓国国会図書館の検索結果では、テコンドーに関する論文は2844本
が該当し、柔道721、剣道341、合気道123、サッカー1623、野球701、シルム（韓国相撲）
259本などと比べても、その数は圧倒的に多い。テコンドーに関する研究分野をみると、
心理学、社会学、道場経営、型及び競技発展、テコンドーの歴史、生理学、バイオメカニ
クスなど、さまざまな分野で活発な研究が行われている。 
 2015年3月現在のテコンドーの学位論文は、最初の博士論文が出た1973年から数えて2
844（修士2051、博士343）が輩出された。韓国学術情報機関(RISS、KISS)では1967年から
数えて3215本、図書史料は141冊が発刊された。①修士および博士論文と②学術誌所収論
文とを分野別割合で見ると、①では社会学797本、心理学211本、生理学582本、道場経営2
39本、型と競技発展162本、バイオメカニクス127本 テコンドーの歴史41本がある。②で
は 社会学871本、生理学608本、道場経営328本、バイオメカニクス195本、心理学18本、
型と競技発展159本、テコンドーの歴史78本の研究が確認された。 
（２）直接的先行研究の検討 
 １）課題１に関係して 
 崔泓熙(チェ・ホンヒ)は『跆拳道教本』(1960)、『跆拳道指針』(1966)、『跆拳道教
書』(1972)でテコンドーの起源、意義、重要性、技術などについて記述している。彼によ
ると、テコンドーの起源は朝鮮半島の三国時代、特に新羅の武芸に遡る。これらの武芸が
高麗を経て、朝鮮のテッキョンにつながり発展したが、朝鮮王朝時代後期に文を重視し武
を軽視する風潮が高まり発展できずにいた。これらの武芸が日本統治時後の1955年4月11
日に名称制定委員会を通じテコンドーに一本化され、後に世界的に普及しはじめたと主張
するのである。 
６ 
 李元國（1968）は、彼の著作『テコンドー教範』でテコンドーの起源及び攻撃と防御
技術、型の修練について記述している。彼はテコンドーの起源についてエジプト、中国、
韓国、日本など世界のどの国でもその民族特有の拳法があったと主張する。この中で最も
発達した中国の拳法は、日本の沖縄に伝わり、今日の日本空手に影響を与えた。また、韓
国にも、三国時代に中国の拳法が伝わり、朝鮮王朝時代のテッキョンにつながったと主張
している。その以後、テッキョンは日本統治期に姿を消すが、李元國自身が日本の船越義
珍から指導を受け韓国に戻り1944年から韓国テコンドーの普及に専念したと主張している。 
 アン·ヨンヒ（1971）は、「韓国テコンドーの発達と変遷」で1971年に国技に指定さ
れたテコンドーの起源と変遷について時代を分けて（三国時代から1970年代まで）歴史的
に叙述した。また、テコンドーとスポーツとの関係、テコンドーの世界化策及びテコンド
ー修練参加のためのテコンドーの体育的な有益性について記述している。  
 これらの主張に続いて、チョ·ワンムク(1971)、イ·ジョンウ(1973)、ジョン·チャン
モ(1975)、リュ·ホピョン(1981)、シン·チャンハ(1993)、チェヨ·ンリョル・チョン·チョ
ンウ(1997)、シン·スンぐ(2001)、イ·チャンフ(2003)、キム·バンチュル(2006)らがテコ
ンドーの起源について述べている。それらの見解は、テコンドー団体（特に国技院、大韓
テコンドー協会、世界テコンドー連盟(WTF)）と同様である 
 以上の研究における主張は、テコンドーが古代武芸を起源として日本の植民地解放後
に名称が変わり、現在のテコンドーに至ったとするものである。そこで共通する問題は、
古代武芸の伝承とテコンドー武芸の出発点はいつかという問いであり、この点が本研究の
課題である。 
 さて、課題１に関する先行研究の内容を検討すると、三国時代から朝鮮時代までの素
手武芸について『高麗史』と『朝鮮王朝実録』を引用した考察が行われている。しかしこ
れらの先行研究は、主に『高麗史』と『朝鮮王朝実録』の素手武芸に関する記録の全てで
なく部分だけを取り出して素手武芸の存在に対して論じていた。したがって本論文では、
『高麗史』と『朝鮮王朝実録』の素手武芸に対する全体記録を調査し、素手武芸の跡を時
期ごとに記録していつ盛んになり、いつ廃れたのかに関しても解明した。 
 ２） 課題２に関係して 
 楊鎭芳（1986）は、「解放後の韓国テコンドーの発展過程とその歴史的意義」でテコ
ンドーの起源の歴史的事実の不足を指摘した。彼はテッキョンとテコンドーの技術比較を
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通じ関連性の欠如を批判した。したがって、彼はテコンドーの出発点が古代武芸ではなく、
日本の植民地解放以後、日本の空手の流入によって始まり、競技を通じて現在のテコンド
ーになったと主張した。 
 金容沃（1990）は、『テコンドー哲学の構成原理』で楊鎭芳の研究と同様のテコンド
ーの歴史観を主張した。彼は自分が日本留学中に経験した空手とテコンドーの型の同一性
について主張し、オリンピック競技への採用を重視する韓国テコンドー界の政治性に対す
る批判を展開した。また、これらのテコンドーの歴史について、現在のテコンドーは空手
式テコンドーではなく、競技テコンドーがオリンピック種目としての採用に影響を与えた
と主張した。 
 ソン·ヒョンソク（2002）は、「テコンドー理論の新たなあり方」でテコンドーの古
代起源説と、日本の植民地支配解放後の空手流入説の対立について、古代起源説を主張す
るテコンドー団体を批判し、事実と論理に通じた研究の必要性を強調した。また古代起源
説はテコンドーを普及して発展させるのに大きな役割を果たしたが、時代が変わったこと
で実証性と合理性を持って事実として表現しなければならないと論じた。空手流入説につ
いては、1960年代、テコンドーは競技中心に発展したが、現在のテコンドーの発展過程に
は、デモンストレーション、教育などの複合的な要素が作用しており、より包括的な視点
でテコンドーの発展を見る必要があると述べている。 
 本研究はこれら三者の先行研究の問題意識を継承し、主張点に敬意を表して、より実
証的・体系的に把握しようとする試みである。 
 さて、課題２に関する先行研究の内容を検討すると、韓国と日本に出版されている刊
行本、論文、学術誌を含む全て先行研究において、解放前後のテコンドー道場の開館日ま
たは再開館日に関して、主に姜元植、李京明(1999年)と許仁旭(2008年)の研究の内容をそ
のまま引用していた。しかし、未だにテコンドー基幹道場5か所のうち、3か所の開館また
は再開館日は関係資料の不在によって明確にされていない。また、1944年初期テコンドー
道場の始まりから1950年の朝鮮戦争が始まるまでの歴史については、ごく一部分だけが紹
介されるか、されないかの場合がほとんどである。現在テコンドー基幹道場の歴史として
紹介されている時期は、1953年朝鮮戦争が終わった以降の状況であり、これだけで初期テ
コンドーの状況を考察するには無理がある。したがって本研究では、従来の研究で活用さ
れていない1945年当時の新聞記録も含めて精査し、また新聞に掲載された当時の館員たち
のインタビュー記録、これまで引用されてこなかったテコンドー館長の著書を通じて、19
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40年代中盤の状況を調査・分析した。テコンドー基幹道場の開館日(戦争による再開館日)
と1945年から1950年までの間のテコンドー道場の状況は、説得力のあるテコンドー歴史の
定立において重要な意義をもつからである。 
 ３）課題３に関係して 
 ハン·チャンヒョ（2000）は、「テコンドー競技ルールの変遷に関する考察」でテコ
ンドー競技ルールについて、世界テコンドー選手権、オリンピック競技などを中心に、19
62年-2000年の間の競技ルールの変化について分析、考察した。 
 リュ·ホピョン（2002）は、「韓国テコンドー審査制度変遷の歴史的考察」でテコン
ドーの審査制度について1945年以降を中心に胎動期、成長期、成熟期に分けて、1972年か
ら2001年までの9回の審査規定の変遷過程について考察した。彼は日本の植民地支配解放
直後にテコンドー審査制度についての史料が流失したこと、また資料(テコンドーの初期
指導者たちのインタビュー)収集の不足などを例にあげて、既存のデータの見直しが必要
であると問題提起した。また、テコンドーの元老及び関係者の助けを借りた歴史の見直し
が、テコンドー機関によって行われなければならないと主張した。 
 シン·ドンソン（2010）は、「韓国の女性テコンドー競技の変遷過程」で国家代表選
手とコーチのインタビュー、関連競技史料の調査を通じ、韓国の女性テコンドー競技の始
まりと競技技術の変遷を分析した。ここで、1970年代から2000年代までの不十分だった制
度及び競技ルール、競技技術の考察を行った。 
 ジャン·グォン（2010）は、「韓国テコンドー競技史研究」で武道的な性格から始っ
たテコンドーが競技化されていく過程を競技史から考察した。競技化の過程でテコンドー
大会の組織、運営、競技ルール、競技技術の発展過程を考察した。また、1963年からの競
技内容、結果の分析を通じ急速な競技化に伴うルール変更やテコンドー協会の運営の問題
点について解決策を模索した。 
 テコンドーの関する解放後の発展史研究は、競技、型、デモンストレーション、審査、
テコンドー道着などに着目して行われている外、女性の視点と政策的視点からなされた以
下の注目すべき二つの研究もある 
 ユン·サンファ、キム·グァンベ（1998）は、「テコンドー修練服の変遷過程に関する
考察」で、日本の植民地支配解放前後（1940年代）から1990年代まで一般的な道場のテコ
ンドーの道着と競技用道着の変遷を通じ、テコンドー道着の歴史と実用性の問題点を提示
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している。 
 キム·ヨングほか3人（2001）は、「第3·4共和国のテコンドー振興政策についての考
察」で1963年から1981年までの韓国政府のテコンドー振興政策について分析した。この研
究では、当時の社会的状況を踏まえ、政府のテコンドー振興政策の意味が、テコンドー宗
主国として、北朝鮮との競争、テコンドーを通じた外交、国防体育の目的にあったと主張
している。 
 さて、課題３に関する先行研究の内容を検討すると、テコンドーの競技ルールの改定
に関しては、上記のハン·チャンヒョ(2000)およびジャン•クォン(2010)の研究がある。両
者の研究は、競技史について初めて包括的に考察した労作であり、共に当時のテコンドー
関係者たちのインタビュー記録について詳しい分析がなされている。ハン·チャンヒョの
場合は、1962年から2000年までの競技ルールの変遷をルールとインタビューを通して考察
している。ジャン•クォンの場合は、1962年から2009年までの競技記録とルールの変更に
ついて当時のチームのコーチまたは選手のインタビューに基づいて考察している。両者と
も事実的な記録を重視したため、技術の名称と当時のインタビュー記録を羅列する形式の
叙述がなされているが、これらの記録に関する技術の説明と当時の競技の実情が推測でき
る写真や新聞記事などの証拠提示がなかった。 
 よって本研究では、まず、競技ルールの作成とその変遷過程の考察においては、当時
から現在まで行なわれた技術と競技防具について紹介した新聞記事やそこに現れる写真、
また道場などのHPに掲載されている写真を提示して分析・解明した。競技によるスポーツ
化過程における特徴だけでなく、競技外的な面で重視されるデモンストレーション団およ
び奉仕団の活動と機能について考察した。 
四 本研究の意義  
 本研究の第一の意義は、世界に普及したオリンピック・スポーツであるテコンドーの
世界に未だ存在する、歴史起源に関する認識上の対立を、先行研究で未見あるいは未使用
の史料を用いて、徹底した調査に基づく歴史学的研究によって克服しようとする試みであ
る点にある。 
 第二の意義は、その過程において未だに明確になっていない初期テコンドー道場の創
立過程(1944年-1947年)と、当時韓国で行われていた武術との関係を考察することによっ
てテコンドーと空手との連関性についてより明解に解明した点にある。 
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第三の意義は、テコンドーが世界的な国際競技スポーツとなる過程の分析を通して、
キム·ヨングら（2001）が明らかにした政府のテコンドー振興政策研究を受けて、今のテ
コンドーにおける普及の特徴を競技ルールの変遷、技術及び防具の変化、また海外への宣
伝などの視点からアプローチした点にある。 
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第一部 朝鮮半島の素手武芸の起源 
第一章 朝鮮半島の素手武芸 
韓民族の起源は、出自においてはまだ明らかに解明されていない。しかし遺物や遺跡の
調査を通じてシベリアバイカル湖付近の古アジア祖族（Paleo-Asian)4或いはシベリアのツ
ングース族(Tungus)5が朝鮮半島（韓半島/Korean Peninsula）に南下して定着されたと学
界で知られている。以来、スキタイ6青銅器文化を持つ北方の騎馬民族が今の中国東北地方
と韓半島に定着し文化も自然に伝播された。その過程で生じた韓民族の気質は、いくつか
の身体の動きと結びつき武芸の形で現れる。その代表的な武芸文化が北方遊牧民の生活様
式から発展した乗馬、弓、手搏、シルム、徒競走などと言える。騎馬民族の文化の中心か
ら始まった様々な武芸文化は、古朝鮮(1世紀)以降、伽耶、三国時代(高句麗、百済、新
羅)、高麗、朝鮮時代を経て、数千年後の今日まで韓国人に継承され発展している7。本章
では韓民族の起源と共に、韓半島で行われた武芸特に素手の武芸につい古墳壁画や古文書
を通じて考察する。 
 
第一節 三国時代の武芸(高句麗・百済・新羅)(37年-668年) 
 
韓国の三国時代は紀元後1世紀から高句麗、百済、新羅が
それぞれの国となって領土紛争や社会·文化の発達を遂げた
時代で、7世紀に新羅によって三国が統一されるまでの時期
を言う。 
三国時代には中国から鉄器が伝来し、これによって漁撈、
牧畜、農耕と鉄製武器が発達した。この時期に三国は、地理
的位置のため中国大陸からの侵略が頻繁であり、三国時代以
                                           
4 イ・ジャンウン, ｢韓民族の起源における諸問題｣, 国際高麗学会, ソウル支会論文集第13号, 2010, p
p.184. 
5 韓国国史編纂委員会, 『韓国史』，p.91. 
6 スキタイという名称は紀元前７～３世紀にかけ黒海を中心に居住していた騎馬遊牧民族を指し、スキ
タイ文化は北方ユーラシア草原地帯の「草原の道」を通じ韓国をはじめロシア全域へと各地に伝わった
（金文子, 1984年, p.4.）。 
7 シム·スング, 『韓国の武芸遊びの生活文化コンテンツ』, アジアと韓流教養叢書, 2013年,p.27. 
図1 三国時代の地図、5世 
１２ 
前から国防の備えに万全を期さなければならなかった。したがって、この時期の国防は国
民皆兵、農兵一致制度を採択であり、国民は自己防衛、軍は国防のために武芸を修練した8。 
三国は貴族と平民の子弟にも文武一致で書道、音楽、武芸を教え、各種武術大会を通じ
て優秀な人才を選抜した。特に、高句麗の場合は武芸修練の機関として「扃堂」という教
育機関があった。扃堂に関する史料は中国の『舊唐書』と『新唐書9』で、その記録を見る
ことができる。 
『舊唐書』卷199上、「列傳」149上東夷列傳高麗 
「高句麗の習俗とは、書籍の好いているものであり、貧乏な平民の家に至るまで、それぞ
れの街ごとに大きい建物を建て、これを扃堂と呼んでいる。婚姻していない子弟はここで
一日中に読書をするか弓の技術を学ぶ。」 
 
『新唐書』卷220、「列傳」145東夷列傳高麗傳 
「(高句麗の)人々は、学問が好いていて町の貧乏な家に至るまでもまた、(学問に)勤勉
に勤め、町隅々ことに大きい建物を建てこれを扃堂と呼んでいるが、子弟の中で未婚であ
る者をともに暮らさせて経典を読み、弓の技術を練習する。」 
上の記録を通じて高句麗の扃堂では、本を読んだり弓術を練習したことがわかる。 
国史編纂委員会韓国史データベース10によれば、これは武を崇尚する高句麗の風習と関
連するものであり、当時高句麗で昇進や重要な業務を担当しようとすれば軍事的能力が要
求されたからであろう。一方扃堂で学問と武芸をともに研いたという点に注目し、扃堂を
単純な教育機関ではなく新羅の花郎徒のような青少年の自治組織に由来した軍事訓練機関
の性格を持ったものとみる見解もある、という主旨で解釈されている。 
これ以外にも高句麗の武芸に関する記録は中国の文献だけでなく、遺物と遺跡を通して
も推測することができる。 
                                           
8 イ・テシン, 『体育学大辞典』, 「三国時代の体育」, 民衆書館, 1995年, ｐ.445． 
9 1060年中国の宋時代に編纂した唐(618-907年)の歴史書 
10 韓国国史編纂委員会韓国史データベース, http://db.history.go.kr/ 
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古墳の壁画は古代社会の生活風俗、信仰、宗教、思想がわかる文化史料であり、高い
価値を持っている。これまで計90基程度の三国時代の壁画古墳のうち、高句麗古墳は(平
壌・安岳地域68基、集安・桓因地域23基)が発見されている11。本研究では現在に発掘され
ている17点の壁画古墳 (角抵塚、舞踊塚、散蓮花塚、鎧馬塚、三室塚、雙楹塚、四神塚、
長川一号墳、安岳一・三号墳、徳興里壁画古墳、薬水里壁画古墳、通溝十二号墳、真坡里
4号墳、内里1号墳、江西大墓・江西中墓、五盔墳5号墓・五盔4号墓、平壤湖南里古墳)を
中心に武芸の跡について調査した。その結果、8点の古墳の壁画を通じて、当時武芸と推
定される跡を確認することができた。特に角抵塚、安岳三号墳、舞踊塚では、素手武芸の
姿を、徳興里舞踊塚、狩獵塚、薬水里、長川一号墳では弓を利用した狩りを、三室塚では
武士の姿を確認することができた。中国吉林省集安市にある角抵塚壁画の場合、今日の韓
国朝鮮相撲(韓国ではシルム)の姿と酷似しており、北朝鮮学界では朝鮮シルムの墓といわ
れている。図(2)を見れば、中央に2人が力を競っており、右側の老人が審判をしている。
舞踊塚と安岳古墳の壁画は「手搏戱」といわれてきたが、手搏戱は高麗、朝鮮時代まで行
われた素手武芸の名称である。 
 
  
                                           
11 韓国民族文化大百科データベース(http://encykorea.aks.ac.kr/Contents/Index) 
図2 角抵塚壁畵(中国吉林省集安縣) 出所：韓国民族文化大百科事典 
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上記の図(3,4,5)は高句麗の古墳壁画である。特に図(3,4)をみれば、まるでお互いに力
を競うものと見られる。三つの壁画で見える形態は韓国の研究者ら12によって現在におけ
る韓国の武術であるテコンドーの起源または韓国の素手武芸として主張されている。当時
                                           
12 安永熙,「韓国テコンドーの発達と変遷」, 論文集，8巻，1971，pp.17-36. 
チョ·ワンムク，『テコンドー』， 大韓テコンドー協会，1971，pp.14-23. 
ジョン·チャンモ，『体育教育総書(テコンドー)』，文教部，1975 
シン·スンぐ，韓國武藝の歷史と特性， 軍事，43巻，2001，pp.233-296. 
図 3 安岳三號墳壁畵(黄海道の安岳郡)出所：韓国民族文化大百科事典 
図 4 角抵塚手搏図 (中国吉林省) 
出所：中国出土壁画全集 
 
 
 
 
図 5 三室塚舞蛇人図 (中国吉林省) 
出所：中国出土壁画全集 
 
 
図 7 三室塚壁畵(中国吉林省集安縣) 
出所：韓国民族文化大百科事典 
図 6  三室塚壁畵(中国吉林省集安縣) 
出所：韓国民族文化大百科事典 
１５ 
の古墳には壁画に関する説明がなかったため、壁画から見える武芸は現在のテコンドーの
ように手足を使う武術である、明確に言えない。しかし壁画は生活風習を反映しているこ
とから、そこに描かれた武芸が当時に盛行したことを推測できる。 
百済の壁画古墳は、今まで韓国の公州松山里6号墳、扶餘陵山里壁畫古墳、榮州順興邑
內里壁畵古墳が発掘されている13。三点の古墳壁画について調査を行なったが、武芸に関
する壁画は発見されなかった。壁画は四神図(青龍·白虎·朱雀·玄武)及び花の図がほとん
どだった。武芸に関する壁画の記録は見つかれなかったが、それ以外の遺物(騎馬武士百
済先覚瓦)と文献(『日本書記』「百済相撲交流」)から武芸の跡が見られた。 
「騎馬武士百済先覚瓦」は2006年10月29日に韓国の古夫古邑城で発掘された瓦である。
百済先覚瓦は、以下の図(8)のように兜と鎧を身に付けた戦士が、馬甲(馬の鎧)をつけた
馬の上に座っている姿、つまり騎馬兵の姿である14。この瓦に対して発掘チームの責任調
査員(カン・ウォンジョン)は「人の上半身に描かれた格子門は騎兵らが主に身につける鉄
甲形式の鎧であることが明白である。馬頭の後ろの部分と馬の背中を描写した瓦の左側の
下にも同じ格子門様式が見える。この文様は重装機兵用の馬の鎧を描写したものである可
能性が高い15」と推定している。 
 
また、従来に研究者であるシン·スング (2001)によって発見された『日本書紀』の百済
相撲の交流記録を通して武芸の存在について推し量ることができる。『日本書紀』巻第24
皇極天皇元年（642年7月22日）の記録を見ると、「乙亥、饗百濟使人大佐平智積等於朝
(或本云百濟使人大佐平智積及兒達率闕名恩率軍善)乃命健兒相撲於翹岐前」と書かれてい
                                           
13 韓国民族文化大百科データベース(http://encykorea.aks.ac.kr/Contents/Index?dataType=0801) 
14 古夫古邑城発掘調査現場説明会, 報道史料, 2006年 
15 国防日報, 2006年10月31日 
図 8 古夫古邑城発掘調査現場説明会、報道史料(2006文化財庁) 
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る。この内容を解釈してみると「百済の使人、大佐平、智積などを日本の朝廷が招待した。
その時、日本の武士(または力の強い人)に命令して相撲をした16」と記されている。これ
によって、当時の日本と百済は「相撲」という武芸を互いに共有したことがわかる。また、
当時の百済にも相撲という素手武芸が存在していたことが推測できる。 
新羅の壁画古墳は、今まで邑内里壁畫古墳、於宿述干墓、天馬塚古墳が発掘されている
17。特に邑内里壁畫古墳には以下の図(9)のように手に蛇を握っている力士の壁画が発見さ
れた。この図に蛇が登場し、力士が腕を上に差し伸べている点で上記の図(5)と類似して
いる。したがって、図(5)は武芸の動作として解釈されているので、以下の図(9)も武芸の
動作として理解できると思われる。それ以外は、遺物(石像)である芬皇寺石塔(善徳女王3
年、AD634年)に刻まれた仁王像と石窟庵(AD8世紀半ば)の入口の金剛力士像を通じ、拳法
や防ぐような素手武芸の跡が見つけられた。これは従来に崔泓熙の『跆拳道教本(1960)』
によってテコンドーの起源として主張してきた石像である。図(10)のように片手は防御の
姿勢、片手は攻撃姿勢を構えている。しかし、寺を守っている形状である石像は当時の武
芸よりは仏教の影響を受けたことと思われる。 
 
 
 
  
                                           
16 坂本太郎外3人，『日本書記(四)』，岩波文庫，2014，p.192、ヨン·ミンス外6人『訳註日本書記(三)』，
北東アジア歴史財団，2013，p.165. 
17 韓国民族文化大百科データベース(http://encykorea.aks.ac.kr/Contents/Index?dataType=0801) 
図 10 金剛力士像 
出所：韓国民族文化大百科事典 
 
 
 
 
図 9 榮州 順興 邑內里 壁畵古墳 
出所：韓国民族文化大百科事典 
 
 
１７ 
 
 
現在、新羅の武芸としてもっともよく知られたものは花郎徒という団体であり、今まで
花郎道に関する多くの研究が続いてきた18。花郎に関する記録と研究では、主に花郎の精
神、教育的な価値について取り上げている。花郎で素手武芸が行われたという記録は未だ
発見されていないが、文と武芸を学ぶ若い男たちの組織と推定される。以上の図(11)は19
34年に発見された新羅の碑石である。これは花郎らによって刻まれた小さな碑石(高さ34·
幅11·厚さ2cm)として、彼らの誓いに対して現わしている。 
「壬申年6月16日、二人がともに盟誓して使う、今から3年以後に忠道を維持し、過失のない
ようにすることを天の前に誓う。もしこれに反する場合、天から天罰を受けることを誓う。も
し国が不安定で世の中が大きく乱れている場合、喜んで行うことを盟誓する。また別途に先立
って辛未年7月22日に大きく盟誓したことがある。詩の尚書礼伝を3年以内に順に習得する。」 
以上で三国時代の武芸については文献(唐書、日本書記)と遺跡(壁画古墳)、遺物(瓦、
石像)を通じて当時の武芸(騎馬術、剣術、相撲、壁画の武術)の存在について確認された。
特に、素手武芸に関して高句麗は壁画の武芸動作、百済は相撲交流の記録、新羅は壁画の
武芸動作と石像から当時に素手武芸が行なわれたことが推定された。それがどのような武
芸であったのかについては、詳しい記録が未だ発見されなかったため明らかに解明するこ
とができなかった。しかし、古墳壁画 (高句麗17点、百済3点、新羅3点)、瓦(百済)、石
像(新羅)などより広範な調査を行った結果、多くは武芸との関係が希薄であることを確認
し、武芸に関係する騎馬兵の姿（百済の瓦）と素手武芸に関係する力士像（新羅の古墳壁
画）とを新たに証示することができた。 
                                           
18 韓国では李瑄根『花郎道研究(1949)』、李基東『新羅の骨品制と花郎徒(1980)』日本では三品彰英『新
羅花郎の研究(1943)』朴周鳳『「韓国武士道」花郎道の創造と展開(2013)』寒川恒夫『日本武道と東洋思
想(2014)』などの研究がなされている。 
図 11 壬申誓記石 
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第二節 高麗時代の武芸(918年-1392年) 
 
高麗時代は新羅末期に分裂した朝鮮半島を統一して建立した国家で918年建国され、139
2年までの時期を言う。武芸の文献史料が確認されていない三国時代とは異なり、高麗時
代には『高麗史』19文献が存在する。その文献では1代太祖王(918年)から34代恭讓王(1392
年)までの武芸に関する調査の結果、世家、列傳、刑法中で計12編(五兵手搏戱2編、手搏3
編、手搏戯4編、拍戯1編、武芸2編)の関連記事が検索された。世家の場合は王の年代記に
ついて書かれているので武芸記事に関する年度が明確に確認される。しかし列傳の場合は
人物中心で書かれているので記事の年度が明確に確認されなかった。したがって当時、人
物の活動時期を基に以下の表(１)で整理した。武芸名称、編、年度、内容要約については
以下の表(１)のとおりである。  
 
                                           
19 韓国の高麗時代(918年-1392年)の経済、社会、政治、文化、人物などの内容を記録した官撰史書であ
る。編纂は1449年(李氏朝鮮時期)からはじめ、1451年(文宗元年)に完成した。 
表1『高麗史』の手搏記事 
 武芸名称  編 年度 内容要約 
① 五兵手搏戱 世家19 毅宗24年(1170)8月 五兵手搏戯することを命令する 
② 五兵手搏戱 
列傳41 
鄭仲夫 
毅宗24年(1170)8月 五兵手搏戯することを命令する 
③ 手搏 
列傳13 
杜景升 
明宗19代 
(1170-1197年) 
杜景升は手搏が優れて昇進する  
④ 手搏 
列傳41 
李義旼 
毅宗18代、明宗19代 
(1146-1197) 
李義旼は手搏が優れて昇進する  
⑤ 手搏戱 
列傳39 
邊安烈 
明宗19代(1170-1197) 宴会をした時手搏戯が優れて昇進する 
⑥ 手搏 
列傳42 
崔忠獻 
明宗19代、神宗20代
(1170-1204年) 
手搏をさせて褒美を賜う 
⑦ 手搏戱 世家36 
忠惠王28代5月 
(1342年) 
王が手搏戯を観覧する。 
⑧ 手搏戱 世家36 
忠惠王28代3月 
(1343年) 
王が手搏戯を観覧する。 
⑨ 手搏戱 世家36 
忠惠王28代6月 
(1343年) 
王が手搏戯を観覧する。 
⑩ 搏戱 志39刑法 
忠穆王29代 
(1344-1348年) 
搏戯の不法化 
⑪ 武藝 世家29 
忠烈王25代10月 
(1280年) 
軍人に武芸を訓練させる  
⑫ 武藝都監 列傳48 
禑王32代1月 
(1385年) 
酒を武藝都監に賜わる 
１９ 
 
① 『高麗史』巻19毅宗24年(1170年)8月世家 
訳:「丁丑に毅宗王が普賢院に行き、五問の前で侍臣を呼んで酒を飲むとき…左右を見て
『立派だ。ここは兵法の練習に相応しいところだ』と話し、武臣に命令して、五兵手搏戯
をさせた」 
② 『高麗史』巻128列傳4118代毅宗(1146-1170)反逆鄭仲夫 
訳:「王が普賢院に行き、五問の前で侍臣を呼んで酒を飲むとき…左右を見て『立派だ。
ここは兵法を練習に相応しいところだ』と話し、武臣に命令して五兵手搏戯をさせたそれ
は武臣の失望を知って慰労することだった」 
上の記事は高麗建国(918年)以後、初めと見える素手武芸「手搏戯」に関する史料とし
て時期は18代毅宗王(1170年)のことである。同じ事実について世家と列伝に分けられて記
録されている。①、②以後で素手武芸に関する用語では手搏、搏戯(拍戯)が使用されるが、
単語上の差があるのみで、同じ武芸を指称するものと考えられる。ただ五兵手搏戯の五兵
の意味について学者間では部署別、団体戦、1名が5名に勝たなければならない競技という
お互いに異なる意見が主張された。 
 
③ 『高麗史』巻100列傳13/19代明宗(1170-1197)/諸臣/杜景升 
訳:「杜景升は全州の萬頃縣出身で気性が惇厚し、飾りが少なくて勇力があった。…手搏
をする管理が杜景升を呼んで隊伍に入れた」 
④『高麗史』巻128列傳41/19代明宗(1170-1197)叛逆/李義旼 
義珉、善手搏、毅宗愛之以隊正遷別將 
訳:「李義旼は手搏が優れて、毅宗から好まれていたため隊正から別将になった」 
⑤『高麗史』巻126列傳39/19代明宗(1170-1197)姦臣/邊安烈 
嘗會客設宴使重房有力者手搏勝者卽授校尉隊正以賞之 
訳:「邊安烈が郊外で宴会をする時手搏勝が優れ、鐘2品の管理となった」 
⑥『高麗史』巻129列傳42神宗5年(1201)叛逆/崔忠獻 
訳:「崔忠獻が客を集めて宴を催し、重房の強い人に手搏をさせて勝者には…賞を与えた」 
 
２０ 
③④⑤番で杜景升、李義旼、崔忠献が活動した時は1170-1197(19代明宗)年で同じ時期
と推測される。当時には武臣政権(1170-1270)で武臣らが政権を掌握していた。したがっ
てこの時期の内容を見れば、三人全員が、手搏が優れて官職を得るか昇進した記録を見る
と、彼らは武芸の実力(手搏)が抜群であったことを推測できる。また宴会または宴で手搏
が行われたものと見て、遊戯的性格をもっているものと思われる。 
 
⑦『高麗史』巻036世家36/忠惠王壬午後三年(1342)五月 
癸巳、幸賞春亭、觀手搏戯 
訳:「癸未年に賞春亭へ行幸して、手搏戯を観覧した」 
⑧『高麗史』巻036世家36/忠惠王癸未後四年(1343)二月 
己酉、王、放鷹于東郊、還幸和妃宮、觀手搏戯 
訳:「己酉年に和妃宮に戻って、手搏戯を観覧した」  
⑨『高麗史』巻036世家36/忠惠王癸未後四年(1343)六月 
丙申、幸馬巖、觀手搏戯、復其人法 
訳:「丙申年に馬巖へ行幸して、手搏戯を観覧した」 
 
⑦⑧⑨の内容を見れば忠恵王が手搏戯を観覧したという記録を詳しく見ることができる。
観覧という用語を使用したことからみて、手搏戯は当時、武技外的に遊戯的な性格を帯び
ていたものと考えられる。 
 
⑩『高麗史』巻39刑法2条忠穆王(1344-1348) 
以搏戯賭錢物者各杖一百其停止 
訳:「搏戯の競技で財物を賭け事とする者は棍杖百(刑罰)であり、それを禁止させる」 
 
忠穆王(1344-1348年)の時からは、手搏で賭をする者らを取り締まり、手搏競技で財物
賭けをする者は、棍杖100台を下げて禁止するという令を下すようになる。のみならず、
それまで武芸に長けていた人々に与えた官職制度も消え、手搏競技も不法化された。 
高麗時代の素手武芸であった手搏は、以後の記録では発見されていない。しかし他の武
芸の記録について検索した結果、『高麗史』文献で「武芸」という用語が2つ検索された。
２１ 
その内容については以下のとおりである。 
⑪『高麗史』巻29忠烈王6年(1280)10月 
訳:「管軍官は軍人中で丈夫で能力のある者一人を選んで武藝を査閲して訓練させる…」20 
⑫『高麗史』巻135列傳48/辛禑(1385)1月 
訳:「酒を武藝都監に賜わる…」21 
以上で『高麗史』を通じて、高麗時代の武芸、特に素手武芸である手搏について考察し
た。当時には、「五兵手搏戯」、「手搏」、「手搏戯」、「拍戯」という他の名称で記録
されたが、同じ武芸について記録されたものと考えられる。また、手搏は武術としての機
能以外にも、王が観覧をするなどを通じて、遊戯的性格を持っていたと考えられる。しか
し、残念ながら、手搏という武芸が行われたという記録があるのみで、いかなる武芸だっ
たのかについての内容は、発見することができなかった。しかし、高麗を建国した「太祖
王」は、高句麗の後裔として国号を高麗とした。したがって、高麗時代の手搏は、三国時
代の武芸を引き継いだものと推測される。以後、手搏は朝鮮時代まで継承され、朝鮮の王
の年代記について書かれた『朝鮮王朝実録』でも確認することができる。 
  
                                           
20「管軍官,將所管軍人,選揀親丁好漢一名,常要數足閱習武藝」 
21「賜酒于武藝都監」 
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第三節 朝鮮時代の武芸(1392年-1910年) 
朝鮮は高麗末期に武装勢力と新興の士大夫たちによって建国され、これを易姓革命とも
言う。王朝が変わっただけであるため高麗末期の政治、経済、文化は朝鮮初期まで維持さ
れてきた。従って、高麗時代に盛んに行われていた武芸、すなわち手搏も、『高麗史』の
文献以後、『朝鮮王朝実録』22文献にも記録されていると思われる。高麗時代は五兵手搏
戯、手搏、手搏戯、拍戯という名称を使用されたが、『朝鮮王朝実録』を調査した結果、
手搏、手拍、手搏戯の名称が見つかった。関連する記事では、1410年から1467年まで計16
編が発見された。『朝鮮王朝実録』では素手武芸である「手搏」以外にも「角力」、「拳
法」の記事も検索されが、角力は11編(1419-1664年)、拳法は6編(1599-1790年)の記事が
発見された。以下の表(２)は『朝鮮王朝実録』の中で「手搏」の記事を名称、編、年、内
容要約でまとめたものである。 
１．朝鮮時代の手搏 
表 2『朝鮮王朝実録』の手搏記事 
 武芸名称  編 年 内容要約 
① 手搏戱 太宗19卷 太宗10年(1410)1月21日 軍人の補充 
② 手搏戱 太宗21卷 太宗11年(1411)6月10 甲士の選拔 
③ 手搏戱 太宗32卷 太宗16年(1416)7月1日 手搏戯の観覧 
④ 手搏 太宗32卷 太宗16年(1416)7月18日 手搏戯の観覧 
⑤ 手搏戱 太宗32卷 太宗16年(1416)8月3日 手搏戯の観覧と褒賞 
⑥ 手搏 太宗32卷 太宗16年(1416)8月17日 手搏戯の観覧と昇進 
⑦ 手搏戱 太宗34卷 太宗17年(1417)7月1日 手搏戯の観覧 
⑧ 手搏戱 世宗4卷 世宗1年(1419)6月20日 手搏戯の観覧 
⑨ 手搏戱 世宗4卷 世宗1年(1419)7月1日 手搏戯の観覧 
⑩ 手搏戱 世宗12卷 世宗3年(1421)5月18日 手搏戯の観覧 
⑪ 手搏戱 世宗51卷 世宗13年(1431)3月28日 手搏戯の観覧 
⑫ 手搏 世宗102卷 世宗25年(1443)11月2日 軍人の補充 
⑬ 手搏戱 端宗14卷 端宗3年(1455)6月19日 手搏戯の観覧と昇進 
⑭ 手搏戱 世祖9卷 世宗3年(1457)9月16日 軍人の補充 
⑮ 手搏戱 世祖17卷 世祖5年(1459) 手搏戯の観覧 
⑯ 手搏 世祖43卷 世祖13年(1467)7月14日 軍人の補充 
 
『朝鮮王朝実録』で調査された手搏、手搏戯に対する記録をみると、表(２)のように軍
人の先発、昇進または王の観覧及び褒賞の内容が確認された。手搏、手搏戯の記事を見る
                                           
22『朝鮮王朝實錄』は朝鮮時代(1392年－1910)の中で1413年から1865年まで472年間の歴史を年、月、日に
よって、順に記録した本である。 
２３ 
と、1410 年から 1467 年の間で、朝鮮時代(1392-1910 年)初期に該当する。この後は『朝
鮮王朝実録』で手搏、手搏戯に関する記録を見かけることができなかった。 
手搏、手搏戯記録の不在理由について推測すれば、太宗、世宗、世祖王(1410-1467 年)
時代の手搏の盛行は武芸を好きだった各王たちの好みと見ることもできる。しかし、この
ような理由よりは朝鮮の建国以来の火薬と火器の製造、軍事組織23の編成による国防力強
化によって素手武芸が次第に衰退されたものと考えられている。 
朝鮮初期(1410年‐1467年)の記録以降に『朝鮮王朝実録』記録では手搏関連記事を発見
できなかったが、武芸の一部分で見られる角力についての記事になった。その名称、編、
年、内容要約は以下の表(３)のとおりである。 
 
２．朝鮮時代の角力 
 
表 3『朝鮮王朝実録』の角力記事 
 武芸名称  編 年 内容要約 
① 角力 世宗4卷 世宗1年(1419)6月15日 角力の観覧 
② 角力 世宗31卷 世宗8年(1426)3月25日 角力の観覧 
③ 角力 世宗32卷 世宗8年(1426)4月2日 角力の観覧 
④ 角力 世宗50卷 世宗12年(1430)12月26日 角力による事件 
⑤ 角力 世宗51卷 世宗13年(1431)3月18日 角力の観覧 
⑥ 角力 世宗51卷 世宗13年(1431)3月22日 角力の観覧 
⑦ 角力 世宗60卷 世宗15年(1433)5月14日 角力の観覧 
⑧ 角力 世宗63卷 世宗16年(1434)2月12日 角力の観覧 
⑨ 角力 世祖1卷 世祖1年(1455)九月 王の角力参加 
⑩ 角力 明宗31卷 明宗20年(1565)12月26日 用語の使用  
⑪ 角力 顯宗7卷 顯宗5年(1664)1月20日 角力による事件 
 
  
                                           
23 朝鮮は建国初期から兵役制度を整備し、軍事組織を強化することによって国防力が大きく向上した。
たとえば、軍役は良人皆兵と兵農一致を原則とした。それによって、16 歳以上 60 歳に上る両君の青年た
ちは誰でも現役軍人の正兵になるか、或いは、代わりに軍人の費用を出さなければならなかった。斗山百
科, 「朝鮮の軍事組織」, http://www.doopedia.co.kr 
２４ 
「角力」は、現在も韓国で行われている朝鮮シルム(日本の相撲)と考えられるが、表
(3)の記事では角力に関する形態や内容に関する説明は記録されていなかった。 表(3)の
『朝鮮王朝実録』の記事を詳しく見れば手搏と異なり、角力を通じて軍人を選出するか昇
進したという記録はなく、大部分、王の角力観覧に関する記事であった。したがって、当
時の角力は武術的性格よりは王の観覧のための遊戯的性格が強かったということを推測す
ることができる。 
「角力」に関する記録は1419年から1664年までであり、以後『朝鮮王朝実録』で角力に
対する記事は検索されなかった。しかし、その以降からは「角力」以外に「拳法」に関す
る記事が検索されており、その名称、編、年、内容要約は以下の表(４)のとおりである。 
 
３．朝鮮時代の拳法 
 
表 4『朝鮮王朝実録』の拳法記事 
 武芸名称
 編 年 内容要約 
①  拳法 宣祖112卷 宣祖32年(1599) 拳法の観覧 
②  拳法 宣祖124卷 宣祖33年(1600 拳法の奨励 
③  拳法 仁祖21卷 仁祖7年(1629） 武才試験の科目 
④  拳法 顯宗16卷 顯宗10年(1669) 拳法のデモ  
⑤  拳法 正祖28卷 正祖 13年(1789) 拳法教本に含む 
⑥  拳法 正祖30卷 正祖14年(1790) 拳法教本に含む 
 
① 宣祖112卷、32年(1599) 
訳:「王が別殿に行き、杜副使を接見した。副使が言うには、私の部下は拳法が優れるが、
観覧しませんかと話した。」「王は拳法は『紀效新書』でも掲載されている。またこれは
武芸の一つだから見なければならないようだ。」と話した 
② 宣祖124卷、33年(1600） 
訳:「拳法は勇猛になるための武芸であり、子供に学ばせれば、村の子供たちもお互いに
遊びに練習するだろう。また、これは後日大きな役割を果たすだろう。」 
③ 仁祖21卷、7年(1629) 
訳:「崇政門に行き、宗室や文武官の武才を試験した時、弓、剣法、盾防牌、偃月刀、拳
法の順で才能を発揮するようにした。」 
２５ 
⑥ 正祖30卷、14年(1790) 
訳:「『武藝圖譜通志』が完成された。武芸に関する多様な書物と『紀效新書』を参考に、
棍棒、藤牌、狼筅、長槍、鎲鈀、雙手刀と…(中略)、12種類の技藝(竹長鎗、旗鎗、鋭刀、
倭劒、交戦、月挾刀、雙劒、提督劒、本國劒、拳法、鞭、棍)と4種類芸(騎槍、馬上月刀、
馬上雙劒、馬上鞭棍)を追加し、また擊毬、馬上才を加え、すべて24種類技芸になった。
（省略）」 
上の①②の記事を詳しく見れば、当時王は、「拳法」が中国の拳法ということを認知し
ており、これを後日のため、普及させることを勧めた。③番の記事を見れば、「拳法」は
弓、剣法、防牌、偃月刀とともに、すでに武才の評価の基準として、定着していたことを
確認することができる。高麗や朝鮮初期に「手搏」が、武芸の尺度として、評価されたよ
うに朝鮮中期には、「拳法」に代わられたことを推測することができる。 
以後1790年には、韓国の武芸書である『武芸図譜通志』が刊行された。これは、上の⑥
番の記事内容のように、武芸書籍を通じ、24種の伎芸について分析・研究して詳細に解説
した武芸書であり、朝鮮時代に軍事訓練にも使われた。『武芸図譜通志』を見ると、24種
伎芸の目録として、拳法も含まれていることを確認できる。 
 
第二章 伝統主義的な立場のテコンドーの歴史とその批判的検討 
第一章では韓国の三国時代、高麗、朝鮮時代までの武芸、特に素手の武芸について考察
した。武芸を指す言葉は時代ごとに違いがあり(手搏、角力、拳法、テッキョン)、型や内
容に関する詳しい記録はなかったものの、朝鮮半島内に素手の武芸が存在していたことは
確認することができた。 
上述の韓国における素手武芸は、伝統を持つものと考えられ、テコンドーもまた、長い
歴史の伝統性があると、次のような研究者らが記述している。崔泓熙（チェ·ホンヒ
(1966)）、李元國(イ·ウォンクック(1969))、アン·ヨンヒ(1971)、チョ·ワンムク(1971)、
チョン·チャンモ(1976)、キム·ギョンジ(1988)）。 
しかし、楊鎭芳(1986)、金容沃(1990)の研究により、テコンドーの歴史について他の視
点が提示され、テコンドーの歴史に関する論争が始まった。彼らは、テコンドーは古代か
２６ 
ら継承されてきた伝統武芸ではなく、日本或いは中国に留学し、空手、拳法を習って帰国
した留学生たちの影響があったことを論述している。 
本章ではテコンドーの起源について、伝統説を主張した研究者らの意見を整理し、その
後、第一節に提示された史料に基づいて、その根拠を探り、筆者の意見を述べる。 
崔泓熙(チェ·ホンヒ)の著書の『テコンドー指針(1966)』と『テコンドー教本(1966)』
の歴史に関する記述では、テコンドーは AD 1300 年、韓国の新羅時代、徐羅伐24から始ま
り、三国統一を遂げた主役の花郎の武術だったとされている。高麗時代には宮廷武術とし
て王が参観をしたこともあったものの、学問を重視し、武芸を軽んじる考え方によって命
脈だけを続けてきた。足技中心のテッキョンが日韓併合時代に中国の拳法あるいは日本の
空手の手技が加味され、技術的に発展した。戦後はこの武道の名称をテコンに変えたと記
述している。 
アン・ヨンヒの「韓国テコンドーの発展と変遷(1971)」を詳しくみれば、テコンドーは
武道として特定の地域や特定の時代に行われたのではなく、武器を使用しなかった時代に
行われたのである。素手空拳(赤手空拳)で突き、打ち、蹴ることを中心に行われ、これが
歳月の流れの中で変遷して発展したものであると記述されている。したがって、このよう
な武芸が各国別に異なって存在しており、ギリシァ(拳闘、レスリング)、中国(拳法)、日
本(柔道、合気道、空手)などが事例として入っている。韓国のテコンドーの歴史に関して
は、三国時代の花郎徒を起源にして高麗、朝鮮のテッキョンに至り、1955年にテコンとい
う名前で取り入れられたと主張している。また、外国の空手や国術(ウーシュー)はテコン
ドーとは種類が異なるものと説明している。 
李元國の『テコンドー教本(1969)』を詳しくみれば、少林寺拳法が仏教を通じて韓国の
三国時代の高句麗に流入し、新羅の花廊の必須武芸として盛況をなした。以後朝鮮末期に
足技として構成されたテッキョンとして伝わったが、日本植民地時代に影を潜めたと記述
されている。 
チョ・ワンムクの「テコンドー史(1971)では、古代の体育の開始をテッキョンの原型形
成時期と見ており、三国時代、特に新羅の花郎徒の武芸として高麗、朝鮮のテッキョンに
継承されて韓国固有の武術となったことが記述されている。 
                                           
24 徐羅伐は新羅の首都であり、現在は韓国慶尚北道慶州地域をいう。 
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ジョン・チァンモの『テコンドー(1976)』ではテコンドーの起源が古代から始まってお
り、特に新羅の青少年団体であった花廊の武術が継承されたものであると記述されている。 
上述のように研究論文及び書籍においてテコンドーの起源を古代三国時代、特に新羅の
花廊を中心に高麗、朝鮮時代にまでひきつがれてきた伝統武芸として記述していることが
わかる。しかしこの時期の研究をみれば単純に三国時代、高麗、朝鮮の影響を受けてテコ
ンドーの起源に対して推測を基に書かれているだけで、史料の提示が明確に提示されては
いなかった。例えば李元國の場合、テコンドーの由来において高句麗の影響を受けたもの
と考えられるが、古墳の壁画が北朝鮮において考証できないことが残念だと記述されてい
る。 
古墳の壁画の考証問題はアン・ヨンヒ(1971)、チョ・ワンムク(1971)の「テコンドー史」
をはじめとしてジョン・チャンモ(1976)、キム・ギョンジ(1988)、イ・ギョウン(1994)な
どの考古学の研究発展により専門的な史料の補完が行われた。特にチョ・ワンムクの「テ
コンドー史」は大韓テコンドー協会の創刊号(1971)の歴史部分に収録されている。内容を
詳しく見れば、古代、三国時代の手搏と新羅の花廊、朝鮮時代のテッキョンの説明とテコ
ンドーを中国の拳法、空手と比較するなど多様なテーマで研究されていることがわかる。 
これはテコンドー団体初の教本としてテコンドーの伝統継承説に対する公式的な認定と
して考えられる。以後に大韓テコンドー協会、国技院、世界テコンドー連盟などのテコン
ドー団体の教本及びホームページでは高麗大学の素手武芸が三国時代、高麗、朝鮮を経て
現代のテコンドーに継承されたことを紹介している。団体以外にもシン・チャンファ(199
4年)チェ・ヨンヨル、ジョン・ジョンウ(1998)クァク・ジョンヒョン(1998)イ・チャンフ
(1999)ジョン・グンピョ(2000)などの研究者もテコンドーの伝統継承主張にその脈絡を同
一にしている。 
1980年中盤以後に楊鎭芳と金容沃のテコンドーの歴史に対する新たな議論が始まった。
これはそれ以前に主張されたテコンドーの伝統継承とは異なり1945年の解放以後、日本か
らもどって来た留学生らの中国武術あるいは空手の影響に対するものであり、当時には大
きな論争になった。この論争以後にテコンドー研究者は各自の用語を使用し、二つの歴史
説を区分し始めた。研究論文において表記した用語に対して詳しく見れば、チェヨンリョ
ル・ジョンジョンウ(1997)は「競技テコンドー重視史観25」キム·ヨンソン(1999)は「伝統
                                           
25 テコンドーは空手から影響を受けたが、競技中心となることによって現在のテコンドーが出来たとす
る考え方。 
２８ 
主義26」と「事実主義27」キ厶·バンチュル(2006)は「伝統主義」と「修正主義28」と表記し
ている。今までもテコンドーの歴史に対する立場から、「伝統主義」と「修正主義」の用
語が使用されているため、筆者も本論文においてこの用語を使用した。 
テコンドーの起源に対する論争において伝統主義と修正主義間の立場の差には何がある
のか。最大の対立となっている論点は伝統武芸の継承如何と考えられる。 
それでば伝統主義の立場のテコンドーの歴史はどのように説明されたのか。筆者は上で
三国時代には遺物と遺跡、高麗時代には『高麗史』、朝鮮時代には『朝鮮王朝実録』及び
他の文献記録を通じて伝統武芸の存在について詳しく見て整理した。本章においては、伝
統主義の立場から伝統武芸の流れについて筆者の意見を述べてみようと思う。 
まず1.三国時代の武芸では、三国時代の遺跡と遺物を通じて朝鮮半島で行われたと推定
される素手武芸について詳しくみた。これはテコンドー研究者及び現存するテコンドー協
会のテコンドー歴史において起源の根拠としてよく使用されている。当時の武芸に関する
文献史料の不在のため、残念ながら壁画または石像を通じてのみ素手武芸の痕跡を確認す
るしかなかった。調査の結果、高句麗の古墳に刻まれた鎧を身に付けた武士の絵、現在の
格闘技または朝鮮相撲とも類似した姿の壁画が確認されており、これを通して当時の武芸
の存在を窺うことができた。しかし新羅石窟庵29入口の守門将である金剛力士像(表)の場
合には、当時の宗教であった仏教の影響も考慮しなければならないので、これを韓国の伝
統素手武芸として推測することは多少無理があると考えられる。 
2.高麗時代では、武芸において韓国初の文献書『高麗史』を通じて素手武芸について詳
しく見た。この文献の記事を通じて当時の素手武芸、すなわち手搏の存在を確認すること
ができ、手搏が当時に軍人の選出や昇進の機会、軍人の慰労、王の観覧のために行われた
ことが分かった。このように高麗時代に盛行した手搏は、テコンドー伝統主義の立場から
テコンドーの歴史の起源となる武芸として主張されている。『高麗史』の分析を通じて検
索された手搏記事は上の表(２)ように計10件がある。これらの記事は高麗中期と後期(117
0-1348年)を中心に確認されたが、忠穆王の集権時期(1344-1348年)以後には手搏の記事に
関する記録は検索されなかった。このような理由としては、当時の素手武芸であった手搏
が高麗後期に民衆らの賭に転落し、社会的な問題にも拡散したため、法令により禁止され
                                           
26テコンドーの出発点が一世紀以降の韓国古代武芸にあるとする考え方。 
27テコンドーの出発点が近代における空手からの影響にあるという「事実」に基づくとする考え方。 
28事実主義の考え方を伝統主義との対比において置き換えたものであり、事実主義と同意。 
29ユネスコ世界遺産に指定された新羅時代の歴史遺跡、韓国の国宝第24号に指定されている。 
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たためだと推測される。 
3.高麗時代の手搏は朝鮮時代の文献である『朝鮮王朝実録』からも見つけることができ
た。すでに上で説明したように朝鮮建国当時には新たの国家ではなく、指導勢力と国の名
称が替わっただけであった。したがって朝鮮初期には高麗の政治、経済、文化的体系が踏
襲されたので高麗時代に盛行してきた武芸手搏も朝鮮時代まで伝承されたものと解釈する
ことができる。朝鮮時代(1392年-1910年)の文献『朝鮮王朝実録』を詳しくみた結果、朝
鮮初期の王であった太宗、世宗、世祖王(1410-1467年)の間に16の手搏に関する記録が確
認された。しかし『朝鮮王朝実録』では朝鮮初期57年間の記事以後に手搏に関する記録は
発見されなかった。手搏の記録が消えたことに疑問を持って他の名称の素手武芸に関する
記録を調査した結果、角力(11件)と拳法(6件)に関する記事を見つけることができた。 
表(3)のように角力は1419年から1664年まで王の観覧(9件)と事件(2件)の記録が検索さ
れ、これは現在韓国のシルム(日本相撲)と推定される。拳法は1599-1790年の間に6件の記
録が検索された。この記録(宣祖32年(1599))によれば、当時の王は拳法が中国の『紀效新
書』に出る武芸であることを認知しており、これを民に普及するようにした事実が分かる。
朝鮮時代の素手武芸について調査した結果、手搏、手搏戯、搏戯、角力、拳法の武芸名称
が時期別に続いて確認された。しかし手搏、角力、拳法は同じ時期にもお互いに異なる名
称で記録されていたため、これらの武芸の相関関係及び継承ではないと考えられる。 
以上から『朝鮮王朝実録』を通して朝鮮時代までの素手武芸について分析した。しかし、
いかなる部分でもテコンドーの源流という「テッキョン」に対する記録は発見されなかっ
た。伝統主義から武芸の継承として主張している手搏も朝鮮初期においてのみ記事が発見
されただけで、その以降の記録では発見することができなかった。 
それでは朝鮮初期以後、手搏が『朝鮮王朝実録』の記録から消えた理由は何だったのか。
これは当時の時代的状況をよく見れば推論が可能である。 
朝鮮を建国した太祖王の統治時期には両班(文班と武班)を均等に重用した。これは武将
出身であった太祖王が高麗時代に「武臣政変」30の事例を認知しているので武班を差別し
なかったと考えられる。しかし時代の流れにより朝鮮王朝は文治主義を志向する国家とし
て変貌した。これは朝鮮王朝が軍事的に危弱するようになった原因として注目されもする。
このような時代的背景(崇文賎武思想)および火薬と火器の発達によって素手武芸である手
                                           
30 1170年(高麗毅宗王24年)、文臣らによる差別ために武臣らが起こした政変 
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搏は自然に淘汰され、『朝鮮王朝実録』の記録でも、これ以上発見することができなかっ
たものと考えられる。 
しかし、このように武を軽視する社会の雰囲気は後に、1598年に起こった壬辰の乱(文
禄・慶長の役)を基点に変化するようになる。その例として武芸書『武芸図譜通志』を挙
げることができる。当時朝鮮は、壬辰の乱(文禄・慶長の役)直後から武芸に対する重要性
を悟り、武芸書の刊行に力を傾け始めた。その結果『武芸諸譜(1598)』、『武芸新譜(175
9)』などの武芸書の刊行、修正·補完過程を経て約190年後『武芸図譜通志(1790年)』とい
う総合武芸書を編纂するようになる31。 
18世紀後半、朝鮮武芸を総整理した『武芸図譜通志』には計24の技芸が収録されている
が、このうち拳法編では手搏に関する記録も発見することができる。これは朝鮮初期にお
ける手搏の記録以後、320年後の文献記録である。手搏に関する記録は拳法編の注部分に
おいて発見することができる。拳法編を見れば「漢書哀帝紀」では 
『源本訳』「平手打ちして弓を射る遊びを観覧した」 
注では「手搏は手のひらで力を競うこと(腕相撲)であり、武戯になる」 
『源本訳』「弁は手搏だ」という記録を発見することができる。 
 
『朝鮮王朝実録』では手搏を通じた昇進、観覧等の記事を通じて名称の存在以外に確認
されなかった。しかし『武芸図譜通志』拳法編の注を見れば、手で打つこと(弁)、手のひ
らで力を競う競技という解釈があり、これを通して手搏の形態について微弱ながら確認が
可能であった。特に「弁は手搏だ」という一節は朝鮮王朝後期の学者であった李晩永が書
いた『才物譜(1798年、正祖22年)』と類似点があると考えられる。手搏について 『才物
譜』では、「卞」と記録されているが、『武芸図譜通志』では「弁」と記録されている。
しかし「卞」と「弁」は発音(べん)や意味(手で打つ)が同じである。したがって、「卞」
と「弁」は手搏を指す二つの意味が同じ違う表現だと思われる。手搏に関する『才物譜』
の原文は以下の通りである。 
                                           
31 1598年(宣祖31年)壬辰の乱の時、陸戦で倭軍のため敗走を繰り返した朝鮮は、戦争に備えた武芸書の必
要性を痛感し、朝鮮半島の歴史上、もっとも古い武芸書である『武芸諸譜』を刊行するに至る。引き継い
で1759年(英祖35年) には『武芸新譜』、1790年(正祖14年) には『武芸図譜通志』が編纂されるに至る。
このうち『武芸図譜通志』は正祖が直接に編纂の方向を定め『武藝諸譜』と『武藝新譜』の内容を合わせ、
た。また新しい訓練種目を追加し、図解と諺解本を通じて誰でもその技術を習得しやすいようにした。そ
れで『武芸図譜通志』は朝鮮時代の武芸書の完成本という評価を受けている(羅永一, 1997)。武芸図譜通
志の例では、各武芸に対して絵と解釈(注)を入れることで分かりやすく表現されている。 
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『原文』 「卞手搏爲卞角力爲武若今之탁견(タッキョン)」 
『訳文』 「素手で打つ手搏は卞であり、角力は武である。これを今はタッキョンとい
う」 
『訳文』を見れば、素手で打つ手搏は卞、角力(朝鮮相撲)は武、これを今はタッキョン
(以下:テッキョン)と呼ぶと解釈される。この記録によって、手搏と韓国の武芸であるテ
ッキョンとの関連が推測できる。テッキョンの記録は『海東竹枝(1925年)』でも確認で
きる。その内容は以下の通りである。 
『海東竹枝、崔永年(1925年)』 
『原文』舊俗…以比或報仇、或賭奪愛姫自法官禁之今無是戲名之曰托肩 
『訳文』『昔の風俗に…これであるいは仇討をしたり、あるいは財物と女を賭けて奪う。
法官から禁ずるため今は消えた。この遊びの名前を托肩(テッキョン)という。』 
テッキョンという武芸は、上記のように李晩永の『才物譜(1798年)』と崔永年の『海東
竹枝(1925年)』で初めて確認された。これを通じ朝鮮王朝初期の武芸、手搏がテッキョン
と名称が変わったと推測することができる。それでは、テッキョンという武芸はいつ、ど
こで始まったのだろうか。韓国でテッキョンにおける伝承は、朝鮮時代末期（1845年）か
らパク・トルベク(1845年生)、辛在栄(シン・ジェヨン、1882年生)、チョン・ジンヨン(1
861年生)、林虎(イム・ホ、1882年生)、パク・ムギョン(1855年生)、宋德基(ソン・ドッ
キ、1893年生)、金弘植(キム・ホンシク、1892年生)、イ・ギョンチョン(1904年生)らに
より始まったと知られている32。 
特に辛在栄の曾孫だった辛漢承（シン・ハンスン、1928年生）は、辛在栄と師匠、林虎、
金弘植、宋德基からテッキョンを学んだ。テッキョンの形式は、基本的に個人修練（型と
類似）、約束組手、自由組手で構成されている。しかし、当時のテッキョンの指導方式は、
体系的というよりは師匠による1対1の伝授方式だった。これらのテッキョンは辛漢承が宋
德基から伝授された技術を整理・再編成し、テッキョンの修練体系がまとめられた。辛漢
承の修練体系は、今日の多くのテッキョン伝授館で教えている修練体系の基礎となった。
また、彼はテッキョンを広めるために韓国の忠州でテッキョンを教える一方、忠州、釜山、
ソウルで数十回、公開発表も行った33。 
                                           
32 チョン・ギョンファ, 『テッキョン原論』, ボギョン文化史, 2008, p81. 
33 オ・ジャンファン, 『テッキョン伝授教本』, ヨンオン文化社, 1991, p27-29. 
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このような努力の結果、辛漢承はテッキョン伝承者として1983年6月1日、韓国政府(文
化財委員會)から韓国の伝統武術としては初めて重要無形文化財（76番）に登録された。 
以後、1990年にテッキョン研究会を軸に大韓テッキョン協会が結成され、1991年1月14日、
当時の体育青少年部から公益法人の認可を受けた。1998年に国民生活体育協議会に加盟し、
2003年に大韓体育会正式加盟団体として承認され、現在まで伝承されている34。 
以上で本二章においては、テコンドーの伝統主義を主張している学者の研究と根拠につ
いて分析し、三国時代から、高麗、朝鮮時代末期まで素手武芸の継承性を中心に筆者の意
見を述べた。 
本研究では、素手武芸の存在と名称について歴史史料（『高麗史』、『朝鮮王朝実録』、
『才物譜(1798年)』、『海東竹枝(1925年)』）を通して確認した。その結果、三国時代か
ら行われた素手武芸が高麗と朝鮮に手搏という武芸に受け継がれ、軍事的あるいは遊戯目
的で行われたことをわかった 。 今後の研究では以下の2点に注目すべきである。（1）最
後の手搏記録(1467年)から「テッキョン」の記録(1790年)まで、331年間の記録の欠如が
あり、素手武芸(手搏、テッキョン)に関する具体的な形態や内容についても正確に確認す
ること。（2）当時手中心の武芸であったの手搏の名称がどのように足中心の武芸である
テッキョンに変わったのか。これらは、テコンドーを伝統武芸の継承として主張するため
に、必ず明確に解明しなければならない問題と考えられる。今後データのバックアップを
通じた綿密な調査を要する 。 
  
                                           
34 ノ・ジュンホ,『現代スポーツとしてテッキョンの発達過程とその意味』，忠北大学， 2012，p.15. 
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第二部 韓国解放(1945年)以降、初期のテコンドー道場の創立過程と日本空手との関係 
第一章  テコンドー基幹道場の創立過程 
第一節 韓国解放以前(植民地時代)武道道場の創立 
朝鮮時代(1392-1910)が終わり、韓国は1910年から1945年まで日本の植民地となった。
この時期は無断政治期、朝鮮文化政治期、国民総動員期35の三期に区分される。当時は主
権が奪われた時期であったため政治、経済、文化、教育などの領域で制限があった。それ
ゆえ、この時期韓国の伝統武芸に関する記録は発見されていない。これは恐らく日本政府
の禁止または制限があったためと推測される。 
1945年の解放36以後、韓国ではテコンドーの「母体館」あるいは「基幹道場」と呼ばれ
る道場が生まれた。このような道場は1940年代日本に留学の最中、空手を学んでいた人、
または中国で武術を学んだ人たちが帰国してから始まった。それでは、1945年以前の韓国
では武術道場はなかったのだろうか。これに関する記録をたどっていくため、当時の新聞
である中央新聞(1945年)、自由新聞(1945年)、京鄕新聞（1946年）、東亞日報(1920年創
刊)を中心に分析した。 
韓国で日本人における武道(特に柔道)の流入は、1906年、京成(当時ソウル)で柔道家内
田良平により講道館が開館され、始まったと知られている。その後、1909年皇城基督敎青
年会(以下YMCA)37においても韓国人が創設した最初の私設道場である「皇城基督敎青年会
柔道部(YMCA柔道部)」が李商在により創設された38。韓国YMCAホームぺージによるとYMCA 
は1903年10月28日韓国で活動していた宣教師らと朝鮮の青年らと共に、若者らの霊的条件
向上および振興を目的として始まった。翌年1904年にYMCA体育部が朝鮮最初の体育団体と
して創設され、野球、庭球、サッカー、バスケットボール、スケートなどの種目が普及し
た。その後、1909年には「YMCA柔道部」が創設され、募金運動によって1916年には室内体
育館が設立された。これによって体育において場所の制約がなくなり、より多くの種目に
おける体育活動と体育発展が可能となった。 
                                           
35 韓国の歴史教科書では、これを憲兵警察統治期(または無断統治期)、民族分裂統治期、民族抹殺統治期の三
つに分けて説明している。 
36 韓国ではこれを「解放」と呼ぶ。日本の終戦記念日である8月15日は、韓国における「解放節」に当たる。 
37 YoungMen'sChristianAssociationの略字として1844年ジョージ•ウィリアム(GeorgeWilliam、1821-1905)が
ロンドンで祈祷会と聖書奉読会を終えて創設したキリスト青年会である。 
38 キム·ジェボム，「柔道創立者嘉納治五郎の生涯と教育思想に関する研究」，韓国延世大学，1999，ｐ.1. 
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図12 韓国のYMCA建物(1920年代) 
1927年、YMCAは韓国の伝統武芸であったシルムを体育課程として採択し、シルムにおけ
る用具、服装、ルール、反則などルールの規格化を計った。これは韓国伝統競技の近代化
と大衆化を促す重要基盤になる39。 
1927年12月19日東亜日報で、第一回朝鮮シルム大会に関する記事が見られる。その内容
を見ると、シルムは古くから継承されてきた韓国の伝統競技と説明されており、日本の相
撲とは区別していることが分かる。また、西洋のスポーツに依存せず、シルムによる身体
の鍛錬を勧めている。記事の詳しい内容は以下のとおりである。 
「20日から3日間基督敎青年会の主催と本社運動部の後援の下、第一回朝鮮シルム大会
を開催することとなった。シルムがそもそも我が朝鮮にとって一番広範に広がっている民
衆運動の一種類ということは誰にも分かるはずだ…(中略)、これを機に朝鮮の一般民衆の
間に新式運動競技に依存せずとも我々の身体を鍛える機会を持たせ、一般民衆の娯楽とす
ることが可能であることを在来の運動競技を通して深く興味を持つことになってほしい。
日本はシルムを彼らの国技と言い、特別に盛大な興行をするが、日本の独特な国技でなく、
朝鮮にも古くからあり続けたものであるので特徴を発揮し、競争するのもよいだろう40。」 
以下の表（5）では、1923年から1925年にわたるYMCAの体育活動に参加した人数である。 
                                           
39ソン·サンス、「植民地支配下のYMCA体育の組織と普及運動に関する研究」、韓国体育大学、2006、p53 
40東亜日報、1927年12月19日 
３５ 
表 5 1923年-1925年にわたるYMCAの体育活動41 
年＼競技 室内運動(人) 野外運動(人) 体操(人) 柔道(人) 合計（人） 
1923 14,827 1,131 16,019 4,912 36,889 
1924 11,549 1,920 17,428 6,133 37,037 
1925 13,138 1,380 10,410 7,475 32,403 
 
1903年37名の会員で始めたYMCA青年会は1925年3万名に至るほど、普及を通じて体育人
口を急増させた。表(５)を見ると、YMCA青年会は当時の植民地時代に韓国の体育振興と発
展に多大な影響を与えたと思われる。特に球技種目と体操に限られているのでなく、武道
種目(柔道)も7,475名に増加したことが分かる。YMCA柔道部の盛況と共に1921年には、朝
鮮武道館、1923年には朝鮮講武館、1931年には朝鮮研武館が創立され、韓国の道場文化の
発展に重要な役割を果たした。 
以下の1931年7月9日東亜日報の記事では、朝鮮研武館の創立に関して扱っている。 
 
 
 
                                           
41 チョン·テクブ，「韓国キリスト教青年会運動史」，正音社，1978，p.307. 
図13 東亜日報1931年7月09日        東亜日報1931年12月24日 
 
朝鮮研武館の創立記事及び建物の写真 
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上の記事（図13）の内容を詳しく見ると、創立者である李景錫は東京中央大学(法学部)
の在学中に日本講道館から3段を受けた。李の創立趣旨に関しては、「民衆的武道精神と
体育、徳育などを主眼とし、斯道の奨励のために中央道場の必要性を切実に感じた。それ
ゆえ武道精神と体育、徳育を発展普及させるために創立を決定した」と書かれている。朝
鮮研武館の面積は総100坪42、道場50坪で当時1万円(現在の約2000万円)の私財で建てられ
た。当時、他の柔道部は、体育館を貸したり、或いは他の種目と共に修練をしていた。し
かし朝鮮研武館は時間と空間に制約がなかった。これは、韓国における最初の柔道専門道
場としての意味を有する。東亜日報1931年12月28日の記事では、朝鮮研武館の入門規定に
ついて表(６)のとおりに記録している。 
  
                                           
42 韓国における1坪は、3.306㎡に当たる。 
図14  東亜日報、1932年3月11日記事(朝鮮研武館内柔道修練写真) 
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表 6  朝鮮研武館の入門規定（1931年） 
入門規定 
入門費：２圓(現約2千円)、道場費：毎月１圓50銭 
女性と15歳未満の男性は１圓 
練習時間 
毎日昼間部：午後４時-6時、夜間部：午後7時-9時 
特別研究部：(日曜日)午前９時半、11時半 
入門の許可を得た者は下の５つの条項に署名しなければならない。 
1．入門して指導を受けることになった以上、理由なしに授業に欠席してはならない。 
2．道場の面目を毀損するか礼儀に反する行為をしてはならない。 
3．許可なしに秘密をもらしてはならない。 
4．許可なしに柔道の教授をしてはならない。 
5．授業中諸般ルールの順守をしなければならない。 
 
朝鮮研武館の会員数は1931年創立の当時は、5、6名しかなかったが、3年後300名以上に
増えた。朝鮮研武館は、柔道の教授について男子部だけではなく、女子部も共に創設し、
柔道を教授した。これは1934年東亜日報の記事においても「朝鮮最初の実験」と記された
ほど当時に残存していた性差別を打破し、保健体育として柔道を普及したことだと思われ
る。図(15)の左にある新聞は女子柔道部に関する記事である。 
 
  
図15 東亜日報、1934年1月1日       東亜日報、1938年6月24日 
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朝鮮研武館の館長である李景錫は柔道訓練だけでなく、李炳奇、李允宰、李熙昇、李克
魯のような有名なハングル学者たちを招聘し、ハングル講習会などの活動もすすめた43。 
このように1930年代の初期には朝鮮研武館、朝鮮講武館、YMCA柔道部を通して柔道の普
及が活発に行われた。しかし、1938年7月1日、鍾路(チョンノ)「警察署高等支部」によっ
て、韓国人が設立した柔道道場は講道館の朝鮮支部に合併される44。韓国の柔道は韓国解
放(1945年8月15日)につれ、10月には朝鮮柔道連盟が設立生した。以後、柔道団体との統
合を契機し、「大韓柔道会」に改称され、柔道の普及が行われた。 
以上で第一節には、韓国の植民地時代の道場の設立過程に関して考察した。当時、朝鮮
研武館、朝鮮講武館、YMCA柔道部などは、柔道を中心として体育活動に専念した。特に、
YMCAと朝鮮研武館は、解放以後に設立された初期のテコンドー道場である「YMCA拳法部」、
「朝鮮研武館拳法部」の設立に基となる。 
 
第二節 韓国解放以降、テコンドー基幹道場の創立 
韓国の解放(1945年8月15日)前後、ソウルと開城を中心に5つのテコンドー道場が創立さ
れた。当時は、テコンドーという用語は存在しておらず、この道場たちはテコンドー研究
において「基幹道場」または、テコンドー「母体館」という用語で表記されている45。し
たがって、本研究においてもこれを準用し、基幹道場と表記する。1940年代、基幹道場は
それぞれ松武館(当時の唐手道松武館)、青濤館(当時の唐手道青濤館)、武徳館(当時の運
輸部唐手道館)、智道館(当時の朝鮮研武館拳法部)、彰武館(当時のYMCAの拳法部)の道場
名で開館し、テコンドーの形成に中枢的な役割を果たした。 
                                           
43 チョ·ムンキ，「日帝強占期、研武館の活動に関する研究」，『韓国体育史学会誌』，14巻，第3号，2
009，pp.10. 
44 図(12)の東亜日報1938年6月24日の新聞記事によると、「体育機関の統一のために当国(日本)では朝鮮
内の体育機関の統制に手を出した…(中略)上の道場は多年間にわたって柔道発展に力を注いだが、柔道の
統一的発展のため合流することを唆した」と記録されている。しかし1938年、日本の民族文化抹殺政策の
一つとして全ての韓国人道場を講道館の朝鮮支部に強制統合したと表記されている(韓国民族文化大百科
事典http://encykorea.aks.ac.kr)。 
45これら用語に関する最初の出典は確実でないが、東亜日報1968年9月19日、テコンドー新聞1996年12月9
日、1999年『テコンドー現代史』、2007年『テコンドー現代史と道連れになる』などにおいてから「基幹
道場」、「母体館」という用語が登場した以後、現在まで研究論文、書籍などで使われている。 
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韓国のテコンドー基幹道場においては、当時の時代背景(日本植民地、戦争、南北の分
断)のため創立日、場所、創立背景などに関して未だに明らかになっていないものが多数
ある。1980年代後半からテコンドーの歴史に対する認識が高まり、学者たちによって全般
的な歴史研究が行われるようになった。しかし、テコンドーの創立者たちの不在と史料の
損失·欠如により詳細な研究が難航を重ねている。本節では、テコンドー基幹道場が創立
された当時の状況と、その後行われたテコンドーの実情に対して初期指導者らのインタビ
ュー記録、新聞、雑誌、本、研究論文などを通じて探り、館の創立とその過程について解
明する。 
１．松武館（当時の唐手道松武館） 
表 7  松武館の沿革 
道場名 唐手道松武館(1945年以後)‐松武館 
創立日及び場所 
1944年3月11日または20日(推定)、開城市子男洞の創立 
8月23日、道場の修練中止 
1947年9月20日、開城市東本洞から新設、1950年朝鮮戦争により中止 
1953年9月20日、ソウル麻浦区阿峴洞から再発足 
1957年4月20日、ソウル西大門区蛤洞から新発足 
創立者及び館長 
創立者：盧秉直 
初代館長：盧秉直、 
2代：李永燮 
3代：宋泰鶴 
4代：姜元植 
5代：ジョン•ジョンウン 
館訓46 礼儀、尊重、克己、謙譲、不断、努力、最雄47、万夫48、文声49、兼全50 
 
表(７)は、創設者(盧秉直)の手紙(図16)、新聞、インタビュー記録などに基づいて作成
した 沿革 である。松武館は1944年3月11日、または20日から開城市子男洞(現北朝鮮)で
創立者盧秉直により始まった。松武館の「松」は十長生51の一つであり、青く力動的な姿
の象徴である。 松武館の名称は、高麗時代の首都であった松都の「松」、日本留学中に
空手の先生であった船越義珍の松濤館から「松」の意味をそれぞれ借りてきた52のである。 
  
                                           
46訳者注：館の教育理念 
47訳者注：もっとも勇敢で勢いのよいさま、日本語では使われていない漢字である。 
48訳者注：多くの武士 
49訳者注：文人としての名声、文名 
50訳者注：多くのことを兼ね備えて完全であること 
51訳者注：長生不死を象徴する10種のもの(太陽•山•水•石•雲•松•不老草•亀•鹿•鶴) 
52姜元植•李京明、『跆拳道現代史』，1999，p.12で盧秉直は館名に関して上のように陳述した。 
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初期道場の名前は、空手道松武館であり、日帝植民地時代の最初に唐手道を指導してい
た。しかし、1944年後半(第二次世界大戦期)は、青·壮年館員の徴用の余波により開館し
てからほぼ5カ月ぶりの8月23日、道場の修練は中止した。後に戦争が終わって韓国の解放
(1945年)以後、1946年5月開城市東興洞から再発足することになった。  
盧秉直による道場創立日に関しては、青濤館の創立者である李元國と異見がある。これ
は韓国最初のテコンドーの基幹道場という名誉によるものだと思われる。道場創立日は李
元國の道場創立における時代的背景、盧秉直に対する李元國の証言を再構成したテコンド
ー新聞(1998年8月刊行、「テコンドー現代史人物典李元國翁」53編) によって両者との葛
藤はより先鋭となった。新聞の刊行後に盧秉直はテコンドー新聞に直接、自筆の紙を送り
李元國の間違っている主張と誤記に対して自分の見解を述べた。 
その内容を見れば、「解放(1945)以後、私(盧秉直)が開城地域に道場を建てるという言
葉を聞いて李元國と彼の弟子(南太熙、孫德成)が一緒に訪問し、祝賀の意味で松武館とい
う名前を付けたという言葉は偽りである。当時彼らが開城に訪問したのは、松武館と青濤
館との交流ために演武するに来たのである。」54と述べている。また、盧秉直が既に1944
年から松武館という道場名を使ったことを証明するため送った自筆史料は以下の表(8)の
とおりである。これは、1944年に盧秉直が松武館の武術指導ため管轄の警察署に提出した
許可願である。図(16)は盧秉直が彼の弟子に送った自筆紙で1944年3月11日松武館道場の
創立について書かれている。 
 
 
  
                                           
53 1998年8月31日，9月7日，9月14日，「テコンドー現代史人物典，創立者李元國翁」で発刊した。 
54 テコンドー新聞，1998年9月7日，2000年8月7日 
團體名 空手道松武館 
場所 開城市子男洞觀德亭 
指導師範 盧秉直 
敎習名 日本空手道 
敎習時間 每日朝6時から2時間 
表8 管轄の警察署に提出した道場の許可願 
図16   盧秉直の親筆手紙(1985年) 
2015年1月5日韓国ハロルド新聞記事 
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韓国で2000年以前のテコンドー本また研究においては松武館の創立日について、主に19
46、1947、1948年にそれぞれ記録されてきたが、2001年以後の研究からは松武館の創立日
について1944年3月20日と書かれている。ごれは盧秉直が創立日について自分の見解を述
べたためと考えられる。 
本研究では1945年から1947年にわたる松武館の開館に対する新聞史料を調査していた最
中、1947年9月松武館新設の新聞記事と上述のように李元國が松武館開館に弟子たちと訪
問し、錬武大会に参加したと推測される1947年10月新聞記事を発見した。記事の内容は以
下のとおりである。 
 
自由新聞1947年09月18日‐開城松武館新設‐ 
「開城(現北朝鮮地域)東本町751に新設中であった松武館という唐手道場は20日からの開
場に先立ち、館員を募集中であるが、師範は松濤館(日本)3段として京成(現ソウル)青濤
館で活動していた盧秉直君が就任する。」 
自由新聞1947年10月24日‐開城唐手道大会‐ 
「唐手道普及のために青濤館、松武館、研武館が共同に28日の午後1時から開城松道中学
校で唐手道練武大会を開催する。当日、青濤館からは館長である李元國君が20余名の選手
を率いて出動し、模範の競技を披露しているだろう。」 
 
図 18  自由新聞1947年10月24日 図 17 自由新聞1947年09月18日  
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上記の二つの新聞記事を通じて三つのことが推定される。 
第一に、今までテコンドー関連研究では松武館の新設日について1946年5月が定説に知
られていた。しかし上記の新聞記事(図17)の内容によると松武館の新設日は、1947年9月2
0日のほうが正しいと考えられる。 
第二に、新聞記事(図17、18)の内容を通じ、李元國が1947年10月、開城に弟子たちと共
に演武大会に参加する前、既に1947年9月には松武館という道場が新設したのが確認され
た。また「開城松武館新設」というヘッドライン(Headline)の「新設」という単語から考
えみると、1947年以前にも松武館という道場の存在が推定できる。したがって、李元國が
1947年10月に松武館を訪問し、道場名を名付けたことは多少無理があると解釈される。 
第三に、記事(図18)の内容には「唐手道練武大会」、「模範競技」という用語が見られる
が、これは弟子らと共に唐手道練武大会に参加した55という李元國の主張と一致している。
なお、当時三つの道場(青濤館、松武館、研武館)が共同で参加した練武大会という 図(1
7)の記録から、李元國が交流演武のために来たという盧秉直の主張も一致する。したがっ
て、図(17,18)の記事で記録されている新設·演武大会日は信憑性があると考えられる。 
現在まで松武館の新設日については1946年が定説になった。以降、2008年テコンドー研
究者許仁旭のみ1947年の開館を主張した。彼は東亜日報1948年11月9日の記事(開城松武館
で一周年創立記念の練武大会を開催)から一周年の創立日が1948年であれば、公式的な創
設は1947年11月である56と根拠を提示した。しかし、上述のように本研究で調査した自由
新聞から見ると、松武館新設日は1947年9月20日として明らかに発見された。 
それでも開館に関する問題点が残っている。松武館の開館は1944年に始まったが、第二
次世界大戦の時に修練生の減少ため8月23日に中断した57。その理由ため、後に新設(再開
館)した日は1947年9月20日である。しかし、韓国のほとんどテコンドー関係資料では1944
年よりは新設した時を松武館の開館として記録している。それは1944年道場を始まった当
時、時代的状況により館員が10人程度58で個人教習ほどの小規模で運営され、宣伝も活発
でなかったため、観点によって開館と再開館日に対する誤解の可能性があると考えられる。 
1947年9月20日の新設にもかかわらず、松武館は1950年6月25日始まった朝鮮戦争により
修練が中止された。後に1953年7月27日休戦後、同年9月20日ソウル(麻浦区阿峴洞)に移転
                                           
55 テコンドー新聞，1998年9月7日 
56 許仁旭，『館を中心にみたテコンドー形成史』，韓国学術情報，2008，p.57. 
57 2014年「ムカスメディア」盧秉直インタビュー映像参考 https://www.youtube.com/watch?v=ddhEzFn6rVA  
58 2014年「ムカスメディア」盧秉直インタビュー映像参考  
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し、修練は再開した。盧秉直の故郷である開城(現在は北朝鮮)に建てられた松武館は戦争
後、未修復地域になり移られたと推定される59。以後1957年「空手道松武館」の名称から
新たに発足60され、1965年、1967年の二回にわたって移転した。 
当時、松武館について盧秉直の弟子であり2代館長を経た李永燮は「松武館は6カ月に一
回、昇給審査がありましたが、主に組手(韓国語で対錬)(一歩、三歩、自由)」と型を中心
に審査を進行しました。自由組手は4級以上の場合にのみ実施され、初級応審者は必ず撃
破をしなければならないほど厳しかったです。これを守らないと、激しい叱責が道場を震
えさせるほどに続きました。61」と述べている。松武館は多くの弟子らを養成したが、初
期5つのテコンドー基幹道場の間には館の勢力がもっとも微弱であった62。 
松武館は韓国において最初に唐手道を教えた道場だと推測され、青濤館、朝鮮研武館と
の練武大会に参加するなど、相互交流があった。松武館は第二次世界大戦、朝鮮戦争など
による2回の中断と新たな新設(開館)、移転という一連の事件にもかかわりず、館を継い
で行ったが、最終的にテコンドー発展のため、道場の統廃合(1978年)に賛成した。初代の
館長であった盧秉直は、アメリカへと移民(1980年代)し、彼の息子であるノ•フィサによ
り「世界テコンドー松武館連盟」の名でアメリカにその命脈を保っている63。 
図19 1944年、最初に松武館の修練が行われた開城市の觀德亭64 
                                           
59 許仁旭，前掲書，p.60. 
60 1957年4月20日東亜日報の記事によると、ソウル(西大門区蛤洞114番地)から館長(李春商)により空手松武館が新た
に発足されるとの記録がある。李春商は松武館の弟子名簿では検索されなかったが、1956年(東亜日報7月25日)、1960
年(京郷新聞11月28日)記事に記載されたソウル市議員の候補者名簿から西大門区体表としての李春商の名を見つけた。
当時、道場の新たな発足過程において経済的に援助を受けたと推測されるが、盧秉直(創立者)との連関については、よ
り詳しい調査が必要だと思える。 
61 姜元植•李京明，『跆拳道現代史』，ボギョン文化社，1999，p.12. 
62 姜元植•李京明，前掲書，p13 
63 松武館のホームページ， http://www.songmookwan.com/index.php/hist-of-smk/smk-today-menu 
64「韓国歴史百科事典」ホームページ，http://www.subkorea.com 
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２．靑濤館（当時の唐手道靑濤館） 
表 9 靑濤館の沿革 
道場名 唐手道靑濤館–靑濤館(1945年以降) 
創立日及び場所 
1944年9月15日ソウル (西大門区玉川町永信學校) 
1946年1月15日ソウル (市侍天敎堂)再開館 
1950年朝鮮戦争により中止 
1953年11月 市侍天敎堂再開館 
創立者及び館長 
創立者：李元國 
初代館長：李元國、２代：孫德成、３代：嚴雲奎 
館訓 誠実、創意、努力 
 
青濤館は1944年9月15日、ソウル(西大門区玉川町)の永信學校(現在廃校)で創立者李元
國により始まった。青濤館は「若い青年の夢と気概を波のような勢いで広がっていく」65
との意味であり、また 青濤館の「濤」は創立者李元國が日本留学中に修練した松濤館の
「濤」を借りてきたとも知られている66。 
初期道場の名は「唐手道青濤館」であり、1994年『月刊中央』の李元國インタビュー記
録によると、日本植民地時期から唐手道を指導していたが、最初道場の館員は5名(日本人
3名、韓国人2名)しかいなかった。当時体育館に来る若者たちは徴兵される恐れがあった
ため、李元國は当時警務局長であった西廣忠雄を訪ねて身元調査の中止を要請した67。194
4年9月に始まった永信學校での唐手道修練に関する史料としては、李元國のインタービュ
ー記録しか残っていない。青濤館の創立日に対して松武館の館長である盧秉直は「解放(1
945年)以前、青濤館とは存在していなかった。68」と主張した。しかし、李元國の弟子で
ある嚴雲奎69は「李元國館長に会ったのは1945年の秋、西大門区霊泉であり、霊泉市場の
裏側を借りて修練した70」と証言し、玄鍾明は「私がテコンドーに入門したのは解放直後、
1946年であり、…(中略)修練場はソウル鍾路の裏側にある侍天敎堂であり、午後5‐6時く
らいに練習をしていました。71」と証言した。嚴雲奎と玄鍾明の証言により1946年代には
                                           
65 テコンドー9代館歴史DB，http://www.taekwondo-history.com 
66 テコンドー新聞，2000年07月31日 
67『月刊中央』，李元國インタビュー記録，1994年，第20巻，12号，p.316 
68 テコンドー新聞，2000年07月31日 
69 青濤館の3代館長 
70 テコンドー9代館歴史DB，http://www.taekwondo-history.com 
71 テコンドー新聞，1996年12月09日 
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永信學校と侍天敎堂で修練が行われたことは確認できるが、彼らが修練を始めた日と李元
國が創立日として主張していた1944年9月15日72とは約1年の差異がある。弟子ら (嚴雲奎、
玄鍾明)の記録上、初期青濤館の館員にもかかわらず、創立日と1年の差異があるため、19
44年当時の青濤館の存在可否に対しては明らかに解明ができない。現在青濤館の創立日は、
1944年9月15日と知られているが、創立当時に修練生らの証言と史料の補完を通してより
詳しい調査が必要だと思われる。 
 
図 20 靑濤館の修練道場 永信學校(1940年代)73 
 
図 21  靑濤館の修練写真 
  
                                           
72『月刊中央』1990年7月8日、『月刊中央』1994年12月号において李元國は、創立日に対して1994年9月15
日と主張した。なお、彼の著書『跆拳道敎範』1968年にも、1944年1月に帰国して永信學校で唐手道を教
えたと記録されている。 
73 東亜日報，1940年5月29日 
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青濤館は解放後、1946年2月からソウルの侍天敎堂(永信學校から移転)で本格的に指導
が行われ、審査及び演武大会も始まった。また、李元國は当時の首都庁長である張澤相と
警察専門学校長であった全鳳德の勧誘により警察専門学校でも唐手道を教えた。これを機
に李元國は弟子らと共に陸軍士官学校、鉄道警察学校、特別警備隊などにも出講74しなが
ら青濤館の勢力を広げていった。 
上述のように解放後に青濤館の開館日は1946年2月として知られてきた。これは創立者 
である李元國のインタビュー記録によってすべてのテコンドー書籍や研究論文で定説とし
て記録された。しかし、本研究では1945年から1947年にわたる青濤館の開館に対する新聞
史料を調査していた最中、1946年新聞史料(中央新聞、自由新聞)によって、曖昧になって
いた開館日(2月)を1946年1月15日に明らかに発見した。記事の内容は以下のとおりである。 
 
  
                                           
74 月刊中央，1994年，第20巻，12号，p.137. 
図22 中央新聞1946年1月12日      自由新聞1946年1月12日 
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中央新聞1946年1月12日の記事 
「唐手道青濤館、15日に開館 
唐を発源地とし、長い歴史を有する唐手道を普及し、国民体力の向上に寄与するために前
中央大学師範にあった李元國君は明治町1丁目9番地に青濤館を今月15日午後4時から開館
する。入門料は30圓であり、受講料は毎月20圓である。青濤館道場は堅志町侍天敎堂內で
ある。」 
自由新聞1946年1月12日の記事 
「唐手道場青濤館、新館員を募集中 
中国から発源した唐手道は立派な武術として広く知られてあり、「無敵」とまで言われる。
今度の師範である李元國君は堅志洞の侍天敎堂に青濤館道場を設置し、館員を募集する。
入館料は30圓であり、毎月の会費は20圓である。」 
上の1月12日新聞記事(中央新聞、自由新聞)を見ると、青濤館の開館と館員募集に関し
て扱っている。唐手道の中国発源、場所、会費に関する内容が両方とも一致しているので、
青濤館に関する記事は信憑性があると思われる。特に中央新聞の記事からは青濤館の開館
日(1月15日)について確認できた。それゆえ現在まで「2月前後」と、曖昧に記録された青
濤館の開館日よりは1月15日のほうが正しいと考えられる。その他にも、当時の入門料、
受講料20圓(現約2万円)と修練時間が午後4時から行われたことが確かめられた。修練時間
の場合は侍天敎堂の礼拝時間を避け、午後から修練が行われたと思われる。 
当時の青濤館館員としては、俞膺濬·孫德成·嚴雲奎·玄鍾明·閔雲植·韓仁淑·丁永擇·姜
瑞宗·白駿基·禹鍾淋·南太熙·高在天·李龍雨·崔圭植·朴海滿などがいるが、彼らの記録は
後ろの審査に関する記事(1947年)から確認できる。 
解放以後、鍾路区(侍天敎堂)に青濤館を移った後、演武大会が開催された。明洞の市公
館(現在の大韓投資金融建物)から開かれた演武大会は、韓国最初の近代的武術大会である。
当時の演武大会は勝敗を判明するより、修練の程度を披露することであった。それゆえ演
武は空手道の技術体系を踏襲した型と拳法が主流となった75。当時、青濤館は松武館と仲
がよかったためお互いにおける演武会の交流が行われた76。1946年には盧秉直が故郷であ
                                           
75 ソ•ソンウォン，『跆拳道傳』，サンア出版社，2012，p.12. 
76 テコンドー９代館歴史DBホームページ， http://www.taekwondo-history.com/9_chongdo_1.php 
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る開城に正式な松武館の看板を掲げることになり、李元國は孫德成、嚴雲奎など青濤館の
弟子たちを導き開城に行って演武会を通して交流した77。 
テコンドー基幹道場は解放の直後、毎年演武大会を開催した。特に青濤館の場合は1年
に2度(春、秋)演武大会が行われた78。これは一般人にも公開され、各道場の実力を披露す
ると共に広報もする機会であったと思われる。このような証言にもかかわらず、今まで青
濤館における開館当時の審査及び演武記録に対する正確な記録は、テコンドー研究者の許
仁旭が述べた1956年7月29日代「14回演武大会79」以外には、明らかに発見されなった。 
しかし、本研究では当時の新聞調査及び写真検索を通じて解放直後(1945年)から行なわ
れた青濤館の審査及び演武大会記事を以下のように見つけた。1946年唐手道第2回審査、1
947年5月19日第3回審査、同年10月30日演武大会、1949年5月14日特別演武大会の新聞記事
の内容は以下のとおりである。 
 
図23 青濤館、第一回唐手試験記念          第三回審査記念写真 
1946年5月26日              1947年5月11日 
自由新聞1946年11月14日の記事 
「青濤館唐手道第2回審査発表 
市内堅志町80番唐手道道場である青濤館では11月10日、第2回館員技術審査を行い、3級3
名、4級4名、5級4名、6級12名、その他17、8級17名と少年部6名を指定した。」 
  
                                           
77 テコンドー新聞，1998年09月07日 
78 テコンドー新聞，1996年12月09日 
79 朝鮮日報，1956年07月30日 
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自由新聞1947年5月19日の記事 
「唐手審査発表 
唐手道青濤館第3回審査発表を次のように行った。初段金燦明、韓仁淑、金相男、俞膺
濬、2級姜瑞宗外1人、3級李龍雨外3人、4級閔雲植外7人、5級不明外7人、6級丁永擇外7人、
7級朴壽褔外4人、8級朴海滿外10人」 
自由新聞1947年10月30日の記事 
「唐手道普及演武大会の開催 
青濤館では唐手道を普及させるため本社後援で翌月11月2日、天道教講堂で唐手道演武
大会を開催することとなった。この唐手道は1400余年前、インドの達磨大師が遠くの中国
に渡って伝授したのに由来したことにある。この武芸が韓国にも入ってきたが、封建弊習
と日本植民地時期の弾圧により発展することができず、解放と同時に李元國が青濤館を設
立し、この武道の発展と普及に力を注いできた。最近、この唐手道に対して全然幼稚な偽
物の武人があるのに対して今回の機会、真の武法を普及させるため大会を開くことにした
ので、一般の多数参観を望んでいる。」 
自由新聞1947年11月04日の記事 
「驚異的記錄、唐手道演武 
青濤館主催と第2回唐手道演武大会は、2日に天道教堂から同館長である李元國君の指導
により盛大に行われた。貫手に4分、松板4枚、手刀煉瓦1枚、蓋瓦10枚、前蹴7分、松の板
4枚を破ることなどに対して驚異的な記錄があり、初段者は次のとおりである。(写真は大
会場)俞膺濬、孫德成、金相男、韓仁淑、金燦明、姜瑞宗」 
東亜日報1949年05月14日の記事 
「特別演武大会の開催 
唐手道青濤館主催の特別演武大家は、15日の午前9時から市公館で開催する。この日に
は一擊一蹴の妙妓と空拳一聲の絶技を披露すると見られ、盛況を予期している。」 
上記の写真と新聞記事(演武大会)を通じて、1945年から1950年(朝鮮戦争前)までの審査
及び演武大会日について確認できた。例えば、図(23)(青濤館記念写真)からは、裏側の壁
に書いてあるプラカードを通して檀紀804279年(西暦では1946年)5月26日、「青濤館、第一
回試験記念」という文字が見られる。これを通じて青濤館における最初の昇段審査の記録
                                           
80 訳者注：韓国において使われている年号。檀紀1年は、紀元前(BC)2333年に当たる。この概念は三國遺
事という高麗時代の歴史書から由来する。 
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が推測できる。 
新聞記事(自由新聞1946年11月14日、1947年05月19日、1947年11月04日)では第2回、3回
昇級審査、第2回演武大会の日付と場所、目的について書いてある。また、上述した青濤
館出身者らの名前も昇級審査名簿(俞膺濬、孫德成、金相男、韓仁淑、金燦明、姜瑞宗、
丁永擇、朴海滿、閔雲植)から確認できる。 
新聞記事では、第1回演武大会に関する記録は見つからなかったが、第2回演武大会が19
47年11月2日に開催されることからしたら、青濤館の開館日である1946年1月15日から1947
年11月2日の間だと推定される。より詳しく推定してみると、李元國は1946年、道場を侍
天教堂に移ってすぐ演武大会を開催し、以後1946年、開城に行って松武館演武試験に参加
したと言及した81。しかし、既に上記の記事を通じて松武館演武大会の日付の誤謬に関し
て解明したとおり、李元國が参加した松武館演武大会は1946年ではなく、1947年10月28日
である。したがって、第1回演武大会の日付も1946年1月15日から1947年10月28日の間だと
推定される。 
現在、記録されている青濤館の開館日と審査及び演武大会に対する記録(下の左側)と本研
究の調査によって追加(下の右側)したのは以下の表(10)でまとめした。 
表 10 青濤館の沿革の整理 
現在記録(単行本、雑誌、論文 ) 修正及び追加すべき内容 (鄭) 
1944年9月15日、青濤館開館  
1946年2月、青濤館再開館(解放以後) 1946年1月15日、青濤館再開館(修正) 
史料なし 1946年5月26日、第1回審査(追加) 
史料なし 1946年 11月 14日、青濤館 2回審査 (追
加) 
史料なし 1947年5月11日、青濤館3回審査(追加) 
1946年、松武館開館(李元國証言) 1947年9月20日、松武館開館(追加) 
1946年、松武館演武大会に参加(李元國証言) 1947年10月28日、松武館演武大会参加(追加) 
史料なし 1947年11月2日、第2回演武大会開催(追加) 
史料なし 1949年5月14日、特別演武大会(追加) 
 第1回演武大会は、 1946年1月 15日から
1947年10月28日の間として推定 
 
  
                                           
81 1998年9月7日，テコンドー新聞 
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以上で、解放以後(1945年)から朝鮮戦争(1950年)以前までの青濤館の創設過程に関して
考察した。青濤館は朝鮮戦争以後、館の創設者である李元國の不在、戦争による館員たち
の失踪と分散などにより正道館、国武館、清龍館、吾道館などに分離された。 
特に吾道館の場合、当時の軍人であった崔泓熙(チェ•ホンヒ)と軍隊で勤めていた青濤
館出身の館員たち(禹鍾淋、南太熙、白駿基など)とともに、軍隊の中で創立(1954年、江
原道龍垈里)した館である82。指導は青濤館出身者たちにより行われ、主に軍人がその対象
として修練をした。これは後に、ベトナム戦争に派遣されたテコンドー教官団に繋がり、
世界にテコンドーを紹介する役割を果たすこととなった。青濤館は1978年に館の統合によ
り統合されたが、現在もその道場の命脈を保っている。 
３．武德館（当時の運輸部唐手道部） 
表 11 武德館の沿革(館長黄埼の著書による記録に基づいて構成) 
道場名 運輸部友会唐手道部‐武徳館 
創立日及び場所 
1945年11月09日、交通部唐手部の創立(龍山駅鉄道局の建物) 
1947年05月07日、忠南大田に忠南支館の設置(地方最初) 
1947年07月07日、鉄道ソウル事業場に唐手部の設置 
1950年朝鮮戦争により中止 
1951年04月20日、釜山(草梁洞)武徳館中央本館再発足 
創立者及び館長 
創立者：黄埼 
初代館長：黄埼 
2代：李講益 
3代：洪鍾秀 
4代：金寅錫 
武徳館憲章 
修練目標は「活」にある。すなわち保護や攻撃だけで終わるの
ではなく、一歩踏み出したらあらゆるものが「人生」にある。
敵であっても生かさせることにその目的があり、自然原則に立
脚し「活」に目標を達成させるため、武徳館の全て指針を立
て、美と善と速度に中点を置きて科学的な修練に役に立てるよ
うにするのが我々の基本権彰である83。 
 
武徳館は1945年11月09日、ソウル龍山駅の付近の鉄道局建物から創設者黄埼(ファン•
キ)により始まった。当時の武徳館は、「運輸部友会唐手道部」という名称で始まったが、
これは黄埼が当時、鉄道局の職員であり、修練生もまた鉄道局の職員であったからだと思
われる。 
                                           
82 テコンドータイムズ，2010年4月7日，「 南太熙元老のインタビュー記録」 
83 黃琦，『手搏導(唐手)大鑑』，ハンウリ，1970年，p.8. 
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武徳館は後にソウル駅に中央道場を置き、鉄道を通じて地方まで勢力を広げていった。
各地方にある電車駅の倉庫には、ほとんど道場が開設するほど盛んだった84。教会礼拝堂
または講堂を借りて修練するができた他の道場とは異なり、武徳館は鉄道駅の倉庫で修練
したため、時間と空間の制約が少なかった。また、鉄道職員である師範たちの地方への発
令を通して全国的な勢力拡大ができたと思われる。実際に武徳館は5つのテコンドー基幹
道場の中で最初にソウル以外の忠南大田地域(地方)にも支館を設置する。 
館長である黄埼の著書『手搏道(唐手)大鑑(1970)』85では武徳館の主要業績、演武会及
びデモンストレーション(示範)会、審査に関して写真と一緒に詳しく記録していた。青濤
館と松武館の沿革は新聞史料を通じてのみ確かめられたが、この本では、1949年7月交通
学校の講堂をはじめ、1950年国防部広場、1953年警察専門学校の講堂、1955年韓•中親善
国際唐手道大会など1967年まで総31回の演武大会及びデモンストレーション(示範)会につ
いて記録されている。特に武徳館は国内もさることながら、国外の武術交流にも関心を持
っていた。1955年10月に開かれた唐手道大会では武徳館の選手24名と中国国術団の13名の
選手が参加86して試合が行われた。この大会は基幹道場の中で最初に行われた韓中唐手道
交流として意味があると考えられる。 
1953年、黄埼は「大韓唐手道協会」を創立し、以後1955年5月ソウル駅付近に武徳館中
央本館を移転した。武徳館は朝鮮戦争後、さらに勢力を広げ、1955年当時には全国に9つ
の支館が開館されるに至った。黄埼の著書『手搏道(唐手)大鑑』の1950年代武徳館9つ支
館に関する記録(①ソウル②京畿③江原④慶北⑤慶南⑥全北⑦忠北⑧忠南⑨釜山)と当時の
鉄道路線を統合してみた結果、武徳館の勢力が鉄道駅を中心とし、全国的に広がっていた
ことが分かる。 9つ支館と鉄道路線を比較し、まとめしたのは次の図(24)のとおりである。 
                                           
84 テコンドー新聞，1996年12月16日 
85 黃琦，『手搏導(唐手)大鑑』，ハンウリ，1970年 
86 東亜日報，1955年10月28日，京郷新聞，1955年10月28日，30日に記録されている。 
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図 24  武徳館の勢力分布図(筆者(鄭)の構成) 
 
武徳館の館長である黄埼は、1960年6月に単独で社団法人として「大韓手搏道会」を登
録した。1961年、政府の布告令である武術類似団体統合に同参せず、そのため韓国で一番
大きい体育試合である「全国体育大会」に参加することができなくなった。さらに段證の
認証も不可能となり87、協会の館(道場)統合に賛成する弟子ら(李講益、洪鍾秀、金寅錫)
との対立が始まって決別することになる。後に武徳館は黃琦の「大韓手搏導会」と黃琦に
反対する弟子らの「テコンドー武徳館」へと分立され、現在に至るまでその道場の命脈を
保っている。  
                                           
87 テコンドー9代館歴史DB，http://www.taekwondo-history.com 
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４．智道館（当時の朝鮮研武館拳法部） 
表 12 智道館の沿革 
道場名 朝鮮研武館拳法部–智道館(朝鮮戦争中変化) 
創立日及び場所 
1946年03月03日朝鮮研武館開館 1950年朝鮮戦争により中止 
1954年12月21日空手道場(智道館)再開舘(大韓体育館) 
創立者及び館長 
創立者： 田祥燮  
初代館長： 田祥燮、2代：尹曦炳 3代：李鍾祐 
館訓 1.爲己、2.館爲、3.國爲 
 
「智道館」は1946年3月3日に「朝鮮研武館拳法部」の名称で創立者である田祥燮により
始まった。「朝鮮研武館拳法部」は上記(p35)から紹介したように、1931年李景錫により
建てられた柔道専門道場（朝鮮研武館）内で創立された。当時拳法部は朝鮮研武館の協力
によって柔道畳1/3を取り出し、そこで修練がおこなわれた88。朝鮮研武館の柔道道場の使
用ができた理由は、東亜日報1940年7月9日記事から推測できる。この記事では朝鮮研武館
の柔道昇段審査の内容で「1級田祥燮」の名前が見える。1940年代に朝鮮研武館から柔道
を習った田祥燮は当時の館長であった李景錫に了解をえて「拳法部」を創立したと考えら
れる。創立者である田祥燮は日本留学中、東洋拓殖大学で空手を学んだ89と知られている。
その詳細についてはまだ明らかになっていないが、彼が1940年7月韓国で柔道昇級審査を
受けたことを見ると、1930年代もしくは1940年7月以降に日本に行き唐手を学んだと推測
される。 
現在「朝鮮研武館拳法部」の記録は、主に田祥燮の弟子である李鍾佑と弟(田逸燮)の証
言を基層している。解放直後(1946年)、「朝鮮研武館拳法部」から修練した田逸燮は「当
時の修練生は17歳から20歳前半の生徒たちが多かった。武道を強調したため乱取り(自由
稽古)競技より組手(対錬)と型を中心に修練した。また修練生の館番は入館日と段を考慮
して決めた。」と述べた90。次にある図(25)は、当時「朝鮮研武館拳法部」の名簿として
名前と館番が見られる。 
                                           
88 ムカスメディア， 李鍾祐インタビュー(https://www.mookas.com/media_view.asp?news_no=11152) 
89 イ·ホソン，『韓国武術米大陸征服する』，韓国学術情報，2007、ｐ.68. 
90 テコンドー新聞，1997年6月23日 
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李鍾佑は「朝鮮研武館拳法部」創立日である3月3日より20日遅い23日に入館し、当時の
状況について正確に証言している。彼のインタビュー記録91によると、「朝鮮研武館拳法
部」では中国式拳法と主に正拳突きを中心に練習し、板や瓦を割る撃破(拳や足で木、瓦
を砕く)の練習もした。しかし、撃破の練習はお金の必要ため、型と自由組手(対錬)中心
の修練をしたと述べた。また李鍾佑は、拳法部では練武大会が多く行われたと述べたが、
これは当時の新聞記事を通しても確認できた。新聞記事を通して収集された重要沿革(朝
鮮研武館の審査、練武大会、訓練)については以下の表(13)にまとめした。 
表 13 朝鮮研武館(現、智道館) 
日付(新聞) 朝鮮研武館の審査、練武大会、訓練 
1946年7月23日 唐手進級者發表 第１回審査(1946年7月20-22日) 
1947年6月22日 
東亜、自由新聞 
研武舘第31回柔道昇段審査及び第２回唐手演武大会 
1947年7月30日 
東亜、自由新聞 
研武舘唐手冒暑修練(7月30日-8月8日) 
1947年11月6日 
自由新聞 
第32回柔道昇段審査及び第3回唐手演武大会(11月9日) 
1948年1月31日 
京鄕、自由新聞 
研武舘柔道及び拳法研武館冒寒練習(1月29日-2月7日) 
1948年6月13日 
京鄕、自由新聞 
第33回硏武舘昇段進級及び第4回拳法演武大会 (6月20日) 
1948年7月21日 
自由新聞 
研武舘夏期練習(7月21-30) 
1949年11月9日 
自由新聞 
第八回拳法演武大会(1949年11月13日) 
                                           
91 ムカスメディア， 李鍾祐インタビュー(www.mookas.com www.mookas.com/media_view.asp?news_no=11
152 
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1950年1月20日 
東亜日報 
研武館冒寒練習(1月23－2月4日) 
1950年4月4日 
東亜日報 
研武舘拳法部師範 尹曦炳氏就任 
1954年12月21日 
東亜日報 
空手道場再開舘(場所：大韓体育館)12月21日 
1955年12月16日 
東亜日報 
空手道進級昇段審査(場所：大韓体育館)12月18日 
 
表(13)の記事では「審査、演武大会審査、季節修練など」の記録が多数見られるが、特
に当時「朝鮮研武館拳法部」が柔道部と一緒に季節修練及び審査、演武大会を行なったこ
とが目立つ。また、1950年4月4日記事では、朝鮮研武館の師範であった尹曦炳の就任記録
も見られる。創立者である田祥燮館長と親交があった尹曦炳師範は1949年から専任師範と
して赴任後、一カ月間修練生たちに沖縄で普及していた棒術を指導した92。 
1950年6月25日朝鮮戦争が始まり、戦争中に「朝鮮研武館拳法部」は釜山に避難した。
その時、創立者であった田祥燮は行方不明になり北朝鮮に拉致され死んだ93と言う説があ
った。今回新聞調査(自由新聞1952年2月4日)によって田祥燮と言う名前が「国軍捕虜のリ
スト」で発見された。これを通して田祥燮は朝鮮戦争中に北朝鮮に拉致されたと考えられ
る。 
「朝鮮研武館拳法部」は創立者田祥燮の行方不明により、解放以降、館名を改称する際
に「朝鮮研武館拳法部」の代わりに「韓国体育館」という名を経て最終的に「智道館」と
いう名に変わった94。「智道館」と言う館名は東亜日報1955年12月16日「空手道進級昇段
審査」の記事から発見されたため、それ以前(1955年前) に名称を変更したと推定される。 
「朝鮮研武館拳法部」を受け継いだ「智道館」は賢明な道を意味する。智道館はテコン
ドー練習で最初に直接打撃を適用して1960年代にテコンドー競技化の先頭に立った。後に
1978年行なわれた「館統廃合」に賛成して名称は使用されないようになったが、現在でも
その道場の命脈を保っている。 
  
                                           
92李敎潤，『グローバルテコンドー』増補版，ジョウン，2008，p.42. 
93姜元植·李京明，『テコンドー現代史』，ボギョン文化社，1999，p.5. 
94姜元植·李京明，『テコンドー現代史』，ボギョン文化社，1999，p.5. 
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５．彰武館（当時のYMCA拳法部） 
表 14 彰武館の沿革 
道場名 (中央基督敎靑年会·YMCA)拳法部-彰武館 
創立日及び場所 
1946年9月1日創立推定95(場所:中央基督敎靑年會館) 
1950年朝鮮戦争により中止 
1953年10月5日彰武館開館(名称変更) 
創立者及び館長 
創立者：尹炳仁 
初代館長：尹炳仁、彰武館1代：李南石、2代：金順培 
館訓 忠孝、誠実、堪忍 
 
彰武館は1946年、ソウル鍾路付近の「中央基督教青年会館」で創立者である尹炳仁によ
って始まった。 彰武館(当時YMCA拳法部)は上記(p35)から紹介されたYMCA(1903年に創立)
建物内で「YMCA拳法部」として創立された。最初は「中央基督敎靑年會拳法部あるいはYM
CA拳法部」という名称で始まり、1950年韓国戦争後、「彰武館」という名称に変わった。
「YMCA拳法部」の創立日は1946年9月と推測されているが、まだ明らかになっていない。
「YMCA拳法部」一期の館員であった朴哲煕のインタビューの記録によると「1945年韓国の
大学体育試合(延高戰96)に行った時、尹炳仁先生(YMCA拳法部創立者)の演武を見て心が惹
かれた。その後、拳法部の一期生慕集の広告を見て入館した97」と述べている。当時延高
戰は1946年12月21日に開催したため、朴哲煕が一期生として入館したYMCA拳法部の開館日
は翌年1947年と推定される。現在まで彰武館の審査及び練武大会に関する記録は1950年の
「冒寒修練及び第6回拳法審査会」、「練武大会(4月)」、「第3回拳法練武大会(6月24日)
 」として主に1950年以降の記録が発見98された。1950年前の沿革を調べるため、新聞記事
とインターネットを調査した結果、計4件の新た追加史料（記事2件、写真2件）が発見さ
れた。追加史料と共にまとめた演武及び審査の沿革は次の表(15)のとおりである。 
  
                                           
95カン·シチョル，「写真で見るテコンドー」，自然と人，2002，ｐ.36. 
96韓国の延世大学と高麗大学の体育大会として、当時、1945年12月21日に2日間に開催された。 
97テコンドー新聞，1996年12月16日 
98 許仁旭，前掲書，p.96. 
５８ 
表 15 彰武館の演武及び審査の沿革 
1949年5月28日(追加) 
第1回拳法演武大会 
1948年 YMCA拳法部第1回審査(追加史料) 
1948年11月03日 第3回拳法定期審査会 (追加史料) 
1950年1月30日-2月10日 
拳法冒寒練習及び第6審査会 
1950年2月20日靑年会体育部員募集 
1950年4月24日 
政治大学拳法演武大会 
第2回拳法演武大会 
1950年6月23日 
靑年会体育部拳法演武会 
第3回拳法演武大会 
1955年7月8日空手道演武大会 
1956年1月3日空手道冒寒修練 
唐手道大会 1963年10月31日(東亜) 
1963年11月5日(京郷) 
 
上記の表(15)のように、「YMCA拳法部」では他の道場(館)などと同じく演武大会、審査、
季節修練が行われたことが分かる。独特なのは、1950年代前まで演武大会及び審査の記録
では「拳法」という名称が使用されていたが、1950年代以降に「拳法」よりは「空手道」
の用語が使用されたことを確認できる。その理由は創立者尹炳仁が指導した1950年前まで
は修練内容について主に拳法を指導したためだと考えられる。弟子である朴哲煕は「当時
館長の修練は拳法中心で修練生の体格と特徴に合わせて教えた。したがって、同門であっ
てもお互いにできない技術(型)を兼ね備えていた」99と述べた。1950年6月24日演武大会の
記録で朴哲煕は刀、朴基台は捧拳の演武を行ったのが見られる。翌日1950年6月25日に韓
国戦争が発生し、その時館長である尹炳仁は北朝鮮に行った後連絡が途絶えた100。戦争が
終わった後、弟子達は館長(尹炳仁)の行方不明により修練が困難になった。そこで弟子達
はYMCAの建物から移転し、後に1950年10月5日に「彰武館」を開館した。しかし彰武館の
改名について反対した一部の弟子達は、講徳院という別館を開設して分立した。彰武館も
1978年行なわれた「館統廃合」に賛成し、名称は使用されないようになったが、現在でも
その道場の命脈を保っている。 
                                           
99 テコンドー新聞，1996年12月2日 
100 尹炳仁の弟子(キム·ビョンス) の記録，http://www.kimsookarate.com/intro/yoon.html 
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第三節 日本空手道との関係 
表 16 テコンドー指導者たちの武術経路101 
名前 
(道場名) 
武術修行時節 武術修行種目 師 
盧秉直 
(松武館) 
日本大学、留学中 
1936年 
空手 
(松濤館) 
船越義珍 
李元國 
(靑濤館) 
中央大学、留学中 
1926年 
空手 
(松濤館) 
船越義珍 
黄琦 
(武德館) 
満州吉林 
1935年 
拳法 楊麴震 
田祥燮 
(智道館) 
拓大学 
留学中(推定) 
柔道、空手 
遠山寬賢 
   &(推定) 
宮城長順 
尹曦炳 
(智道館) 
中央大学 空手(修道舘) 遠山寬賢 
尹炳仁 
(彰武館) 
日本大学、留学 
(1939年) 
中国満州(奉天) 
拳法、空手(修道舘) 遠山寬賢 
 
第一節で上述のとおり5つのテコンドー基幹道場は、1940年代韓国で最初に創立された
道場である。道場の創立者たちは上の表(16)のとおり、盧秉直(松武館)、李元國(靑濤館)、
黄琦(武德館)、田祥燮、尹曦炳(朝鮮研武館、智道館)、尹炳仁(YMCA拳法部)の6人であっ
た。彼らが1944年から教えた武術は唐手道あるいは空手道、拳法であった。各自の道場で
使われる武術を示す用語も異なり、修練の方法にも違いがあった。それでは、創立者らの
武芸経歴はどうであろうか。彼らはどこでいかなる目的で武術を学んで、韓国で道場を始
めた背景は何だったのかに関して考察した。 
1．船越義珍による初期テコンドー指導者たちへの影響 
（１）盧秉直、李元國の武術修練の背景と指導内容  
1940年代に日本留学から戻ってきた盧秉直と李元國はそれぞれ開城とソウル
で武術を教え始めた。上述のとおり、創立日に関して確かめるべき疑問点は残
されているが、彼らは韓国における最初のテコンドー道場 (基幹道場 )を創立し、
                                           
101 道場創立者らの武術修練においての経路を追跡した結果、5名の内4名が直接的または間接的に日本で
の留学中に空手を習っていた事が確認できた。上の表(16)は彼らの武術修練の時期、場所、師匠について
まとめたことである。 
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初めて韓国にテコンドー (当時の唐手道 )を普及した人らである。独特なのは、
彼らはテコンドーを普及したが、日本留学中には空手道を修練したことである。
李元國は1926年中央大学に留学している時、盧秉直は1936年日本大学に留学し
ている時、日本空手家船越義珍の松濤館で空手道を修練し、当時最高段である
空手道4段の資格をとった 102。 
そでれは、テコンドー指導者の二人 (盧秉直と李元國)が空手道を修練するこ
とになった背景は何であっただろうか。 
1919年 7月 3日、韓国 (開城市 )で生まれた盧秉直は幼いころ入学が 1年遅くな
るほど、病弱であった。盧秉直は地方寺院(localtemple)で伝統武術(テッキョン、
手搏だと推定される )をしているのを見て強く感銘を受けた。彼の熱情は訓練
へと繋がり、それによって彼は健康な体になった。その後 1936年 4月、日本留
学の最中に船越義珍の空手に強い魅力を感じ、日本「松濤館」で修練を始めて
休みごとに韓国に戻ってきて友や隣にも空手を教えた 103。盧秉直は 7年ほど船越
義珍師範に直接空手を教えてもらい、当時松濤館における最高の資格である 4
段をとった。当時、盧秉直は運動に素質があって船越義珍師範によく褒められ
ていたという。以後、 1943年に「学徒動員令」が出された状況において盧秉直
は帰国を決心し、学業と松濤館での修練を中止し、韓国に帰国することになる。
当時修練をやめるとき、船越義珍師範と挨拶を交わした 104。 1944年故郷である
開城に戻ってきてからは手と足の技術を研究し始めた。技術には、彼が幼い頃
から修練してきたものなどが結合された 105。以後、開城で1944年3月に道場を開
館することになるが、これが「松武館」というテコンドーの基幹道場になった。  
初期テコンドー指導者のもう一人李元國は 1907年韓国(忠青北道永同 )で鉱山
を営んでいた裕福な家で生まれ、永同小学校を卒業した後、日本に行った。日
本で早稲田中学·高等学校を経て日本中央大学の法学部を卒業した。しかし、
当時彼は法学の勉強よりは体育に興味を持っていたため、中央大学の拳闘部で
拳闘をやった。拳闘の練習中に鼻に怪我をすることになり手術したが、これを
                                           
102 2014年「ムカスメディア」，盧秉直のインタビュー映像参考、『月刊中央』，1994年12月号(李元國の
インタビュー記録) ，p.318. 
103 松武館ホームページ(http://wwww.songmookwan.com/) 
104 2014年ムカスメディアの盧秉直インタビュー映像を筆者がまとめたものである。 
105 松武館ホームページ(http://wwww.songmookwan.com/) 
６１ 
きっかけに他の運動を探している最中、空手の修練生を見る機会があった。修
練生たちの節制ある姿勢と力のある手と足の技術に魅了された。こうして空手
を教えてもらうことになり、初めて訪ねたのは松濤館であった 106。ここで盧秉
直と共に船越義珍の下で 5年間修練し 4段をとった。彼は空手を修練しながら空
手を韓国に普及させることを決心した。そのため修練の途中、空手の根源を見
 上述のとおり盧秉直と李元國はそれぞれ韓国と中国で他の武術も修練してき
たと知られている。しかし、船越義珍先生に 5年から7年ほど空手道を教えても
らったため、全般的に見るともっとも大き影響を受けたと思われる。 
李元國の著書『テコンドー教範』の中で、彼は韓国にテコンドーを普及した
目的に関して次のように述べている。「船越義珍先生から長く指導してもらう
間、沖縄の実情と比べて武器がない韓国こそ、赤手空拳であるこの武道が必要
であることを悟った。したがって、解放前年である 1944年 1月、韓国にもどっ
て「永信學校」の講堂で韓国最初に「唐手道青濤館」という看板を掲げ、韓国
テコンドーの普及に投身した107。」 
李元國は船越義珍師範から長い間空手の指導を受けた。この最中、 16世紀の
禁武政策により武器の所持が禁じられてから発展した沖縄の素手武芸である空
手の背景に強く興味を持つことになった。 1940年の当時、韓国もまた沖縄と同
じように日本から武器の所持及び武術の修練が禁じられたのにその理由がある。
したがって、李元國は韓国におけるこの武道の必要性を悟り、 1944年に帰国し
た。 1944年 9月 15日、韓国最初の唐手道道場を創立し、この時から韓国テコン
ドーを普及し始めた。このような背景があり、李元國を始祖だと呼んでいるが、
自分のことを低くしてテコンドー始主として紹介している。 
上述のとおり盧秉直と李元國はそれぞれ韓国と中国で他の武術も修練してき
たと知られている。しかし、彼らは船越義珍先生から 5年 -7年ほど空手道を教
えてもらったため、全般的に見るともっとも大き影響を受けたと考えられる。
盧秉直と李元國の船越義珍先生からの影響を推測するため、当時 (1940年代)の
指導内容について調査した。 
盧秉直は小さいの割に強い印象を持っていてカリスマも強かった。しかし修
                                           
106 盧秉直は、李元國が松濤館に入ってきたのが自分より後だったと証言した。 
107 李元國，『テコンドー教範』，ジンスダン，1968，p.40. 
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練が大変厳しかったため弟子たちに好まれていなかった。彼は修練の 1時間前
にバーベルで準備運動をした。その次に右·左手を交代で巻藁に正拳、スドチ
ギ 108の順で鍛練したが、彼の強い力に修練生が驚くほどであった。また、修練
生たちに必ず 100回以上巻藁を打つように指示した。これが終わってから本格
的な指導は始まった。 4級以上の修練生は実戦組手をさせ、直接指導をしたが、
若者も疲れてしまうほど酷く指導した 109。  組手 (韓国語で対錬 )(空手で，攻防
の型を実際に相手と対して行うこと )は1：1組手 、1：2組手、 1：3組手が行わ
れた 110。 
松武館での盧秉直の指導方法は身体鍛練を重視し、組手もまた重視したと思
われる。彼の修練方法に関して史料はまだ残されていないため、当時行われた
審査の種目を通じて松武館の指導課程に関して考察した。以下の表 (17)は、  
盧秉直 (館長)が 2001年テコンドー研究者 (李京明 )に送ったファクス史料 111を参
考し、審査の種目を再構成した表である。 
表 17 松武館の審査種目 
松武館の審査種目(1944年7月25日 第一回昇級審査) 
昇級審査 型（韓国ではプムセ） 組手(韓国語で対錬) その他 
8級-7級 大極初段-三段 三歩組手  
6級-5級 平安初段-三段 三歩組手  
4級-1級 平安四段・五段 三歩組手、単歩組手  
昇段審査  
初段 
平安五段、鉄騎初段、 
鎭手の中で二つ指定 
自由組手2回 護身法、撃破 
二段 
鉄騎二段、抜塞小、 
半月、公相君小、鎭手、 
十手の中で一つ 
自由組手2回 
1:2組手1回、 
短刀組手1回 
護身法、撃破 
                                           
108 訳者注：手刀で強く打つ攻撃 
109 姜元植·李京明，『テコンドー現代史』，ボギョン文化社，1999，p.12. 
110 柳浩坪，「韓国テコンドー審査制度変遷の歴史的考察」，2002，p.55. 
111 柳浩坪，「韓国テコンドー審査制度変遷の歴史的考察」，圓光大学大学院，博士論文，2002，p.53-5
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三段 
 
鉄騎三段、岩鶴、鷺牌、 
抜塞大の中で一つ 
自由組手2回 
1:3組手1回、 
短刀または長刀組手1回 
護身法、 
撃破、論文112 
四段以上 
 
鉄騎三段、公相君大、 
燕飛、五十四歩、慈恩 
自由組手2回 
1:3組手1回、 
短刀または長刀組手1回 
その他の凶器、武器組手 
護身法、 
撃破、論文 
採点の方法 
75-100点合格 
55-70点おすすめで決定 
 
上記の表(17)を通じて型計23本(大極初段‐3段、平安1段‐5段、鉄騎初段、鎭手、抜塞
小•大、半月、公相君小•大、十手、岩鶴、鷺牌、燕飛、五十四歩、慈恩)と組手(対錬)計8
本(三歩組手、単歩組手、自由組手、1:2組手、1:3組手、短刀組手、長刀組手、武器組手)
が審査の種目として使われたことが分かる。また、この審査種目通じて1944年創立以後、
盧秉直が弟子たちに教えてた型についても確認された。 
青濤館の李元國の指導方法に関しては、現在まで書籍、新聞、インタビューなどによっ
ても知られていることはほとんどない。単に、上述のとおり第一節に収録した青濤館に関
する新聞記事と李元國のインタビューを通じて修練は礼拝時間を避けて4時以後、審査は6
カ月に1回ということが分かった。また朝鮮戦争(1950年)の直後、青濤館の館員は200名ほ
どであり、当時李元國館長は1週間に2回ほど修練を見守っていて修練における指導は弟子
(俞膺濬、孫德成)が預かった113。これが現在に知られている史料の全部だと言える。韓国
最初のテコンドー基幹道場と創立者(李元國)の指導内容に関する史料がないことは残念な
ことである。李元國は1944年に指導を始め、1950年朝鮮戦争中まで約5年間青濤館で指導
をした。しかし、戦争中日本に密航した114ことから青濤館とは距離が離れるようになった。
以後、李元國に関する記録は京郷新聞1968年7月9日の記事「我が国テコンドーの始祖李元
國氏教本原稿を持って…」から見られる。新聞記事の内容は次のとおりである。 
  
                                           
112 現代のテコンドーもそうであるが、専門家課程の昇段審査(5段以上)に合格するためには、論文提出
が必須に採択されている。 
113 姜元植·李京明、『テコンドー現代史』、ボギョン文化社、1999、p．4．  
114 戦争中、避難民たちと共に釜山に行ったが、安心ができなくて知人がいる日本に移った(テコンドー新
聞，1998年9月14日) 。 
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京郷新聞 1968年7月9日 
「我が国にテコンドーを最初に紹介、普及した青濤館総裁李元國氏が 8日、
テコンドー教本という本を刊行するため、ひまひま書いた原稿を持ってきた。
1944年日本で「空手」を学んで帰国、西大門区永信學校にて弟子 100人に教え
はじめ、テコンドーの基礎を立てた。」 
本研究では李元國が教えた指導内容を推測するため、李元國が1968年に刊行した『テコ
ンドー教範』を通じて初期のテコンドーの指導内容に対して考察した。『テコンドー教範』
の構成は以下の表(18)のとおりである。 
表 18 李元國の『テコンドー教範(1968年)』目次 
1編 総論 
テコンドーの意義と
精神 
由来、特徴と価値 礼儀、修練の重要点 
2編 テコンドーの 
組織 
1章：手の使用部位 2章：足の使用部位 3章：その他 
4章：準備姿勢 5章：立ち姿勢 6章：手技 
7章：足技   
3編 基本 1章：手技 2章：足技  
4編 型 1章：型の意義 2章：型の種類 3章：練習の注意 
5編 組手(対錬) 1章：組手の意義 2章：組手の種類  
6編 鍛練具鍛練法 1章：鍛練具 2章：鍛練法  
7編 人体の急所 1章：人体前面急所 2章：人体後面急所  
付録 大韓テコンドー協会制定型 
 
李元國の指導内容を考察するため、『テコンドー教範』の中で4編(型)、2章(型の種類)
に対して分析した。 李元國は型の種類に対して「テコンドーの型を各流派別に分けると
種類が果てしなく多い。まるで柔道と剣道が多数の流派に分けられたことと同じである。
それぞれ道場の館長の名を付けていかなる流と派としている。それでテコンドーだけでな
く、技術を鍛練するには、指導者らによって解釈がそれぞれ異なり、技術も多様である。
テコンドーを型に分けると鉄騎、十手、慈恩、半月、平安、抜塞、燕飛、岩鶴、観空など
だ115」と記述している。組手(対錬)の場合、約束組手(三歩、一歩)、自由組手、応用組手
(座組手、短刀組手、長刀組手、護身法、落法(受身)に区分している。 
  
                                           
115 李元國，『テコンドー教範』，進修堂，1968，p.148-149．  
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（２）船越義珍の影響 
上述のように上記に関係史料を通して盧秉直、李元國の指導内容について考
察した。特に盧秉直は審査の種目、李元國は『テコンドー教範』(1968年)での
型と組手(対錬)を中心にまとめた。これに基づき、盧秉直と李元國への日本空
手道の影響、特に日本空手家船越義珍の影響に関して分析する。 
１）技術的な影響 
表 19 盧秉直、船越義珍、李元國の指導型 
盧秉直（型） 船越義珍（型） 李元國（型） 
大極初段・二段・三段 大極初段・二段・三段 大極初段・二段・三段 
平安初段・二段・三段・ 
四段・五段 
平安初段・二段・三段・ 
四段・五段 
平安初段・二段・三段・ 
四段・五段 
抜塞小大 抜塞 抜塞 
鉄騎初段、二段、三段 鉄騎初段、二段、三段 鉄騎初段、二段、三段 
十手 十手 十手 
燕飛 燕飛 燕飛 
岩鶴 岩鶴 岩鶴 
慈恩 慈恩 慈恩 
半月 半月 半月 
 観空 観空 
公相君、鷺牌、鎭手、五十四歩 ナイハンチ  
組手(対錬) 組手 組手(対錬) 
三歩、短歩、自由 3尺(上段、中段、下段) 約束(3歩、1歩)自由 
1:1、1:2、1:3 
短刀、長刀、武器 
短刀、長刀、棒 短刀、長刀、護身法、 
落法(受身) 
 
表(19)は盧秉直、船越義珍、李元國が教えた形の比較である。日本の松濤館で共に修練
した盧秉直と李元國は、表(19)のとおりに船越義珍が指導した太極(初段か三段)、平安
(初段から五段)抜塞(小•大)鉄騎(初段から三段)、燕飛、岩鶴、慈恩、半月などの型を自
分らの道場で使用したと考えられる。特に李元國の場合は、船越義珍の型の種類と大部一
致していろ。しかし盧秉直の場合は、他の流派の型である鷺牌、鎭手(泊手)も審査の種目
に適用したことが見られる。これは盧秉直が日本で7年間空手道の修練をした当時、船越
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義珍の松濤館以外の型も学んだと推測される。 
表(19)を通じて考察すると、船越義珍は組手(韓国語で対錬)を3尺の距離(上段、中段、
下段)に分類している。盧秉直と李元國の場合は、一歩及び三歩組手と表記しているが、
これは単に用語による表現の違いだと思われる。李元國の著書『テコンドー教範』に表記
されている「約束組手」という用語も現在、韓国語では約束キョルギ(一度組手、三度組
手)という用語に変えて修練時に活用されている。表(19)の特徴は自由組手(対錬)にある。
盧秉直の場合、上述のように、弟子たちと直接1:1、1:2、1:3組手(対錬)を指導した。し
かし船越義珍の著書である『空手道教範』(1935年)、『空手入門』(1951)、『琉球拳法唐
手』(1944)、『空手道一路』(2004)では「自由組手」に関する項目と説明は発見されなか
った。 
李元國は自由組手に対して「攻撃と保護の区別なく自由に攻防をする組手であるため、
危険性が高い。したがって、実際に撃つか蹴らず、体の一寸(約3.03㎝)先で拳や足を止め
なければならない116。」と記録している。李元國は空手道の寸止め(直接打撃せず、打撃点
のすぐ先で止める)法式で指導を行ったと思われる。 
２）制度的な影響 
盧秉直と李元國は、船越義珍に指導を受けながら技術的な面以外に、制度的面(道場の
名称、段級制度)、 武道哲学でも影響を受けたと考えられる。 
船越義珍の空手道場の名称である松濤館は、彼が詩文で使っていた雅号の松濤を使った
のである117。二人のテコンドー指導者たちの道場名称からしても盧秉直は松武館、李元國
は青濤館で最初の文字である「松」と二つ目である文字「濤」が同じことが分かる。上述
のように盧秉直は、自分が松濤館の松を借用したと述べており、李元國は記述した記録は
ないが、自分が修練した松濤館の名称の影響を受けたと考えられる。次の図(26)は、1956
年の青濤館段証として当時に使われていた「青濤館」という漢字が確認できる。また「跆
拳」と「唐手」という用語も共に見られる。1955年「跆拳道(テコンドー)」という用語が
「韓国名称制定委員会118」から制定されることになり、２代館長であった孫德成が、李元
國が創立時から使った「唐手」という用語と「跆拳」という用語を継承して一緒に使うこ
とになったと思われる。 
                                           
116
 李元國，『テコンドー教範』，進修堂，1968，p.293． 
117 船越義珍，空手道一路，2004，p.174． 
118 1955年4月11日に韓国の政府官僚とテコンドー館長らがテコンドーの名称を決まった会議 
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当時の段級制度は盧秉直の審査願書(8－7級、6－5級、4－1級、1段、2段、3段、4段以
上)を通じて考察できる。このような段級制度がテコンドー基幹道場で適用されたのは、
初期道場の創設者、盧秉直と李元國が日本松濤館で修練した当時に行われた段級制度をそ
のまま韓国の道場に適用し始ねたと考えられる。しかし、柔道の創始者である嘉納治五郎
師範が段制度の適用をすすめた119という記録からみると、万一、船越義珍が嘉納治五郎に
影響を受けたとしたら、現在のテコンドーの段級制度にも嘉納治五郎の影響があると推定
される。実際、初期のテコンドー基幹道場では級、段システムが実施され、このような記
録は上述の新聞の昇段審査に関する記事においても確認できる。 
特に李元國は、審査制度以外にも船越義珍の武道哲学の影響も受けたと思われる。彼は
指導において他のテコンドー基幹道場(松武館、青濤館、武徳館、彰武館、智道館)が型よ
り型中心の修練を強調しながら精神修練を重要視した。李元國の著書『テコンドー教範(1
968)』を見ると、「テコンドーに先手なし」という文章が確かめられるが、これは自ら他
人と戦わず、人を害さないという意味を持っている。船越義珍の著書『琉球拳法(1922)』
においても「空手に先手なし」という文章が確かめられる。これは空手家船越義珍が教訓
として書いた日本松濤館二十訓の一つである。したがって、李元國は自分の師承である船
越義珍に指導を受ける当時、技術的、制度的な面だけではなく、彼の武道哲学の影響も受
けたと考えられる。 
                                           
119 TokisuK，1993，『L’histoireduKarate-Do、Paris:Sem』，キム•ミンホ， (2000) ，「日本武芸の
現代化:松濤館空手の例を通じて」p．282 
図26 1956年の青濤館段証 
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３）『空手道教範』と『テコンドー教範』の比較分析   
李元國の著書『テコンドー教範』では、武道精神以外にも基本姿勢、鍛錬道具(巻藁)、
急所解説から船越義珍の影響が見つけられる。以下の図(27)は、李元國の『テコンドー教
範』と船越義珍の『空手道教範』の中にある基本姿勢、鍛錬道具、急所解説を比較分析し
たものである。 
図(27)から見える『空手道教範』の基本姿勢は左から閉足立、八足立、前屈、騎馬立で、
『テコンドー教範』は左から閉足立、平行立、前屈、騎馬立である。差異点では八足立は
足の方向が八字に向い、平行立は足の方向が11字のようにする。その以外には図(27)のよ
うに類似していることが分かる。 
 
図 27 『空手道教範』と『テコンドー教範』の比較（基本姿勢） 
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図 28 『空手道教範』と『テコンドー教範』の比較（鍛錬道具(１)） 
 
図 29 『空手道教範』と『テコンドー教範』の比較（鍛錬道具(２)） 
(1) 
(2) 
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鍛錬道具は韓国語でも、日本語でも巻藁と表記される。図(28)の鍛錬道具(1)を見ると、
上下の巻藁の形は似ていることが分かる。赤い四角形の表示は、巻藁の長さであり、『空
手道教範』では左から1尺2寸(約33.4㎝)と4尺5寸(136㎝)である。『テコンドー教範』に
おける巻藁の長さは左から約30㎝と約130㎝であり、『空手道教範』と『テコンドー教範』
両方の巻藁の形と長さが類似していることが分かる。 
図(29)の鍛錬道具(2)では、『空手道教範』と『テコンドー教範』の巻藁に関する解説
の比較である。より円滑な理解をはかるため、四角形に表示した部分の内容を拡大し、右
側にある『テコンドー教範』の解説は韓国語を日本語に訳した。 
『テコンドー教範』(鍛錬道具翻訳) 
「跆拳道において拳や足を鍛錬するには主に巻藁を使用する。型や対錬を練習して
その技術を修練する同時に常に巻藁によって手足を鍛錬することが重要だ。」 
『空手道教範』との差異は対錬(日本語で組手)と重要(大切)の2つ単語で用語の違いがあるだけ
で、両方が大部類似していることが分かる。 
 
図 30 『空手道教範』と『テコンドー教範』の比較（急所解説） 
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図(30)の急所解説においても内容を拡大して隣に表示した。『空手道教範』と『テコン
ドー教範』を比較すると、人体の図と急所の名称が一致していることが分かる。韓国語を
日本語に訳すとい以下のとおりである。 
『テコンドー教範』急所解説翻訳 
「テコンドーを修練する者は、体の急所を知っておくのが非常に求められる。仮に、同じ力を
用いて相手の顔を撃っても急所と急所でない所はその効果において大きい違いがある。」 
急所解説(図30)の場合、図、名称、解説まで『空手道教範』と『テコンドー教範』が一
致していることが分かる。李元國は自分の師承であった船越義珍師範の『空手道教範』を
参考にしたと思われる。両方の刊行年から見ると、『空手道教範』が1935年、『テコンド
ー教範』は1968年で33年の差がある。李元國は1950年朝鮮戦争当時、日本に来て1968年韓
国に帰るまで、続いて日本に滞在していた。したがって、18年間に韓国に行かないで日本
で準備した『テコンドー教範』の原稿は船越義珍の『空手道教範』影響を非常に受けるし
かなかったと思われる。このような理由で、この本の内容もまた1940年代に李元國が韓国
で教えた指導内容を中心に記述したと考えられる。 
 
2．遠山寛賢120による初期テコンドー指導者たちへの影響 
1940年代、五つのテコンドー基幹道場の指導者(創立者)である尹曦炳と尹炳仁は日本留
学中に当時、遠山寛賢の空手道「修道館」で修練した。朝鮮研武館拳法部の創設者である
田祥燮も遠山寛賢あるいは宮城長順から空手道を教えてもらったと推定されているが、ま
だ明らかになった事実や史料はない。尹曦炳(=尹快炳)は日本中央大学で病理学を専攻し、
留学中遠山寛賢に指導を受けた。彼はその後1945年、東京で「韓武館」という空手道道場
を創設するが、それはのちに「全日本空手道連盟」の前身になる。当時、尹快炳が韓武館
の館長であり、金城裕は副館長であった。金城裕は、『月刊空手道(1997年)』の「復刻版
によせて」において、「聯合国軍の管理下にあって、剣道は禁止されていた。その時、防
具を着けて公用の場所での大会というのは、空手史上一大エポックを面するものである。
世界的広がりの芽は共立講堂の試合で、また韓武館が練習の主流を防具の使用に置き換え
                                           
120 遠山寛賢(1888年9月24日-1966年11月)は、沖縄県出身の空手家。全日本空手道連盟(旧)（現在の錬武
会）総本部修道舘舘長、大師範。 
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たことによって、大きく育ったといえる。いまこそ尹館長の功績を高く評価すべきである
121」と述べている。しかし、伊曦炳館長が防具の発案をしてはいないと言った。韓武館の
尹曦炳は当時、空手道の雑誌『スポーツからて(1947年)』を通じて系譜を繋げるに貢献し、
韓武館の館長として空手道が競技化されるにも貢献した。彼が日本で空手家遠宮寛賢の指
導を受け、韓武館の運営を通じて得た経験は1950年帰国後、韓国においても繋がった。彼
は智道館(前朝鮮研武館拳法部)の1代館長となり、智道館は1962年から始まった競技化の
中心になる道場となった。2代館長である李鍾祐も尹快炳と共に韓国テコンドーを競技化、
世界化させるに至大な役割を果たした。これは尹快炳に対する遠山寛賢の指導が直接·間
接的に影響を及ぼした結果だと思われる。 
また、尹炳仁も遠山寛賢の弟子として初期のテコンドー道場であるYMCA拳法部の創立者
である。尹炳仁が空手道ではなく拳法部という名称を使った理由には彼の武術経歴と関連
がある。尹炳仁の武術経歴を以下のようにまとめた。 
尹炳仁(1920‐1983)は中国東北地方(奉天)で生まれ、新京小学校、延邊中学校に通って
いた時期(1927年-1938年)に拳法を修練した。師匠はモンゴル人だと知られているが122、彼
の中国武術の経歴に関する史料はまだ発見されなかった。尹炳仁は1938年日本留学中に、
修道館に入館した。彼の弟子であるキム•ビョンス123によると、尹炳仁が日本大学に在学し
ていた時、修道館の韓国人学生が日本人学生との戦いで負けて尹炳仁に助けを求めた。拳
法を学んだ尹炳仁に負けた日本人学生は遠山寛賢師範にこれを知らせた。しかし、心の広
かった遠山師範は尹炳仁を招待し、彼の拳法を見て高く評価した。その後、遠山寛賢と尹
炳仁の武術交流が行われた。尹炳仁は遠山寛賢に認められ、空手道4段を与えられて補助
師範となった。1945年、韓国が解放されることになり、尹炳仁は韓国に戻ってYMCA拳法部
を創立し、弟子たちに拳法を中心に指導を行いはじめた。修練生たちの記録を見ると、拳
法では短拳、長拳、トゾサン、太祖拳、八騎拳などの型がある124。しかし、尹炳仁は自分
が学んだ中国拳法と修道館空手道を共に指導したと思われる。尹炳仁は1950年朝鮮戦争中
に北朝鮮に行かされた。したがって、尹炳仁が残した著書や記録がないため、尹炳仁の武
術に関する系譜は弟子らの記憶を通じて継承されている。 
  
                                           
121 金成裕，『月刊空手道』，榕樹書林，1997，p.3-4. 
122 尹炳仁弟子の道場ホームページ( http://www.kimsookarate.com) 
123 尹炳仁弟子の道場ホームページ( http://www.kimsookarate.com)  
124 許仁旭，前掲書，p.220. 
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尹快炳と尹炳仁は1940年代の日本で遠山寛賢から指導を受け、二人とも初期テコンドー
基幹道場の館長となった。特に尹快炳は、日本と韓国で空手道またはテコンドーの競技化
に役割を果たすことになる。また、尹快炳と尹炳仁は以下の図(31)のように遠山寛賢の
『空手道大宝鑑(1962)』の「全国空手道範士師範名録」に朝鮮東城道場、東京韓武館師範
として記録されている。これは韓国人が空手道に関する著書の名簿に記録されたのは初め
てであり、遠山寛賢との関係が深かったことを意味していると考えられる。 
 
 
  
図 31 遠山寛賢の弟子であるテコンドー指導者の名穂 
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第四節 修正主義的立場のテコンドーの歴史とその批判的検討 
 
第1章では1940年代、テコンドー基幹道場の創立前後の過程について新聞、著書、関係
者たちのインタビュー記録などを通じて分析し、解明した。第2章では初期テコンドー指
導者たちの武術修練の背景と創立道場の指導内容分析を通じて空手道との連関性に関して
解明した。 
上述のようにテコンドー基幹道場の創立における空手道との関連性は1980年代中頃から
始まった論点である。現在は小康状態にあるが、当時にはテコンドーの歴史性に対する新
たな問題の提起であった。これは1986年楊鎭芳（ヤン・ジンバン）をはじめ、1990年哲学
者金容沃（キム・ヨンオク）の主張と共に注目を集めた。当時はテコンドーが韓国の三国
時代から継がれてきた伝統武芸といういわゆる「伝統主義」歴史観が主な観点であった。 
これに対して、楊鎭芳(1986)の論文では、伝統主義の立場に関して三つに分けて説明し
ている。第一では、唐手流入の否定、第二では、解放以前(1945)までの歴史のみを記述、
第三では、唐手流入は認めるがテッキョンと結合である。楊鎭芳はテッキョンとテコンド
ーの共通点と差異点について解明し、テコンドーが競技を通じてスポーツとして変化した
様子について考察した。 
金容沃は1960年から4年間、青濤館(テコンドー基幹道場の一つ)で修練し、日本留学中
に早稲田付近の友愛合宿で空手道の経験した。自分が学んだテコンドーが日本の空手道と
一致している事実に懐疑を感じるようになる。これに対して、彼の著書『テコンドー哲学
の構成原理(1990)』では「文明は流れる」125という表現で武術に対する見解を記述する。
武術のみならず全て文明は無意識的に流れるため、テコンドーは伝統武術でなく、空手も
また日本の武術ではなく沖縄の武術であると解釈した。中国から起源した武術の形が韓国
または日本に流れてきて、これがまた韓国に流入して競技を通して韓国のテコンドーとし
て形成されたというのが彼の見解である。 
1986年、楊鎭芳のテコンドー歴史に対する主張が先に始まったのもかかわらず、1990年
金容沃の主張が注目を集めることになった。当時は1986年アジア競技大会にテコンドーが
アジア大会の種目として採択され、1988年オリンピックの示範種目に採択された時である。
                                           
125
 金容沃，『テコンドー哲学の構成原理』，トンナム，1990，p.67． 
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テコンドーに対する関心が集まり、これを発展させるため、1988年からテコンドー学会(1
989‐1999)が始まった。1990年8月18日、2回学会セミナーでは日本東京大学(哲学修士)、
ハーバード大学(哲学博士)で勉強した哲学者である金容沃が特別招聘され、演説及び論文
の投稿をすることになった。このような関心を得て彼は学会セミナーの前、取材に来た記
者とインタビューをしたが、彼の意としていたとは異なり、学会前日の新聞126では「テコ
ンドー哲学の構成原理に関する論文発表、我が伝統でない中国太極拳から起源」と刊行さ
れた。その誤解により社会的論争となり、彼の学術発表は取り消されて論文集からも削除
された。 
以後、金容沃と楊鎭芳の歴史に対する解釈が論争のテーマとなり、上述のように伝統主
義、修正主義という用語で表現された。金容沃と楊鎭芳に対する論争の中心はテコンドー
の起源の出発点であったが、彼らの研究の重点はテコンドーの競技における発展であった。
解放以後、空手道の流入により始まったが、韓国化の過程を通じ、韓国のテコンドーにな
ったという主張が空手道流入説という所により隠されたと思われる。しかし、金容沃と楊
鎭芳の研究では空手道の流入説に対して詳しい証拠が提示されてなかった。現在も同様で
あるが、1990年の当時には史料の収集と分析に困難な問題があったと思える。 
したがって、本論文の第2部の1章、2章では1940年時代の背景と空手道との関連性に関
して解明した。3章ではテコンドー歴史の「修正主義」的立場に対する筆者の意見を述べ
たいと思う。 
第一に、第1章ではテコンドー基幹道場の創立過程に関して考察を行なった。1940年代
テコンドー基幹道場の創立以後、当時テコンドーを示す用語は唐手、空手、拳法、花手道、
手搏道、跆手道、跆拳道など多様であった127。それでは、いつからこのような用語が使用
され、テコンドーという用語にはいつ変化したのか。テコンドー用語の変化過程は、空手
道の流入と普及状況、テコンドー用語の始まりを推測できるはずだ。用語分析のため史料
は当時、刊行された東亜日報、京郷新聞、自由日報の新聞記事を参考にた。新聞調査の期
間は韓国武道道場が始まった1920年度からテコンドー道場が統·廃合された1978年の間に
設定した。新聞記事の調査結果は次の表(20、21)の通りである。 
 
                                           
126 朝鮮日報，1990年8月17日記事 
127 楊鎭芳，「解放以後の韓国テコンドーの発展過程とその歴史的意義」，龍仁大学大学院，修士論文，
1986，p.20. 
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表 20 1920年から1978年まで新聞で検索された武術の用語記事(東亜、自由、京郷新聞) 
唐手(46編) 空手道(26編) 跆拳道(28編) 跆手道(13編) 
1946-01-12中央新聞 1937-07-11東亜 1959-03-14東亜 1962-03-01京郷 
1946-01-12自由 1937-08-13東亜 1959-09-08東亜 1962-12-21東亜 
1946-07-23東亜 1954-12-16東亜 1959-11-04東亜 1962-12-29京郷 
1946-10-29東亜 1954-12-21東亜 1961-08-08京郷 1963-03-12東亜 
1946-11-14自由 1955-07-08東亜 1963.05.23東亜 1963-03-13京郷 
1947-05-19自由 1955-08-01東亜 1963-10-16東亜 1963-03-14東亜 
1947-06-22東亜、自由 1955-12-16東亜 1965-02-12東亜 1963-09-18京郷 
1947-07-30東亜、自由 1956-01-03東亜 1965-06-07東亜 1963-10-02東亜 
1947-09-18自由 1956-02-15東亜 1965-09-03東亜 1963-10-08東亜 
1947-10-24自由 1956-10-12京郷 1966-03-14京郷 1963-10-18京郷 
1947-10-30自由 1956-10-12東亜 1966-05-23京郷 1963-11-01東亜 
1947-11-04自由 1957-04-20東亜 1966-06-06東亜 1964-02-29京郷 
1947-11-06自由 1958-02-01京郷 1966-11-01東亜 1965-03-10東亜 
1949-05-14東亜、自由 1959-01-07京郷 1966-12-06東亜  
1950-04-04東亜 1959-01-21京郷 1967-03-09京郷 拳法(10編) 
1950-06-12京郷 1960-12-22東亜 1967-05-27京郷 1948-01-31京郷 
1953-09-17京郷 1961-04-28京郷 1967-09-15京郷 1948-06-13京郷 
1955-10-28東亜 1961-10-19京郷 1968-07-09京郷 1948-07-21自由 
1955-10-31東亜 1962-01-31東亜 1968-09-09京郷 1949-05-26自由 
1955-11-04東亜 1962-01-31東亜 1970-10-16京郷 1949-07-05京郷 
1956-03-28京郷 1963-03-12京郷 1971-10-20東亜 1949-11-09東亜 
1957-09-21東亜 1963-03-12京郷 1972-01-20京郷 1950-02-02東亜 
1957-11-11東亜 1963-03-12京郷 1972-05-05東亜 1950-04-04東亜 
1959-02-25京郷 1963-03-12京郷 1973-05-23東亜 1950-04-23東亜 
1959-03-14東亜 1964-01-06京郷 1976-05-12東亜 1950-06-23東亜 
1959-06-07東亜 1964-11-10京郷 1980-05-28京郷  
1959-09-22東亜  1983-07-18東亜  
1960-01-05東亜  1991-01-29ハンギョレ  
1960-03-05東亜    
1960-10-22京郷 
1961-01-30京郷 
1961-04-28京郷 
1961-05-05京郷 
1961-05-06京郷 
1961-05-07京郷 
1961-05-09京郷 
1961-05-14京郷 
1961-08-24京郷 
1963-01-26京郷 
1963-10-31東亜 
1963-11-05京郷 
1964-01-16東亜 
1964-10-14京郷 
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表 21 1920年から1978年まで新聞で検索された武術の用語記事(東亜、自由、京郷新聞) 
 
新聞記事の調査結果、上の表(20)のとおりに「空手道26編」、「唐手道46編 、「拳法1
0編」、「跆手道13編」、「跆拳道28編」であり総123編の関連記事が見つけられた。上記
の表(20)に基づいて、当時の武術を示したそれぞれの用語記事を年度別にまとめて表(21)
に構成した。 
表(21)を調べると、解放直後である1946年には記事で唐手道と拳法という用語が用いら
れた。朝鮮戦争以後、1954年からは空手道、1962年から跆手道という用語が用いられた。
跆拳道は1959年から使用され、調査期間である1978年以後にも続けて使用された。 
表(21)を背景と共に解釈すると、唐手道、拳法という用語は解放以後、道場の創設と共
に用いられた。特に、拳法は当時拳法を教えたYMCA拳法部と朝鮮研武館拳法部の演武大会、
審査、季節訓練の活動によって用語が検索された。しかし、朝鮮戦争中(1950‐1953)に館
長たち(尹炳仁、田祥燮)が北朝鮮に拉致され、それによって朝鮮戦争後に再開館する時に
館の名称が改称(彰武館、智道館)された。このような理由で、記事においても戦争以後は
拳法の用語が新聞で見つからないと考えられる。 
1953年からはまた唐手道と空手道の用語が記事で検索されるが、これは戦争が終わって
７８ 
道場が再開館された理由である。その後1955年には、「韓国名称制定委員会」によって
「跆拳道(テコンドー)」という用語が制定され、1961年には道場の館長たちが集まり「跆
手道協会」を創立した。したがって、記事においてもこの当時から、跆拳道、跆手道とい
う用語が用いられたことが確かめられる。1965年の末からは空手道、唐手道、跆手道とい
う用語は見つからないが、これは1965年に「大韓跆手道協会」から「大韓跆拳道協会」に
名称が改称により「跆拳道」という名称のみを使うことに合意したと考えられる。 
また表(21)では初期テコンドー道場が始まる(1944年)前の1937年に空手道に関する記事
が確かめられる。1937年7月11日と8月13日東亜日報の空手道に関する記事の内容はを以下
の図(32)のとおりである。 
東亜日報1937年7月11日 
「日本武德會朝鮮地方本部では、拓大空手部を招聘し、京城府民舘で空手道の演武大会を開
催することになった。拓大空手部の富名腰師範以下、部員11名は空手拳術の極意を発揮し、一
般人たちにも紹介したいと思う」 
東亜日報1937年8月13日 
「鍾路中央基督靑年會柔道部では、13日の午後8時班、柔道場において立命館大学の空手道師
範である山口剛玄氏を招聘し、空手道の實際示範を行うが、一般人の参観も大歓迎する」 
 
 
図32 韓国で行なわれた空手演武の記事（東亜日報1937年07月11日、08月13日） 
７９ 
図(32)は、1937年7月11日の記事を拡大したものである。この記事では、拓大空手部の
招聘師範として日本松濤館の館長である船越義珍の改名する前の名前(富名腰)が確認でき
る128。8月13日の記事からは、基督靑年會(YMCA)柔道部の主催で、山口剛玄師範(全日本空
手道剛柔会の創始者)の示範公演が行われることが分かる。 
2件の記事を通じて1937年から韓国では、すでに一般人を対象に日本の空手道が紹介さ
れた。特に、YMCA柔道部の招聘記録から日本空手道部との交流があったのも確かめられた。
このような空手道示範と交流はその後の記事では発見されなかった。しかし1937年空手示
範の記録から推測すれば、韓国解放(1945年)以降、テコンドー基幹道場から武術の指導が
行われていた当時、空手道という武術は新しいものではなかったと思われる。 
上記の新聞分析を通じて1937年から1964年まで韓国で空手道または唐手道という用語が
用いられたことが確かめられた。日本では両方の用語を読むとき発音に相違はない。しか
し、韓国では空手道を「ごんすど」、唐手道を「だんすど」と読んでいるため、発音に確
実な異なりがある。この二つの用語をどのような理由で区別して使ったかは確かめられな
かった。しかし、二つの用語は初期テコンドー基幹道場の創立と共に武術を示す用語とし
て使われ、テコンドー用語の制定にと共に使われなくなった。用語の使用からみると、19
37年から1964年まで韓国のテコンドーは空手·唐手の影響があったことは否定できない事
実だと思われる。 
もとより、新聞記事を通じ、当時の状況を完全に理解し、判断するには無理が生じる。
したがって、当時の史料の補いと共に社会、政治、文化などにおける多様な要素の関連性
と共により深い研究が必要であると思われる。 
上記第三節では船越義珍師範が初期テコンドーの指導者たち(盧炳直と李元國)に及ぼし
た影響(館(道場)の名称、技術的(型)、制度的(段級制度、武道哲学))に関して解明した。
特に、李元國の著書『テコンドー教範』通じて基本動作、型、鍛錬道具などで船越義珍の
空手道から多くの影響を受けたことが確認できた。また、初期テコンドー指導者たちであ
る盧秉直、尹炳仁、尹曦炳も船越義珍と遠山寛賢から直接的に空手道の影響を受けたこと
も確認された。しかし、彼らの指導方法には少しずつ習った空手道と違いがあった。例え
ば中国拳法を教えるかあるいは、型を中心に修練する空手道とは異なり、組手(対錬)中心
に修練が行われることもあった。 
                                           
128 船越義珍の著書(『琉球拳法唐手(1922)』,『空手教範(1935)』)においても著者名が富名腰義珍と書
かれている。 
８０ 
特に尹炳仁の場合、彼の弟子たちに拳法型を多く教えていたと知られている。現在は史
料が存在しないため、弟子たちの記憶だけで伝わってきているが、尹炳仁の弟子である朴
哲煕の『破邪拳法』という著書では尹炳仁から教えてもらった型に関してまとめされてい
る。この著書で拳法型として推定されるのは正拳、太祖拳、太極拳、八騎拳などである。
朴哲煕は、「尹炳仁館長はそもそも無口で、教える時は説明なしに動作の示範をなさると、
そのまま物まねしなければならなかった。また、動作の名称などに対する説明がなくて今
も動作だけで知っているし、具体的な名称はよく知らない129」と言った。尹炳仁の指導内
容を調べるため、朴哲煕の著書である『破邪拳法』で記録している中国拳法を追跡した。
しかし、「八騎拳」という拳法だけ弟子たちの動作写真と試演映像を通じて中国拳法であ
る「八極拳」との関連性が見つけた。以下の図(33)の右側が弟子である洪正杓とキム•ビ
ョンスの「八騎拳」の動作である。左側は『中国武術百科事典(1998)』に載せられている
「八極拳」の図である。図を見くらべると、手と拳の使い方で同じ拳法型の動作であると
推測される。しかし、尹炳仁の弟子らの覚えている名とは違いがあったため、尹炳仁の弟
子らが試演した「八騎拳」は「八極拳」に直すべきだと思われる。以上で本研究では八騎
拳に集中して比較したが、他の名称(正拳、太祖拳、太極拳)の型についても、史料で補足
することによる精細な調査が必要だと思われる。 
 
図 33 智道館て行なわれた「八極拳」と「八騎拳」の比較 
                                           
129 朴哲煕·許仁旭，「四雲堂のテコンドー物語」，2008，p.217. 
８１ 
このように当時は、空手道型だけではなく、中国拳法も行っていたことが分かる。しか
し空手指導において差異点も見つかった。特に、上記に比較した船越義珍の『空手道教範』
と李元國の『テコンドー教範』においても蹴技の所で応用130動作が確かめられた。以下の
図(34)は、筆者が二冊の本にある蹴技動作を集めて構成したものである。李元國が『テコ
ンドー教範』を出版した1968年には、1973年「第一回世界テコンドー選手権大会」が始ま
る前のことで、テコンドーの蹴技の発展初期であった。したがって、李元國の著書にある
蹴技は初期(1940年代)に李元國の指導していた蹴技だと思われる。以下図(34)の上下の蹴
技を比較してみると、前蹴、蹴込、飛蹴、廻蹴のように『空手道教範』と共通している技
術もあるが、二段蹴(前、横)のように追加または同じ蹴技でも応用された飛燕蹴技(体を
回転させながら、両足で相手(2人)を攻撃する131)も確かめられる。また、李元國の『テコ
ンドー教範』においては後蹴、横蹴など多様な蹴技に対して写真と共により詳しい解説が
書かれている。 
 
図34『空手道教範』と『テコンドー教範』の蹴技比較 
                                           
130 李元國は『テコンドー教範』のp.108でテコンドーの応用蹴技について説明している。 
131 李元國，前掲書，p.220. 
８２ 
以上で「修正主義」的立場においてテコンドー道場が始めた1944年から空手道の影響に
ついて考察した。その結果、初期のテコンドー指導者らは、日本の空手近代化に貢献した
代表的な空手師範である船越義珍（1868-1957）と遠山寬賢（1888-1966）から道場の名称
と指導方式（型、級•段システム）について影響を受けたことが確認された。これ以外に
も当時の用語、型、テコンドー指導者らの著書及び弟子たちのインタビュウー記録などに
より空手影響が解明された。しかし、遠山寬賢の弟子であった尹炳仁(YMCA拳法部の館長)
は、中国東北地方(奉天)で生まれ、1938年日本に留学来るまで中国拳法を修練したため、
遠山寬賢の修道館から学ぶ空手以外にも中国拳法すなわち正拳、太祖拳、太極拳、八騎拳、
八極拳などを韓国の道場で教えたことも確認された。また李元國の『跆拳道教範(1968年)』
と船越義珍の『空手道教範(1935年)』を比較でも、基本姿勢、鍛錬道具、型、急所解説に
ついて共通点が判明する一方、蹴技では違いが明らかになった。これによって、当時指導
者ら(尹炳仁、李元國)は空手の影響を受けたとしても、空手の習得過程及び指導過程で、
変容が行われたと思われる。 
  
８３ 
第三部 1960年代における競技ルール制定以後の競技ルールの変遷 ‐テコンド
ー競技確立への道 
第2部では1940年代テコンドー基幹道場の開館から戦争により道場が中断される1950年
の状況にかけて考察した。1953年朝鮮戦争が終わり、テコンドー基幹道場(松武館、青濤
館、武德館、智道館、韓武館)はそれぞれ道場の再開館及び分館が始まり、約40ヶ所に至
る新興道場が生まれ始めた。 
しかし、このような分別のない道場の開設は名称、段證、修練法式において混乱をもた
らし、これを解決するために団体の創立が必須であった。このような必要性により各道場
の館長たちが数回の試みの末にテコンドー団体が創立(1953年)されて名称、道場、審査な
どの統合が行われた。その後、テコンドー団体により「大韓体育会132」の加入が進み、こ
れにより正式的にテコンドー競技(1962年)が始まった。この時からはテコンドーの普及と
発展は以前の型、組手、撃破を通してだけでなく、競技を中心に行われることとなった。
テコンドーは、空手式テコンドーから競技に基づく韓国式テコンドーにその姿を変える。
第三部ではテコンドー競技が始まった背景特に、テコンドー用語と団体の創立に対して考
察し、以後、進行された競技の変遷過程に対して解明する。また、その過程で発生したテ
コンドーの特徴はいかなるものがあるかに対しても述べたいと思う。 
第一章 テコンドー名称の制定と1960年競技における団体の創立 
第一節 テコンドー名称の誕生 
上述のように紹介した表(21、p.77)のように、1950年代にテコンドーを示す用語は唐手
道、空手道、拳法などで統一されていないまま、用語が使われていた。これはテコンドー
基幹道場以外の振興道場の広がりと空手の影響、朝鮮戦争により避難または失踪した館長
の不在の影響でもあると思われる。さて、テコンドーという用語はいつどのように生じた
のであろうか。最初にテコンドーという用語を使ったのは、1950年代当時の軍人であった
崔泓熙(チェ•ホンヒ)により始めた。崔泓熙は同じく軍隊に勤めていた青濤館の弟子たち
(南太熙、禹鍾淋、白駿基)と一緒に軍隊の中で吾道館(1954年)を創設した館長である。当
時、崔泓熙が青濤館の館員たちと共に新しい道場を創立したのは、青濤館の館長であった
李元國が戦争中日本に避難したから可能であったと思われる。 
                                           
132 1920年7月13日に韓国で設立され、学校体育及び社会体育の振興として国民の体力向上を目標している。
韓国のスポーツ競技団体の指導·監督する総括機関である。 
８４ 
軍隊を通して広がった吾道館は急速にその勢力が拡大した。その際中、1954年「1軍司
令部2周年記念式」で当時、大統領であった李承晩の前で唐手道演武示範の機会を得るこ
とができた。当時の演武は青濤館の弟子である南太熙によって、15分ほどの唐手道演武が
行われた。15分の演武が終わったが、李承晩大統領は演武の延長するようを命じた。予定
外の演武でしたので、南太熙は組手(対錬)と煉瓦12枚を正拳で撃破する示範を行った。李
大統領がこれに興味を持ち試演した武術に対して質問した時、一緒に檀上に座っていた崔
泓熙が説明をした。試演が終わり李大統領は当日試演したテッキョンを全軍に普及するよ
う指示した。これに応じた崔泓熙と南太熙はテッキョンと和風が強い唐手道を排除し、他
の武道名を探していた中、字書から「跆」という漢字を見つけ出し、唐手と空手の手より
は重みのある「拳」を組み合わせて133「跆拳道(テコンドー)」と名付けることにした。 
崔泓熙のテコンドー著書『跆拳道敎書(1972)』と『跆拳道(1989)』によると、「跆」は
足を使って走り、蹴り、踏むという意味であり、「拳」はコブシを意味し、「道」は精神
の修養を意味すると説明している。つまり、跆拳道(テコンドー)は、素手と素足を使い、
護身のために走り、蹴り、防ぎ、避ける動作の技術とともに精神の修養を含めた武道であ
る。こうして「テコンドー」という用語が誕生したが、崔泓熙は他の道場より遅く開館し
たため、テコンドー系においてはまだその位置が不安定であった。したがって、崔泓熙は
テコンドー用語の使用対して慎重な態度を取っていたと考えられる。彼の自叙伝『テコン
ドーと私(2000)』の内容においては、「テコンドーという用語を社会的公信力のある発表
なしに使ったら、唐手道、空手という用語を使っている道場から猛反対が起きるに違いな
い」と述べている。 
当時1950年代中盤は第二部の二節でまとめた新聞記事のとおり、テコンドー基幹道場た
ちの演武大会、審査、季節訓練などが活発に行われる時期であった。崔泓熙が陸軍小長134
であって軍隊内においては相当の権力を持っていたが、1940年代から継がれてきたテコン
ドー系に合流するのはやはり非常に困難であった。したがって、崔泓熙が選んだ方法は公
信力を利用することであった。彼は自分の人脈を使い当時の国会副議長(趙瓊奎)及び著名
人と言論人を招聘し、「名称制定委員会」を設立した。会議で崔泓熙は武道の名称が乱立
し、混乱と派閥が生じた実情に対して説明し、自分が創案した「跆拳道」という名称を提
案する。こうして「名称制定委員会」の承認を得した「跆拳道」は1955年4月11日、崔泓
                                           
133 韓国ではテコンドーとうい用語の生成に対して、崔泓熙の個人説、南太熙との合作説がある。筆者は、
2010年4月7日「テコンドータイムズ」の南太熙元老とのインタビュー内容を参考にし、南太熙、崔泓熙と
の合作説に関して述べた。 
134 訳者注：陸軍では、主に師団長を担当する階級、日本陸上自衛隊の「陸將補」に当たる。 
８５ 
熙の努力により正式に誕生した。自分が創設した吾道館と名誉館長に勤めていた青濤館の
看板「空手道青濤館」から「跆拳道青濤館」に変えた。その後、青濤館と吾道館はテコン
ドーという名称を使うことになった。以下の図(35)は、崔泓熙が李承晩大統領からもらっ
たと知られているテコンドー揮毫である。 
 
図35 韓国の李承晩大統領のテコンドー揮毫 
 
第二節 競技における団体の創立 
１．大韓空手道協会の創立(1953年) 
韓国は1950年から1953年まで3年間の朝鮮戦争により当時、約99万人135の死者と約650万
人136の難民がいた。韓国の首都であるソウルが陥落と次々に戦闘での敗北は、韓国の政府
を地理上最後に当たる「釜山」まで後退させた。釜山が臨時首都となり、韓国の大部の人
口が釜山に密集されてテコンドー人たちも釜山に避難した。現在の釜山にも初期5つのテ
コンドー基幹道場が残されているのはこのような背景だと考えられる。 
当時戦争による社会的混乱の中においてもテコンドー館長及び関係者ら(盧秉直、黄埼、
尹曦炳、李南石、李鍾佑、玄鍾明、曺寧柱、金仁和)は協議の末、1953年5月、「大韓空手
道協会」を創立した。協会の創立者らの構成は、大韓成年団長である曺寧柱、松武館館長、
                                           
135 韓国內務部統計局，『大韓民国統計年鑑』，1995，p.212. 
136 韓国国防部，『韓国戦乱1年置』，1951，p.35. 
８６ 
「朝鮮研武館拳法部」の師範、青濤館出身の館員であった。協会創立の主な目的としては
道場の管理と公認段證の発給にあった。しかし、武徳館の館長である黄埼と、青濤館の館
長である孫德成が脱退することになり、完全な統合は成し遂げられなかった137。 
1953年7月、休戦後テコンドー道場はソウルに復帰し、釜山で創立した「大韓空手道協
会」も維持された。「大韓空手道協会」は1954年4月25日138にソウルの侍天教堂で「第1回
昇段審査」を開催した。当時はテコンドー基幹道場の初期館員に対する有段者審査が行わ
れた。これは戦争により青濤館、朝鮮研武館、YMCA拳法部の館長たちが不在だったため、
道場維持のため、弟子たちに最高段である4段を賦与するためであった。有段者の昇段審
査は基幹道場の館長である松武館館長盧炳直と朝鮮研武館師範である尹曦炳が担当した。
当時、武徳館館長であった黄埼は「大韓空手道協会」を脱退し、5つの館の中で単独「大
韓唐手道協会」を組織して活動していたから参加しなかった。それで「大韓空手道協会」
と「大韓唐手道協会」の間に摩擦が生じた。また1959年「大韓唐手道協会」で大韓体育会
に加入しようとした事件があったが、「大韓空手道協会」がこれを反対し、両協会の摩擦
は更に深化した。大韓体育会は韓国の全て競技団体を指導し、毎年全国大会を開催する機
関である。したがって、「大韓唐手道協会」が大韓体育会に加入すると、類似団体である
「大韓空手道協会」は競技団体としての加入が難しくなり、これは勢力の弱化に繋がるた
め反対したと考えられる。京郷新聞1959年1月7日の記事では、当時武徳館と「大韓空手道
協会」との葛藤に関する内容について述べている。 
京郷新聞1959年1月7日 
「空手道団体は大韓体育会に空手道の各道場が多数の派に分けれていて、大韓体育会の加
入に支障があるので団結への調停を求めた。空手道協会は武徳館代表(黄埼)が空手道の団
結に支障に問題だと指摘しながら調停を求めた。」 
上記の記事のように1959年には武徳館と空手道協会との葛藤が解決できないままであっ
た。このような時期、崔泓熙は文教部(現在の教育部)139と「大韓体育会」に影響力を行使
し、館長たちの意見を統合した。崔泓熙は結果として、1959年9月に「大韓跆拳道協会」
の創立を成し遂げた。崔泓熙は協会の名称に1955年彼が創案した「跆拳道(テコンドー)」
という用語を導入させるのに成功した。当時の創立過程において軍人であった崔泓熙の権
力は青濤館、吾道館、松濤館、彰武館(前YMCA拳法部)、智道館(前朝鮮研武館拳法部)、武
                                           
137 姜元植·李京明，『テコンドー現代史』，ボギョン文化社，1999，p.22. 
138 許仁旭，前掲書 ，p.113. 
139 訳者注：日本の「文部科学省」に当たる韓国の行政部署 
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徳館の代表たちを掌握するほど強かったと思われる。 
崔泓熙はテコンドーの用語に反対していた館長らの意見を『テコンドーと私』で「尹曦
炳と盧秉直は空手用語を、黄埼は唐手用語を使用しようとした。しかし、私(崔泓熙)が
我々は解放され、我々の民族の武道を作るという意味で空手を捨てようと提唱しているの
に、解放以後に空手を学んだ人たちが何故、空手にこだわっているんですかと聞くと、誰
も反駁できずに同意した」と述べている。1959年、崔泓熙は「テコンドー協会」の創立と
共に「大韓体育会」に加入申請をするなど積極的な活動をしたが、各道場の館長たちの信
頼を受けられず、名だけの協会となってしまった。このような中、武徳館館長黄埼は、協
会から脱退して「大韓手搏道協会」に独立した。 
黄埼とテコンドー基幹道場の館長たちは、崔泓熙に対する不信があったと思われる。武
徳館館長である黄埼は、図(24(p.53))のように5つの基幹道場の中で全国的にもっとも強
力な勢力を持っていた道場であったため、敢えて「テコンドー協会」に登録する必要はな
かったと思われる。また黄埼を除く4つの基幹道場の館長たち、特に盧秉直と尹曦炳は日
本で船越義珍師範と遠山寛賢師範から直接空手道を教えてもらったので系統がはっきりと
しない崔泓熙が協会を経営しているのに不満を持っていたと思われる。崔泓熙の『テコン
ドーと私』を見ると、中央大学空手部で学んだとされているが、修練経歴に関してはより
詳しい調査が必要であると考えられる。 
以下の図(36、37)は、崔泓熙の自叙伝『テコンドーと私』に収録されている写真である。
図(36)は「大韓跆拳道協会」創立の記念写真であり、図(37)は松濤館空手部と交流した時
の写真である。 
 
  
図 37「大韓跆拳道協会」創立の記念写真 図 36 松濤館空手部の交流写真 
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２．大韓跆手道協会の創立(1961年) 
1961年5月16日、朴正熙(パク・チョンヒ)の主導で軍事政変が行われ、彼はこれを通し
て政権を握った。朴正熙政権が始まり、「国家再建最高会議」では「布告令6号」に基づ
き社会団体の解散及び再登録が命じられた。したがって、当時の団体である「大韓跆拳道
協会」と「大韓手搏道協会(黄埼)」は数回の会議を行った。この会議の結果、跆拳道を主
張する青濤館と空手道を主張する道場間の意見を折衷して「跆拳道」から「跆手道」とい
う名称を改めて「大韓跆手道協会」に統合した。これは1961年9月16日のことで現在の
「大韓跆拳道協会(当時大韓跆手道協会)」の創立日として記録されている140。名称の改正
当時、崔泓熙は政権を握った朴正熙より軍隊の階級が高く、関係もよくなかった141。この
ような影響かは分からないが、1961年に崔泓熙は政府の命令によって軍隊の指揮権を放棄
し、マレーシア大使に赴任した142。そのためテコンドーという用語の創作者である崔泓熙
は「大韓跆手道協会」の創立及び名称改正には役を果たすことはできなかったと思われる。 
1962年3月10日京郷新聞の記事を見ると、「大韓跆手道協会」の創設に関する内容が書
かれている。当時の会長は未定、副会長李鍾佑、嚴雲奎、理事李南石、李龍雨、南太熙な
どの名が見つけられる。役員の所属は青濤館と智道館の館長、青濤館と彰武館出身の館員
の人が確認された。その後、会長には陸軍小長である蔡命新が任命された。会長の任命は、
当時軍部政権であったことから見ると、権力のためだと考えられる。このように創立され
た「跆手道協会」は「公認昇段審査」制度の改正に努力を尽くした。特に、空手道、唐手
道、跆拳道、手搏道と分立されている名称と道場ごとに異なる型、組手(対錬)、撃破の違
いを減らすために励んでいった143。このような努力の結果、1962年11月11日「大韓跆手道
協会」の最初の昇段審査が開催された。11月8日東亜日報の記事においては「國民會堂で
跆手道統合の第1回全国審査が開かれる。大韓体育会に加入144した後、最初に開かれるこの
昇段大会は昇段審査の基準の統一が期待される。」と書かれている。この記事を通じて
「大韓跆手道協会」は大韓体育会に加入し、昇段審査の統一が模索したことが分かる。 
大韓跆手道協会は、1963年大韓体育会に加入することになり、テコンドー(当時は跆手
道)を10月9日、第43回全国体育大会の競技種目として採択させることができた。「全国体
                                           
140 以前の1953年に創設された「大韓空手道協会」は現在の「大韓跆拳道協会」の沿革には含まれていない。 
141 当時、崔泓熙は6軍団長であり、約5万名の兵力を管理する指揮官であった。 
142 崔泓熙，『テコンドーと私(2)』，ダウム，p.13. 
143 姜元植·李京明，前掲書，p.44． 
144 大韓跆拳道協会ホームページ(www.koreataekwondo.org)の沿革には、1963年2月23日にて大韓体育会
への加盟承認が記録されている。 
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育大会」はテコンドーが韓国において公式的な競技種目として認められ、スポーツとして
の始まりを告げる重要な機会となった。しかし、競技種目としての発展とは別に「大韓跆
手道協会」は崔泓熙の帰国により再び紛争を経験する。マレーシア大使に赴任した崔泓熙
が帰国して自分が創立した「大韓跆拳道協会」の名称が「大韓跆手道協会」に変えたこと
に対して不満を持った。その後、「大韓体育会」とテコンドー系に影響力を行使して1965
年に大「韓跆手道協会」の3代会長に就任した145。彼はまず、分立されている道場を統合さ
せるため努力したが、館の統合過程において武徳館館長である黄埼の反対により達成しな
かった。しかし、崔泓熙は「跆手道協会」の名称を「大韓跆拳道協会」に強引に改称した。
146協会の改称は1965年8月5日に行われ、以後、現在に至るまで「大韓跆拳道協会」という
名称が維持している。第二部の三節に収録されている表(21(p.76))見ると、1965年以後唐
手道、空手道、跆手道という用語が見つからないことはこの理由だと考えられる。以上を
まとめると、「跆拳道(テコンドー)」という用語は1955年制定されたが、他の道場の反対
によって数回にわたる改称の末、1965年から公式的に使うことになった。 
 
３．国際テコンドー連盟(ＩＴＦ)の創設(1966年) 
崔泓熙が権力を基で、「大韓跆拳道協会」へと改称したことに対して「大韓跆拳道協会」
の理事会とテコンドー基幹道場の館長らは崔泓熙を不信任し、さらに崔泓熙の辞任へと繋
がった147。大韓跆拳道協会から辞退された崔泓熙は、1966年「国際跆拳道連盟(Internatio
nalTaekwondoFederation、ITF)」という団体を創設した。「国際跆拳道連盟(以下ITF)」
は1996年3月22日、韓国、ベトナム、インドネシア、マレーシア、シンガポール、アメリ
カ、ドイツ、イタリア、トルコ、アラブの総9カ国の会員国と共に始まった。1967年末に
は、30カ国が会員国となった。しかし、当時韓国は朴正熙大統領の政権として崔泓熙は活
動に制約があった148。その理由で1972年3月、弟子(パク•ゾンス)がいたカナダに亡命する。
後に、崔泓熙はカナダに本部を置いてITFを導いて行く149。 
ITFは1973年に「跆拳道デモンストレーション(示範)団」をヨーロッパ、中東、アフリ
カ、東南アジアなど13カ国へ派遣し、1974年にはドミナカ、コロンビアへの訪問を行った。
                                           
145 崔泓熙，『テコンドーと私(2)』，ダウム，p.57. 
146 姜元植·李京明，前掲書，p.83-85． 
147 姜元植·李京明，前掲書，p.85． 
148 崔泓熙，『テコンドーと私(2)』，ダウム，p.183. 
149 崔泓熙，『テコンドーと私(2)』，ダウム，p.192. 
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同年、第1回世界跆拳道大会150を開催し、テコンドーを世界に普及するため努力した。以後、
1980年からは北朝鮮にテコンドーを伝えて「朝鮮跆拳道委員会」が結成した。その後、
「朝鮮跆拳道委員会」は「国際跆拳道連盟」の柱となり、当時北朝鮮の国防委員長である
金日成、金正日の支援で1992年北朝鮮に跆拳道殿堂が設立した151。それによって、崔泓熙
のITFは、韓国で設立した世界跆拳道連盟(WorldTaekwondoFederation)とのライバル関係
になった。政治的立場が異なったため、両連盟は統合できなかったが、崔泓熙は「朝鮮民
族の精神と知恵が込められている我々のテコンドーはいつか一つになることと、テコンド
ーを通しての統一を望んでいた」152。ITFは、2002年6月15日、崔泓熙の亡くなった後、北
朝鮮、ベトナム、カナダ(チェ•ジュンファ)に分立した。息子のチェ•ジュンファが崔泓熙
の意志を継ぎ、韓国の「跆拳道協会」と持続的な交流を行い、その後韓国に帰化して本部
を置き、ITFテコンドーを普及させるため努力している。 
４．國技院の建立(1972年) 
「大韓テコンドー協会」は「大韓跆手道協会」の時期(1961年)からテコンドーの名称と
型、公認段証を統一させるため努力し続けてきた。しかし館長らの合意が合わず、この問
題は解決されずにいた。したがって、「大韓テコンドー協会」はテコンドーの普及、発展
させるため各テコンドー館と新興館を統合させ、管理を持続的に維持できる中央道場の建
立を企画した。1970年から始まった中央道場の建立は政府の補助金と民間寄金、建設会社
の建築財寄付などによって行われた。国技院は1971年11月19日に建設し始め、1年後の197
2年11月30日に開館した。国技院は、ソウル市驛三洞76というところに建てられている。
その敷地面積は約2000坪で、3000名の観客の収容が可能である。また、事務室、食堂、宿
所、テコンドー記念館などの施設もそろっている153。国技院は1978年テコンドー道場の統·
廃合と共に昇段審査の担当、国内外の師範教育、国内および国際大会の開催を目的に建立
された。 
国技院の役割は世界テコンドー選手権大会、アジアテコンドー選手権大会などの競技大
会を開催し、海外の修練者の韓国転地訓練、国際審判講習、指導者の研修教育および昇段
審査である。これまで、第１、２回世界テコンドー選手権大会、第１回アジアテコンドー
                                           
150 キム·イヨン、オ·セヨン，「国際跆拳道連盟の世界化過程と現況」，大韓武道学会紙，2002，pp.35. 
151 崔泓熙の「テコンドーと私」では、韓国においても1967年、跆拳道展堂の建立を主張し、設計直前ま
で行ったが、当時、朴正熙の反対により廃止したと述べている。 
152 テコンドー新聞，2001年9月24日 
153 京郷新聞，1972年11月11日 
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選手権大会が国技院で開催され、昇段審査の回数は2千回以上行った。特に国技院は、テ
コンドーが1975年に「国際競技連盟総連合会」(現スポーツアコード)、国際軍人体育大会
(CISM)、1986年アジア競技大会、2000年シドニーオリンピックの正式種目として採択され
る過程においても「世界テコンドー連盟」の協力団体として重要な役割を果たした154。 
「世界テコンドー連盟」創立以降には国内昇段·級審査と師範団育成、テコンドー研究
所開設、世界テコンドー指導者フォーラム(2009‐2014)及び世界テコンドーハンマダン155
(1992‐)開催を中心として業務を分離させ、テコンドーの発展のため助力している。その
結果、国技院統計(2015年8月)基準で現在テコンドー有段者は9,207,684人、8月の大陸別
審査の参加者は9,684人、韓国内に登録した道場は9,445ヵ所で増えている趨勢である。以
下の図(38)は国技院の写真と国技院のホームページである有段者の統計史料を参考にして
作ったものである。 
 
  
                                           
154 姜元植·李京明，｢私たちのテコンドー歴史｣，サンア企画2002，ｐ.155. 
155 ハンマダンは毎年韓国で開催されるテコンドーフェスティバルである。1992年から始まったハンマダ
ンではテコンドー乱取り競技以外(型、撃破、デモンストレーション(示範)、テコンドー体操)の技量を見
せる総合競演である。毎年約50カ国以上、5千人が参加している(國技院ホームページ http://www.kukkiw
on.or.kr/front/pageView.action?cmd=/kor/promote/contest_intro)。 
図 38  韓国のテコンドー有段者の統計と国技院の写真 
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５．世界テコンドー連盟(ＷＴＦ)の創立 
1972年国技院が創立された時、国際業務を担当していたITF(崔泓熙会長)」がカナダに
本部を移転(1972年)し、独立した。それによって、国際競技開催とテコンドーの海外普及、
加盟国を管理するため、担当機構の必要があった。「世界テコンドー連盟(WorldTaekwond
oFederation)」は1973年5月、第1回世界選手権大会が開催された翌日(28日)にコロンビア、
フィリピン、香港、グアテマラ、台湾、アメリカ、メキシコ、マレーシア、オーストリア、
シンガポール、韓国、ドイツ、日本など17カ国35人の代表が出席し、創立された156。 
「世界テコンドー連盟(以下WTF)」、「大韓テコンドー協会」、「国技院」はテコンド
ーの普及、管理、発展のための相互協力団体であった。ゆえに、WTFの行政業務は「国技
院」内の事務所から始まった。特にWTFは競技全般を担当する連盟としてテコンドーの競
技大会の開催、国際審判の教育、競技のルールを制定及び改定、会員国管理などが主な事
業であった。WTFは競技を通じ、テコンドーを宣伝し、加盟国を増やすことと同時にテコ
ンドーを国際化させるため段階的に業務を始めたと考えられる。WTFは1975年10月8日カナ
ダモントリオールで開かれた「国際競技連盟総連合会(GASIF現SportsAccord)」に加盟し
たことを始め、国際ミリタリースポーツ評議会(CISM:International Military Sports Co
uncil)に加盟し、1976年4月9日「世界軍人選手権大会」の正式種目に採択され、1980年IO
C承認を受けた。それによって、テコンドは1988年ソウルオリンピック示範種目、2000年
シドニーオリンピックで正式種目に採択、以後2004年アテネオリンピック、2008年北京オ
リンピック、2012年ロンドンオリンピック、2016年リオデジャネイロオリンピック、2020
年東京オリンピックまで正式競技種目として採択されるほどの短期間内に国際化を実現し
た。 
WTFは現在テコンドーを主管する国際連盟(IF)として、国家オリンピック委員会(NOC)か
ら認められた国家テコンドー協会(一国家一団体)を管理している157。またオリンピックの
テコンドー競技のルールの改定、国際審判および指導者教育、世界テコンドー平和奉仕団、
海外テコンドーデモンストレーション(示範)団の運営を通じ、競技以外のテコンドーの普
及にも努力し続けている。 
次の表(22)はWTFが競技団体への加入、またオリンピックの正式種目に採択などを中心
に代表的な沿革をWTFホームページの沿革(現2014年8月)をまとめたことである。 
                                           
156 姜元植·李京明，前掲書，ｐ.168. 
157「世界テコンドー連盟」ホームページ(http://www.worldtaekwondofederation.net/about-wtf/about-wtf/) 
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表 22 「世界テコンドー連盟(WTF)」の重要沿革 
「世界テコンドー連盟」の重要沿革 
1975年10月8日 
「国際競技連盟総連合会(GASIF現SportsAcc
ord)」に加入 
▾ 
▾ 
▾ 
1992年4月22日 
1994年広島アジア競技大会の正式種目に
採択 
1976年4月9日 
世界軍人選手権正式種目に採択 
1992年8月3～5日 
スペインバルセロナオリンピック示範種
目として参加 
1980年7月17日 
国際オリンピック委員会(IOC)に加入 
1994年6月9～12日 
北京大学の体育学科の正規科目にテコン
ドーを含めることと合意 
1981年1月15日 
国際スポーツ体育協議会(ICSSPE)に加入 
1994年9月4日 
フランスパリで開かれたIOC103回会議で20
00年シドニーオリンピック正式種目に採択 
1981年7月29～31日 
世界選手権大会に正式種目として参加 
1997年11月 
クロアチア第2回世界軍人選手権大会の正
式種目に採択 
1983年10月30日 
WTFがスポーツおよびレジャー施設国際連合
(IAKS)に加入 
2000年7月14日 
国際大学スポーツ連盟(FISU)で2003ユニ
バーシアードの公式種目に採択 
1983年11月28日～12月1日 
アフリカ選手権大会の正式種目に採択 
2000年12月11～13日 
スイスローザンヌで開かれたIOC会議で20
04年アテナオリンピック公式種目に確定 
1984年9月28日 
アジアオリンピック評議会(OCA)で1986年ア
ジア競技大会の正式種目に採択 
2002年8月28日 
第114回IOC理事会はローザンヌで開かれ
た会議で2008北京オリンピック競技種目
に残留確定 
1985年6月2～6日 
1986年ソウルオリンピック示範種目に採択 
2005年7月8日 
第117回IOC総会で2012年ロンドンオリン
ピックの競技種目に残留確定 
1986年5月8～10日 
国際大学スポーツ連盟(FISU)で世界大学選
手権大会の種目に採択 
2009年10月2日 
第121回IOC総会で2016年リオデジャネイ
ロオリンピック正式種目に残留確定 
1990年1月6～8日 
中央アメリカ選手権大会の正式種目に採択 
第125回IOC総会で2020年東京オリンピッ
ク正式種目に残留確定 
 
６．道場(館)の統合 
1945年、韓国解放の前後に創立されたテコンドー道場(館)は1950年の朝鮮戦争以降に道
場の数が急激に増えた。道場の分館及び新興館の拡散によって当時、全国に40ヵ所以上の
異なる館が存在することになった。ゆえに、各館長らは協会設立を通じ、1961年に館の統
合をなそうとしたが、お互いの利益主張(委員選出、審査料配分など)によって瓦解された
158。 
                                           
158 姜元植·李京明，｢私たちのテコンドー歴史｣，サンア企画2002，ｐ.71. 
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図39 テコンドー9つの館のシンボルマークと統·廃合の署名文 
大韓テコンドー協会は1974年、分立されていた館を先に、9つの館にまとめ、分立され
ているテコンドー系の分派の統合と館統合を推進した。1976年当時のテコンドー系は9の
館の傘下に全国的3000余りの道場があり、段を担当する国技院の開院以降、有段者は10万
人を超えていた159。 
大韓テコンドー協会はまず、1976年に館の名称を数字(1館の松武館・2館の韓武館・3館
の彰武館・4館の武德館・5館の吾道館・6館の講德院・7館の正道館・8館の智道館・9館の
靑濤館・10館の管理館160)に指定し、館の名称をこれ以上使わないようにした。その後、19
78年8月7日には各館長らとの会議に通じ、テコンドーの発展のため9つの館を統·廃合する
合意を導き出した。館(道場)の統·廃合によって、これからは「国技院」と「大韓テコン
ドー協会」で昇段審査、競技ルール、師範教育などの行政業務が担当された。また、テコ
ンドー館で受けていた審査料と手数料もテコンドーの発展のため協会に譲ることによって、
安定的な財政を元にテコンドーの普及や発展に集中する事ができた。以下の図(39)は当時
9つの館が統·廃合に合意した署名文で、次の表(23)は筆者が1940年代から1978年館の統合
過程を表で構成したものである161。 
 
  
                                           
159 東亞日報，1976年5月12日 
160 武德館で脱退した人たちで実質的には9ヶ所の館である。 
161 1950年代には40つ以上の館の中で基幹道場から分立された代表的な14つの館を整理している。 
９５ 
 
表 23 韓国テコンドー道場の創立と統合(1944年-1978 年) 
 
 
  
1940年代  1950年代  1974年  1978年 
       
  靑濤館 孫德成  靑濤館   
唐手道靑濤館 
李元國 
 
靑龍館 
ゴ·ジェチ
ョン 
    
  
正道館 李龍雨 
 
正道館 
  
  國武舘 姜瑞鍾      
  吾道館 崔泓熙  吾道館   
 
 
 
 
 
統  
 
廃  
 
合  
       
唐手道松武館 
盧秉直 
 
松武館 
 
松武館 
 
       
武德館 
黄埼 
 
跆拳道武德館 
 
武德館 
 
  唐手道武德館    
       
朝鮮硏武館 
田祥燮 
 
智道館 尹曦炳 
 
智道館 
 
  韓武館 李敎允  韓武館  
        
YMCA 
拳法部 
尹炳仁 
 
彰武館 李南石 
 
彰武館 
  
  講德院 洪政杓  講德院   
  興武舘 洪政杓     
  朝鮮 
講武館 
李ドンジュ 
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第二章 1960年代における競技ルールの制定と変遷 
テコンドーの発展過程において最も大きな変化は1960年代における競技化への転換とい
える。1940年代初期テコンドー指導者らの競技(日本では自由組手)指導方式では、打撃を
急所の前で止める(寸止め)方式で行われ、それ以後、次第に身体に直接打撃を加える方式
が流行した。その中でも手の技術よりは、足の技術の方が発展し始めた。その後、テコン
ドーの競技は1962年10月24日に第43回「全国体育大会」の示範種目に採択され、翌年、
「大韓体育会」の正式的な競技団体として承認された。これにより、1963年10月4日から
全国体育大会に正式種目として出場し、本格的な競技化が始まった。本章では、韓国テコ
ンドー競技の出発点である1960年代の背景について述べる。また、テコンドー団体の創立
後に開催された世界大会(1973年世界選手権大会、1986年アジア競技大会、1988年ソウル
オリンピック、2000年シドニーオリンピック、2008年北京オリンピックなど)を中心に、
テコンドーはどのような変遷過程があったのかを競技ルールを通じて解明する。 
 
第一節 初期テコンドー競技の始まり 
1940年代に初期テコンドーの基幹道場が創立した当時は、現代のような競技はなかった。
当時は、上記の第二部(p．64)のように空手道の組手方式で、一歩組手、三歩組手のよう
に決まりがある組手が行われた。自由組手(現競技)も行われたが、日本の空手道のように
打撃寸前で止める「寸止め」方式が行われた。1950年中半以降に、1世代の指導者から2世
代の指導者たちに転換され、新興館が建てられるようになり、以前の自由組手方式との違
いが見え始めた。当時の審査は主に各館が集まって合同審査を行い、型と組手を評価した。
特にテコンドーの基幹道場の一つである智道館の場合、自由組手審査の時に他の館の寸止
め方式とは違う直接相手を打撃する現代的な方式を行っていた162。  
しかし1950年代は、公式的な自由組手(競技)が始まる前だったので、今のように競技ル
ールおよび競技用品がそろっていなかった。よって道着以外の防具がなく、自由組手の時
間も1回戦の一番勝負で休憩時間なしにどちらかが勝つまで続けた163。さらに競技施設もな
く、床の上、地べたで競技が行われた。 
1960年代に入り、道場間の自由組手だけではなく中国や日本とのテコンドー(当時唐手
                                           
162 ムカスホームページ李鍾佑のインタビュー記録( www.mookas.com www.mookas.com/media_view.asp?ne
ws_no=11152) 
163 ハン·チャンヒョ，｢テコンドー競技ルールの変遷過程に関する考察｣，龍仁大学大学院，修士論文，2
000，p.23. 
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道または空手道と称されていた) 自由組手競技が行われた。1960年代の状況は以下の通り
計8件の新聞記事(1955年10月韓中親善唐手道大会164、1960年12月高麗大と杤木大学の交流
165、1961年5月第1回韓日唐手道大会166)から推測できる。 
1960年｢高麗大と杤木大学の交流｣の交流の記事では、韓国智道館の館長である尹曦炳が
高麗大学の選手を率いて日本に来たことが記録されている。特に1961年5月6日の「第一回
韓日唐手道大会」記事では、この競技について最初の韓·日国際唐手道競技と記録されて
いる。また、競技の前には型(個人·団体)、撃破も行なわれることが確認された。以下の
新聞記事(京郷新聞1961年4月28日)は当時の韓日唐手道大会に関する記事である。  
京郷新聞1961年4月28日 
｢韓国から始めて、唐手道の正規国際大会を開催。日本空手連盟傘下の猛将たちが来韓すること
になった。彼らは5月4日に入国しソウル、プサン、全州などを巡回しながら親善試合を行う予
定だ。団長近藤孝と副団長岡本實…(省略)｣ 
 
図40 1960年テコンドー競技の新聞記事 
                                           
164 京郷新聞，1955年10月30日 
165 東亞日報，1960年12月22日 
166 京郷新聞，1961年4月28日，5月5·6·7·9·14日 
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図(40)は筆者が京郷新聞の3件の記事と1961年5月13日に全州で開かれた競技写真を編集
したものである。記事の内容を見ると、当時の唐手道大会は無防具組手と防具組手に分け
られ行なった。図(40)の防具写真は韓国全州の智道館で行われた競技で剣道の防具を使っ
たことが確認できる。1961年当時に智道館の館長である尹曦炳は1945年には前日本韓武館
館長であった。上述(p．71)のように韓武館は当時空手競技に剣道防具を使っていたもの
で尹曦炳の影響で智道館でも剣道の防具を利用する競技が行なったと思われる。 
このような親善競技の経験を元にして1962年からテコンドー(当時は跆手道)競技化が本
格的に始まった。跆手道は「大韓跆手道協会(現大韓テコンドー協会)」の努力によって19
62年第43回大邱全国体育大会からデモンストレーション種目として参加した。その後、
「大韓跆手道協会」はテコンドー(当時は跆手道)を正式競技に採択させるため、1963年に
大韓体育会に加盟しそれによって正式競技団体として承認を受けた。全国体育大会は、大
韓体育会が主管する最も大きい規模の総合競技大会として1920年から始まった。現在にも
ソウル、京畿、仁川、プサン、全羅南道など計17ヶ所市・道の代表(高等部、大学部、一
般部)選手たちが毎年47個の競技種目に出場している。テコンドー(当時は跆手道)は1963
年第44回全州全国体育大会から正式競技種目として採択され、1965年第45回京畿全国体育
大会からは｢テコンドー｣として改称し、現在まで参加してきている。競技におけるテコン
ドー研究では、全国体育大会の参加時期をテコンドー競技化の起点として見ている167。 
 
第二節 テコンドー競技ルールの変遷 
 
上述のように、テコンドー競技は1960年代から韓国の国内大会を通して本格的に始まっ
た。1963年テコンドー競技種目を運営するためには、その以前に道場で親善試合の形式に
行なわれたものとは異なり、競技ルールの必要性があったと考えられる。そのため1962年
に当時のテコンドーの団体であった大韓跆手道協会 (現大韓テコンドー協会)によって競
技ルールの制定が始まった。 
今(2015年)までテコンドー競技ルールは「大韓テコンドー協会」と「世界テコンドー連
盟(ＷＴＦ)」で担当している。初期のテコンドー競技のルールは大韓テコンドー教会から
改正に対して主導権を握っていたが、1973年競技専門団体として「世界テコンドー連盟」
が創立した後からはどんどん変わって現在は「世界テコンドー連盟」の中心に行なわれて
                                           
167 ハン·チャンヒョ(2000) ， 姜元植·李京明(2002) ， チョンチャンモ·チョンマンジュン·イウンソン
(2003) ，ハン·ギョンヒ(2009)などの大部分の研究で1963年をテコンドー競技化の始まりとして主張して
いる。 
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いる。これは「世界テコンドー連盟」が現在のオリンピックのテコンドー競技ルールを担
当しているためだと思われる。以下の表(24)を見ると1977年から2001年までは競技ルール
の改正日が同じことが分かる。しかし、2000年シドニーオリンピック後からは階級、競技
時間、競技場、防具の面で小異が生じたが、大部分同一する。  
表 24 「大韓テコンドー協会」と「世界テコンドー連盟」のルール制定·改正 
 「大韓テコンドー協会」ルール 「世界テコンドー連盟」ルール 
1 1973-05-28  1973-04-28 制定 
2 1977-10-01 
同
一 
1977-10-01 改正 
3 1982-02-23 1982-02-23 
4 1983-10-19 1983-10-19 
5 1986-06-01 1986-06-01 
6 1989-10-07 1989-10-07 
7 1991-10-28 1991-10-28 
8 1993-08-17 1993-08-17 
9 1997-01-18 1997-11-18 
10 2001-10-31 2001-10-31 
11 2003-02-14 
小
異 
2003-09-23 
12 2003-11-25 2005-04-12 
13 2005-11-07 2009-02-13 
14 2008-01-15 2010-03-02 
15 2009-01-14 2010-10-07 
16 2010-01-19 2011-04-30 
17 2011-01-13 2011-10-04 
18 2012-01-30 2012-04-03 
19 2013-01-11 2012-12-26 
20 2014-01-14 2013-07-14 
21 2015-01-16 2014-03-19 
22  2014-10-30 
23  2015-01-01 
24  2015-09-15 
 
次の表(25、26)はテコンドー基幹道場の創立(1940年代)から2015年までのテコンドーの
競技ルールの変遷過程を時期別に整理した表である。時期は国内·国際大会、オリンピッ
ク競技大会の開催を基準に1962年-1972年(国内競技化)、1973年-1986年(世界大会の始ま
り)、1987年-2000年(オリンピックの始まり)、2001年‐2007年(オリンピック正式競技)、
2008年‐2013年(オリンピック競技化)に分けてルールの変遷を分析した。 
競技ルールは、1973年創立されて現在までのオリンピックのテコンドー競技ルールを担
当している世界テコンドー連盟の重要競技ルールの改定を審判、階級、競技時間、得点、
技、減点・禁止事項、施設、用具とその他の事項の項目に分けて整理した。その以前(194
0年-1960年代)の競技のルールは当時のテコンドー団体である大韓テコンドー協会の記録
及び関係史料(新聞、雑誌、インタビュー記録、先行研究)を参考した。 
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表 25 1960年代から2000年までのテコンドー競技ルールの制定及び改正168 
 
 
1962年以前 1962-1972 1973-1986 1987-2000 
審判 
各館の館長 
または 
一人の審判 
主審1人(4段以上) 
副審4人 
陪審2人 
主審1人 
副審4人 
陪審2人 
主審1人 
副審3人 
監督官廃止 
階級 
5対5 
1人ずつ出場 
階級なし 
62年(階級なし) 
(個人·団体(5人))戦 男·女 8階級 
男·女 4階級 
(オリンピック) 
72年改正 1986年改正(男) 1997年改正 
ピン級 
フライ級 
バンタブ級 
フェザー級 
ライト級 
ウェルター 
ミドル級 
ヘビー級 
-48kg 
48-53kg 
53-58kg 
58-63kg 
63-68kg 
68-74.3kg 
74.4-80kg 
80kg以上 
ピン級 
フライ級 
バンタブ級 
フェザー級 
ライト級 
ウェルター 
ミドル級 
ヘビー級 
-50kg 
50-54kg 
54-58kg 
58-64kg 
64-70kg 
70-76kg 
76-83kg 
83kg以上 
(男) 
58以下 
68以下 
80以下 
80超過 
(女) 
49以下 
57以下 
67以下 
67超過 
競技時間 
一回戦 
(時間制限なし) 
(中間休憩なし) 
62年(1分30秒2回戦) 
72年(2分3回戦) 
中間休憩30秒 
2分3回戦(1973年) 
中間休憩30秒 
3分3回戦(1977年) 
中間休憩1分 
3分3回 
中間休憩1分 
得点 
1940年代 
(寸止め形式 ) 
1961年競技 
(直接打撃形式) 
正拳1点(胴) 
蹴り(顔2点、その他1点) 
72年追加(ダウン時+1点) 
胴(前面部位)1点 
顔2点(簇只) 
ダウン時+1点 
1点に統一 
蹴技 前蹴、横蹴 
飛蹴、一段横蹴、身返
蹴(1967) 
貫手、襄拳 
  
減点事項 
禁止事項 
禁止行為なし 
倒れた相手に攻撃 
頭突き、タックル、
時間稼ぎ、悪口など 
警告2回=減点1点 
減点3点=敗 
警告例(背中を見せて
避ける時、陰囊撃、
膝攻撃) 
接触行為 
消極的行為 
施設 
バレーボール場
 (床の上) 
地べた 
競技場8mx8m 
競技場8mx8m 
床の上(1973) 
競技場12mx12m 
電子採点機導入
(即時採点1991) 
マットEVA使用 
(スリッパ材料) 
競技場12mx12m 
床または得エタポム
(1983) 
電光板(1985) 
用具 1961年剣道防具 
防具使用可能(1962) 
防具(竹)着用義務化
(1968) 
防具(PVCパイプ1973)► E
VA(スリッパ材料1983) 
心囊,腕と足に防具(サポ
ーター)の義務化(198
2)、ヘッドギアー(1986)
電子防具使用可能 
 
その他 なし 
青、赤の色表示 
容儀検査(手足の爪) 
負傷時は中断(敗) 
主審職権勝(rsc) 
防具に青と赤の色 
表示 
道服を含めすべ
ての競技用品公
認規格課、公認
企業体指定 
オーストリアASL
競技運営システ
ム承認(1997) 
                                           
168 1962年以前は新聞記事を中心に調査し、1960年代以降は大韓テコンドー協会、世界テコンドー連盟の競技ル
ール及びハン·チャンヒョ(2000)、ハン·ギョンヒ(2009)の論文のインタビュー記録を参考して構成した。 
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表 26 2001年代から2015年までのテコンドー競技ルールの改正 
 
  
 
 
2001-2007 2008-2013 
 
まとめ（2015年） 
審判 
一般防具 一般防具 電子防具 一般防具 電子防具 
主審1人 
副審4人 
主審1人 
副審4人 
主審1人 
副審3人 
主審1人 
副審4人 
主審1人 
副審2人 
階級 
男·女4階級 男·女4階級 男·女 4階級(オリンピック) 
(男) 
58以下 
68以下 
80以下 
80超過 
(女) 
49以下 
57以下 
67以下 
67超過 
(男) 
58以下 
68以下 
80以下 
80超過 
(女) 
49以下 
57以下 
67以下 
67超過 
(男) 
58以下 
68以下 
80以下 
80超過 
(女) 
49以下 
57以下 
67以下 
67超過 
競技時間 
2分ｘ3回 
中間休憩1分 
2分ｘ3回 
中間休憩1分 
2分ｘ3回戦 
中間休憩1分 
得点 
胴1点 
顔2点 
ダウン時+1点 
(2005) 
差等点数制 
胴1点(身反+1点) 
顔3点 
ダウン時+1点 
許容技 許容部位 
手、足 
防具色の部位
（胴、頭） 
胴(脊椎除外)1点 
胴(身反3点) 
頭(足だけ)3点 
頭(身反4点) 
減点事項 
禁止事項 
脊椎部位攻撃禁止 
警告2回=減点1点 
減点4点=敗(2003) 
 
禁止行為7回 
警告行為22回 
警告2回=減点1点、減点4点=敗(2014) 
施設 
12mx12m 
(競技エリア8mx8m
から10mx10m) 
四角競技場 
競技エリア8mx8m 
四角競技場 
八角競技場(2016年) 
競技エリア8mx8m 
用具  
2009年電子防具適用 
(胴採点のみ) 
マウスピース着用 
 
連盟が公認した用具 
道服、防具(電気ヘッドギアー(201
6年追加))、サポーター(陰囊、
腕と足、マウスピース、電子セ
ンサー靴下、手袋) 
 
その他 
体重測定 
(競技前日) 
2009年 
サドンデス延長制度 
10秒促進ルール 
ビデオ半読 
出場資格 
(国技院または世界テコンドー連
盟の段証者) 
サドンデス►ゴールデンポイント
に用語改称(2013)、10秒促進ル
ール、ビデオ半読 
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１． テコンドー競技ルールの制定および改定(1962年以前) 
テコンドーは1962年10月24日に開催された「第43回大邱全国体育大会」から示範種目と
して採択された。当時は示範種目であったため、17か所の市·道の中で二つの場所だけ(全
羅北道と慶尚北道)参加するこのになった。選手は各道から10人(一般部5人、高等部5人)
ずつ先発し、競技に出場した。上述のように「全羅北道(智道館)」は1961年「韓•日空手
道大会」のような防具経験試合もあるし、すでに道場では直接打撃を適用して自由組手の
練習も行なわれた。一方、「慶尚北道」のチームは競技ですら慣れていないし、中には防
具を初めて見る選手もあった。当時出場した二人の選手によると｢相手のチームが作って
きた防具は初めて見たものだ。着用して競技をしたけど、体がうまく動かなかった。169｣と
語っていた。当時第43回全国体育大会の跆手道競技のルールには、足をかけて相手を倒す
こと(許容)、顔の攻撃禁止(正拳)などの説明しかなく、詳細とは言えなかった。競技は階
級の区分なしにし、各チームの5人が一人ずつ出て競う方式であった。当時使われた蹴技
は主に横蹴、回蹴であり、全羅北道の選手たちは後ろに回転蹴も使った170。1962年10月24
の大会が閉幕した後、1962年11月3日に「大韓跆手道協会」は早速最初の競技ルールを制
定するこのになった。当時の競技では、ルールの種類も少ないし、選手が自分の防具を準
備したものを考えてみると、競技の運営にまだ準備ができてなかったと思われる。 
 
２．テコンドー競技ルールの制定及び改正（1962-1972年） 
1962年に開催された全国大会では経験不足により安全性と競技運営上の問題点が明らか
になった。これを解決するため、1962年11月3日に競技ルールが制定された。この競技ル
ールは、最初のテコンドー競技ルールとして知られている171。 
1962年の競技ルールは、10カ条から成り、審判、階級、試合時間、得点、技術、減点•
禁止事項、施設、用具などの項目について解説形式で記述されている。当時の競技ルール
を見ると、上記の表(25)のように1審制（館長または館員）から7審制（主審1人、副審4人、
陪審2）と制定された。階級は体重ではなく、級•段に応じて規定された。競技時間は1分3
0秒の2回戦で、競技場はバレーボール場のような床に線を描いた正方形の競技場（8mx8m）
                                           
169 尹種旭(2008)，「慶北·大邱地域のテコンドーの競技の発展過程」，嶺南大学科學大学院，修士論文，
 2008， p.38. 
170 尹種旭(2008) ，前掲書，p.39. 
171 ハン・チャンヒョ（2000），ハン・ギョンヒ（2009）の先行研究では、1960年代から競技ルールを紹介している
が大韓テコンドー協会競技ルール集には、1973年度に初めて競技規定が制定されたと記載されている。したがって、
1960年代の競技ルールは、先行研究と当時の関係者のインタビュー記録を参考にした。 
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と制定された。競技の得点は正拳1点、足技1点（顔2点）で、攻撃部位はみぞおち、わき
腹、肩、顔と規定（1967年）された。また得点時、審判が選手を区別しやすくすろため、
選手に青色、赤色で表示した。蹴技はその以前の示範大会(1961年)で前蹴と横蹴だけで行
われた攻撃は、飛蹴、一段横蹴、身返蹴、襄拳、貫手などの様々な攻撃が認められた。用
具には、防具の着用が義務化(1968年)になったが、竹で作られたため簡単に壊れ、負傷す
るケースも発生した。 
1962-1972年の競技ルール改正の特徴は、主に階級、競技時間、得点、審判などの競技
の運営方式に中心を置いたものとみられる。特に、階級は表(25)のように当時全国体育大
会の競技種目であったボクシングの階級をテコンドーに適用したと考えられる。当時はテ
コンドー競技場はなかったため床に線を表示しテコンドー競技が行われ、競技用品も竹で
作った防具を個人が準備した。これを通じて推測してみると当時は、施設や競技用品に関
する情報と技術開発の不足で選手の安全性に対する認識が薄かったと思われる。 
３．テコンドー競技ルールの改正（1973-1986年） 
1970年代は、国技院設立（1972年）と世界テコンドー連盟の創設（1973年）により、競
技ルールに多くの変化が起こった。特に、1973年には第1回世界テコンドー選手権大会が
開催され、1975年10月には国際スポーツ連盟機構(GAISF)に加盟した。また1976年には国
際ミリタリースポーツ評議会(CISM:International Military Sports Council)に加盟し、
国際軍人世界選手権(World Military Championship)の競技種目に採択された。これによ
って競技ルールは、合理的な試合運営や選手の安全性に比重を置くことになったと。また、
試合及び審判の小委員会が組織され、得点や負傷の状況における審判の行動要領について
専門的な規定が設けられるようになった。 
1970年代の競技ルールは、競技時間が1分30秒x2回戦から3分x3回戦と総試合時間が3倍
に増えた。得点は顔2点、その他は1点で同じだが、相手をダウンさせた時に1点追加され
た。警告基準は背中を見せ避ける場合、陰囊または膝を攻撃などであり、警告を2回受け
たら減点(1点)を受ける。施設と競技用品についても多くの改正が行われた。競技場の場
合、フローリングの床から1983年にスポンジ素材（EVA）を使用したマットに変わった。
用具は竹の代わりにPVCパイプ(1973年)、スリッパ（EVA、1983年）材質を用いた防具が使
用された。また手足の防具、ファウルカップ(陰囊防具)は義務化(1982年)され、1986年の
アジア競技大会からはヘッドギアも使用するようになった。 
1972-1986年には競技の安全性に重点を置いた。これは選手の負傷を最小限に抑えるた
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めの競技施設と用具の改正を通じ確認することができる。また、防具に色（青、赤）を表
示して区別を容易にした。これは現在の柔道とサッカーのユニフォームの例と似ている。 
こうした競技の安全性（選手の保護用品の義務化）と競技運営効率(防具の色、主審職権
勝、警告)の改正は、テコンドーが武道からスポーツ競技に変化する過程だと思われる。 
４．テコンドー競技ルールの改正（1987-2000年） 
国内大会を中心に数回改正された競技ルールは、2000年以降には世界選手権、アジア競
技大会、オリンピック競技を中心に新たに改正された。特に1998年のソウルオリンピック
示範種目の以降は競技運営に重点を置いた。1986-2000年の競技ルールの改正の特徴は、
電光掲示板の導入と競技用品の公認化にある。電光掲示板（電子採点機）の導入は、既存
の試合後に点数を発表していた形式とは異なり、電光掲示板を通じ各回戦の点数結果が表
示され観客に興味を刺激した。また、世界テコンドー連盟は競技用品(道服、防具(胴、陰
囊、腕と足)について規格化し、性能検査を通じ公認業者を指定し始めた172。こうして認定
された用品は、1992年のバルセロナオリンピック、テコンドー示範競技から使用され始め
た。競技運営システムでは、オーストリアの「ASL競技運営システム」173を導入して試合の
得点と減点が電光掲示板で直接に表示されるようにした。また、ASLのシードプログラム
（自動抽選対戦表）を使って時間を短縮174させることによって競技運営の効率が高まった。 
1986-2000年の競技ルール改正は、オリンピック競技に採択されるために競技運営の効
率性に重点を置いたものと考えられる。また、これまで競技用品を韓国メーカーの技術開
発に依存してきたのとは違い、性能検査を行い海外メーカーの用品を公認業者に選定した。
公認業者の選定は、テコンドー競技用品の開発において企業間の競争を促進させた。これ
はその後、使用される電子防具の開発にも影響を与えたものと考えられる。 
５．テコンドー競技ルールの改正（2001-2007年） 
2000年のシドニーオリンピックが終わり2002年に改正された競技ルールでは、試合時間
が2分3回戦に短縮され、1点であった単一の得点制から得点差等制（胴1点、顔3点、回転
攻撃はプラス1点）に改定された。また2001年のルールからは階級の計量に対して当日か
ら試合前日に改正された。これは計量を通過するため断食をし、これによってコンディシ
                                           
172姜元植、李京明、前掲書、p．130. 
173オーストリアASL会社で作成された競技運営システム。12kgのポータブルバッグに電子採点基、コネク
ター、ソフトウェアが入っている 
174姜元植、李京明、前掲書、p．136. 
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ョン調整に困難を伴う選手たちの負担を軽減し、競技力の向上につながり得る案だった。
計量日はテコンドー界で以前から指摘されていた問題点で、テコンドーの競技ルールの改
正に選手たちや外部の意見が反映され始めたものと思われる。 
2000年代は、以前から開発されていた電子防具が使用され始めた。電子防具は、国内ま
たは国際試合で使用されたが、問題点が二つあった。第一に胴部位のみ得点の採点が可能
だったことと、第二に無線電波システムが故障した場合、得点と減点がすぐに出せないこ
とであった。こうした問題があったため2008年の北京オリンピックでは使用されなかった。
2000-2007年には得点差等制と計量日以外、競技ルールにおいて大きな変化はないことが
確認された。 
６．テコンドー競技ルールの改正（2008-2015年） 
2008年8月第29回北京オリンピックが終わった後、テコンドー競技ルールは、全体的に
修正された。理由としては、テコンドー競技へのエンターテインメント性、公正性の問題
が提起され、オリンピック種目から除外される恐れがあった175。このような問題の懸念は
結局、2008年8月23日に開かれたオリンピックで発生した。当時テコンドー80kg銅メダル
決定戦では、選手が審判の判定に不満を示し審判を足で攻撃する事件が起きた。また、女
子67kg級準々決勝では、試合終了後、得点認定に対する抗議で判定が覆される事例が発生
した。このような得点制度の公平性の問題が引き続き起きた後、世界テコンドー連盟のテ
コンドー競技ルールでは2009年から多くの改正が行なわれた。ルール改正の特徴は、得点
差等制、競技コート縮小、電子防具、10秒促進ルール、ビデオ判定の導入である。 
既存の1点で統一されていた点数は、頭3点、胴1点、回転攻撃時プラス1点、相手を倒し
てダウンさせた時、審判が相手に時間をカウントする時にプラス1点を与えることになっ
た。消極的な試合運営のための代替方法として、既存の10mx10mであった競技コートを8mx
8mに縮小し、10秒以上攻撃をしない場合には消極的な選手に警告を与え、積極的な攻撃を
誘導した。最も大きな変化は、電子防具176を導入して胴体得点はセンサーにより自動採点
され、頭の得点は審判が協議の上で採点することであった。また、試合中に得点に対する
                                           
175 2005年シンガポールIOC総会ではテコンドーは2012年ロンドンオリンピックの残留確定した。しかし
残留した他の27種目に比べると、メディア露出不足、楽しさと興味の不足、審判判定問題などの三つの改
善事項があった。2008年10月20日では韓国の政府(文化体育観光放送通信委員会)からテコンドーのオリン
ピック残留問題に対する国政監査もあった(https://www.mookas.com/media_view.asp?news_no=7886参考)。 
176 胴防具のセンサーに設定された強度以上の衝撃が加わると、自動的に点数が加算される機械である。 
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審判の判定に異義がある場合、監督がビデオ判定(機会1回)を申請する制度も追加された。 
2009年からの競技ルールの改正は、競技コート縮小、10秒促進ルールを用いテコンドー
選手の積極的な競技運営を誘導した。同時に電子防具、ビデオ判定を通じ判定の公正性も
補完した。こうした競技ルールの改正により、競技運営、公正性、エンターテインメント
性などの問題点が改善され、以後、2012年のロンドン、2016年のリオデジャネイロ、2020
年の東京オリンピックまで正式競技種目として維持されることに影響があったと思われる。
現在(2015年)も競技場のマットを既存四角形から八角形に変化したり、試合における警告
の基準を厳格177にして柔道との差別化(マット)、積極的な競技によりエンターテインメン
ト性を補完していることが見られる。2016年のリオデジャネイロのオリンピックに向けた
競技ルールの新たなる改正では、電子ヘッドギアの導入が検討されている。また、国技院
段証を持つ「世界テコンドー連盟（WTF）」に所属する選手だけが出場することができる
オリンピックのテコンドー競技に「国際テコンドー連盟（ITF）」も交渉を行い、初めて
韓国と北朝鮮が共にテコンドー競技に出場できるよう推進中である。 
第三節 競技ルールにおけるテコンドーの変化 
テコンドーは1940年代、空手の影響を受けた型中心の武道から1960年代の競技化の変化
により、韓国式の競技テコンドーへと生まれ変わった。現在は、オリンピックの正式種目
として世界206カ国が参加する国際スポーツとなった。このようにテコンドーの競技化は、
世界に韓国を知らせる切っ掛けとなったものの、競技化が始まった1960年代には1世代の
テコンドー指導者たち(崔泓熙と黄琦)の反対意見も強かった。 
崔泓熙はテコンドー技術の3大要素である型、競技(自由組手または対錬)、撃破の中か
ら競技のみで勝負を決めつけるのは不合理であり、競技時に着用する防具は重量があるた
め、技術を完全に発揮することはできなくなると指摘した。また、衝撃の緩和により鍛練
の必要性が軽視されるのはもとより、防具そのものによる試合となる恐れがあるとのこと
で反対した178。黄琦は、武術とはそもそも人間の生命を直接その対象とするものであり、
試合が不可能となってテコンドーが競技中心となると審査制度の意味がなくなり、技術面
においてもその形態や方法が根本的に変わる恐れがあると述べた。また、柔道のように柔
術をその土台にて競技化したようなことの可能な場合もあるが、テコンドー自体では不可
                                           
177 2015年の厳格なルールの例(選手の両足が限界線を脱する時、バック・ステップに3回以上退く時、故
意に転ぶ時、拳の攻撃の出発線が肩の上の時、攻撃をせず、3秒以上足を上げている時) 
178 崔泓熙，『テコンドー教本』，誠和文化社，1960，p.291. 
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能だと主張した179。 
競技化により武道精神の低下が起こることを恐れた1世代の館長とは異なり、2世代の指
導者たち(李鍾佑、嚴雲奎、洪鍾秀)は競技化の推進に熱心であった。2世代の指導者たち
はテコンドーの発展をはかるためには競技化、スポーツへの転換が必要だと見定めた。ま
た、競技を通して相手との競争力も養われて技術の発展へと繋がることもできると主張し、
競技化への転換のために競技ルールの制定のために努力した180。 
１．技術 
テコンドーは2世代の指導者たちとテコンドー団体の推進力により1962年から公式的な
競技化が始まった。現在のオリンピック競技種目に採択されるまでの競技化過程は、多数
の試行錯誤を伴った。この過程で約30回の競技ルールの改正が行われ、これにより競技技
術の変化が行われた。競技技術の変遷を考察するため、テコンドー技術で使われる得点部
位と(手、足)と現在の跆拳道団体(国技院)に記録されている蹴りを中心として以下の表(2
7)にまとめた。 
表 27 韓国におけるテコンドー技術の変遷 
部
位  
過去用語 
(1971年以前) 
1971年協会の 
制定用語 
現在(2015) 現在の技術写真(2015) 
正
拳 
① 正拳 正拳 正拳 
 
② 襄拳 襄拳 襄拳 
 
③ 横拳 横拳 横拳 なし 
④ 拳槌 拳槌 落拳 なし 
                                           
179 黃琦，『唐手道大鑑』，ハンウリ，1970，p.61. 
180 新東亜，2002，4月号，p.310「李鍾佑のインタビュー」及び姜元植·李京明，前掲書、p.104を参考し
た。 
１０８ 
⑤ 平拳 平拳 平拳 
 
⑥ 中指一本
拳 
中指一本拳 
中指一本拳 
(バムジュマク) 
 
足 
使
用
部
位  
① 足 足 
足 
(踝の下側の足部位の
み攻撃可能) 
 
② 上足底 上、横足底 蹠頭  
 
③ なし なし 蹠頭  
 
 
④ 足踵 足踵 足踵 
 
⑤ 足先 足先 足先 
 
１０９ 
⑥ 足底 
足底  足底  
 
⑦ 上足部 上足部 上足部 
 
⑧ 足刀 足刀 足刀 
 
蹴
技 
① 前蹴 前蹴 
 
前蹴 
 
 
② 後蹴 後蹴 
後蹴 
  
③ 横蹴 横蹴 
横蹴 
 
 
１１０ 
④ なし なし 
 
踵落 
足で上から下へと蹴る
技術 
 
 
⑤ 廻蹴 廻蹴 
 
前回蹴 
 
 
蹴
技 
⑥ 連続蹴 連続蹴 
ナレ蹴 
 
両足を連なって 
蹴る技術 
 
⑦ 二段蹴 二段蹴 
二段蹴 
 
走りながら両足を連な
って前方に蹴る技術 
 
１１１ 
⑧ なし なし 
重なり蹴 
 
片足で同じ蹴を数回繰
り返す技術 
 
⑨ なし なし 
宙返り  
 
空中にて横に回し
ながら蹴る技術 
 
蹴
技 
⑩ 撮廻蹴 撮廻蹴 撮廻蹴 
 
 ⑪ 横廻蹴 横廻蹴 横廻蹴 
踵落と類似している。 
(外から内へ) 
 
⑫ 掛蹴 掛蹴 
掛蹴 
横回し蹴り 
足の平で相手の顔を 
蹴る技術 
 
１１２ 
⑬ なし なし 
引っ掛ける蹴 
(Hooking kick) 
 
⑭ 身曲蹴 身曲蹴 
身曲蹴 
 
体の内側から外側に向
けて蹴る技術 
 
蹴
技 
⑮ なし なし 
受け蹴り 
 
相手の攻撃に対応し
て攻撃する技術 
 
 ⑯ なし なし 
押出蹴り 
 
足で相手を押し出す
技術 
 
１１３ 
⑰ なし なし 標的蹴  
 
⑱ 結足蹴 結足蹴 結足蹴 
 
蹴
技 
⑲ なし なし 飛び横蹴り 
 
⑳ なし なし 
回転蹴(360、540、720) 
(ドルゲ蹴(ターン蹴)) 
 
○21なし なし 
足引き蹴 
(バルブッチョ蹴) 
 
前足を後足の位置へと
引き、前足で攻撃する
技術 
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テコンドーで使用されている技術は、主に拳と足を使用する。特に拳の攻撃は正拳、拳
頭、拳槌、中指一本拳(パムジュモク)を使用し、足の攻撃はくるぶしより下のみを使用し
する攻撃 （足底(足裏)、蹠頭、足踵(かかと)、上足部(足の甲)、足刀）が許容部位であ
る。 上記の表(27)に提示しているテコンドー用語は、大韓跆拳道協会から発行した『跆
拳道(1971)』の「協会制定統一用語」であり、写真はテコンドー団体である「国技院」の
ホームページの「テコンドー技術」を参考にした181。表で使った過去の用語は1971年「大
韓跆拳道協会」にで、テコンドー用語を統一する以前に使われた用語であり、過去の用語
と協会統一語が表記されていない技術は1971年以後に作られた蹴の技術である。  
以下では、1960年代から現在まで変化したテコンドーの技術について背景と共に記述す
る。 
1960年代に競技で行われた蹴技は前蹴、飛び横蹴、後回し蹴、蹴横であった。当時は、
特に競技ルールの存在もなく、型中心に修練が行われていたため、蹴技に対する技術の開
発はなされていなかったと思われる。 
1973年には「第1回世界跆拳道選手権大会」、1974年は「第1回アジア跆拳道選手権大会」
が開催され、国際競技を経験した選手たちにより「足動」技術が使われ始めた182。「足動」
技術は競技の現場で「ステップ」という用語として使われる。ステップは相手の選手の姿
勢、位置、距離などの状況に応じて相手の攻撃を弱化させるか、弱点を狙って効果的な攻
撃と反撃を行うため、足を使う技術として、全て動きのことをいう183。毎年、国際競技が
開催されることになり、同じ階級にもかかわらず相対的に身体が小さかった韓国の選手た
ちは、外国の選手の身長及び身体の長さ(腕、足)を乗り越えなければならなかった。この
ため、ステップを使って距離を迫る方法を研究したと思われる。ステップを利用すること
になってから、同じ蹴技でも攻撃の範囲が増え、保護にも有用に使うことができた。この
頃からステップを適用した応用蹴技が開発されて、表(27)②の後蹴、④の足踵、⑮の受け
蹴、○21の足引き蹴が本格的に使われることとなった。また、ステップを利用して攻撃する
ふりをして相手をごまかすフェイク(fake)技術も使われ始めた。このようなステップを使
った技術は、修正に修正を重ねて前後の方向だけでなく、両方を向けても練習するように
                                           
181「現在用語」テコンドー用語はハングルに改定されており、日本語には完全に訳せない所がある。筆者
の選択によりカタカナ語で表記するか、振り仮名を付けた所もある。 
182 ジャン•クォン「韓国跆拳道競技史研究」，又石大学大学院，博士論文，2010，p.182. 
183 チェヨンリョル·ジョンジョンウ·インシンザ「テコンドー競技技術の訓練方法」，体育科学論総，19
97，pp.6. 
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なった。初期のジャンプまたは、パワーを中心に行われた攻撃は、ステップと共にスピー
ドを利用してタイミングを中心とする攻撃へ変化した。 
1973年から1977年まで2年ごとに開催されたテコンドー世界選手権大会(総8階級)では、
韓国の選手たちは全階級７つ以上の金メダルを獲得し、総合優勝をした。しかし、1979年
第4回ドイツ大会からは、予選で脱落する選手が生じ始めた。その後、テコンドー競技は19
86年アジア競技大会、1988年ソウルオリンピックで示範種目に採択されることになり、外
国の選手たちのテコンドーの技術分析と経験の蓄積により実力が平準化され始めた。体格
が大きく、力の強い外国の選手を相手にして韓国の選手たちは頭の攻撃よりは危険性が少
ない胴体への攻撃を中心とした攻撃184だけが試み、これは2000年シドニーオリンピック以
後、テコンドーが面白くないとの批判が生じる原因となった。 
2000年代には、テコンドーの競技ルールが大きな変化を迎えた。特に2008年北京オリン
ピック以後、2009年には上記の表(26)のように差等点数制、競技場の縮小、電子防具の使
用、10秒促進制、ビデオ判読などの競技ルールの改正が行われた。これはテコンドーの競
技技術の運営にも影響を及ぼした。差等点数制は胴体1点、顔3点(回転＋1点、ダウン＋1
点)にし、顔を回転蹴で攻撃して相手をダウンさせた場合、総5点の点数がもらえるように
変更したルールである。これによって、選手は、胴体を主な対象とした攻撃から点数の高
い顔への攻撃と難度の高い回転蹴の技術を磨くようになった。また、競技終了の直前まで
逆転の可能性が生じ、観客の興味を引くことになった。競技エリアの縮小と10秒促進制は
10mX10mであった競技場を8mX8mに減らし、10秒以上攻撃をしない場合には警告(警告2回は
減点1点)を与えた。競技エリアの縮小と警告は選手たちにより積極的な攻撃を誘導した。
電子防具の使用は、テコンドーをオリンピックに残留させる契機ともなったが、競技技術
の面からすると、蹴技の変化をもたらしたことにその意味がある。一般防具を使った競技
では得点時の状況と音を判断せいて採点が行われたが、電子防具を使った競技では一定以
上の圧力が防具に伝わることによって自動に採点になる。電子防具がテコンドー競技に使
うことになってから、主に音のためスナップを利用しながらスピード蹴りをした韓国の選
手たちは速度とパワー中心の蹴りスタイルに変えざるをえなかった。このようなルールは
2012年、ロンドンオリンピックにも適用されて選手たちの積極的な攻撃と派手な回転蹴技
術の頻度を高めるようにし、観客の興味を引くことに成功した。 
  
                                           
184 ジャン•クォン，「韓国跆拳道競技史研究」，又石大学大学院，博士論文，2010，p.197. 
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２．競技施設及び競技用品 
テコンドーがオリンピックの正式競技と採択されるには、競技ルールの改正及び競技施
設と競技用品の発展による影響もあった。特に競技施設と競技用品の開発は、競技力の向
上及び選手の安定性を補完した。 
1960年代から1973年に第1回世界選手権大会が開催されるまでテコンドー競技は地べた
またはバレーボール場にてテープで線を表示して行なわれた。このような競技施設は素足
に競技するテコンドーの特性上、滑るか転ぶことによる選手の負傷の原因となった。最初
競技場にマットが導入されたのは、1982年2月23日の競技ルールから確かめられる。当時
のマットはエサフォーム(Ethaform)という発泡スチロールような素材で作られた。これは
現在ヨガの再活運動に使われるローラーの材料である。マットは1990年10月(第71回韓国
全国体育大会)から安定性のあるEVA(スリッパの材質)素材にかわった。現在2015年の競技
ルールには弾力性があり、滑らないマットを使用し、選手の安全を考慮している。また競
技地域の8mX8m以外に、2ｍ‐4ｍの安全地域を確保するように規定している。 
競技用品特に、防具の場合は上述(p．97、図(40))の1961年の韓日唐手道大会ように剣
道の防具を使った。しかし、当時の剣道の防具は硬いため攻撃する選手の手は傷によって
血が出て 、相手は兜が揺れて頭部に衝撃を受けることもあった185。したがって、剣道の防
具以外のテコンドー競技に適合する防具の開発が必要となり、結局テコンドー基幹道場の
うち、智道館から最初の竹防具が作られて使われた。当時の防具は布の中に竹を入れて作
ったものであった。これは剣道の防具より軽かったが、竹の連結する部位がみぞおちに触
れる危険性もあった186。1968年の競技ルールで、防具着用が義務化されることにより、防
具の安定性を高めるため、衝撃緩衝材の開発に多様な試みが行われた。 衝撃緩衝材は竹
から1973年のPVCパイプを使った防具を経て、1983年にEVA(スリッパ)材質の防具と変化し
た。電子防具の開発は1985年に始まったが、当初、価格が高い、重い187等の難点に加え、
技術的な欠陥があったため、実用に耐えなかった。技術的な改善により、2000年以降には
国内競技において使用可能となった。電子防具は無線データの送出法式であり、打撃のパ
ワーの数値とスピードが表示されてクラスにより得点を指定し、その数値が防具によって
認識された時得点の計上が行われるシステムである188。 2008年北京オリンピック以後、
                                           
185 新東亜，2002年4月，511号ｐ.309. 
186 ムカス新聞，2010年02月18日 
187 姜元植·李京明，前掲書，p.137. 
188 テコンドー新聞，2001年09月24日 
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技術的な問題が解決され、国内·外のテコンドー競技の検証を通じて2012年ロンドンオリ
ンピックからテコンドー競技に電子防具が使われた。現在(2015年)までは胴体の電子防具
だけを使っているが、2016年のリオデジャネイロオリンピックからは電子センサーが含ま
れたヘッドギアの導入が予定されている。電子防具は現在、LaJust(アメリカ)、Adidas
(オーストリア)、Deado(スペイン)、KP&P(韓国)で開発と補完が行われている。世界テコ
ンドー連盟(ＷＴＦ)は2012年ロンドンオリンピックから2016年リウオリンピックまでDead
o(スペイン)の防具を公式に指定し、世界テコンドー連盟が開催する大会にDeadoの防具を
使用されている。 
以下の図(41)は、電子防具の変化についてまとめたことである。以下では、1960年代競
技で使用された剣道防具と竹の防具が見られる。竹の防具は、図のように布に竹を縦、横
に入れ使用した。その後、竹は1970年代以降、パイプ（PVC）素材またはスリッパ（EVA、
1980年代）素材、圧縮スポンジ(1990年代)に変わった。2000年以降は、図のようにテコン
ドー防具に電子センサーを取り付けた電子防具が導入され、現在(2015年)まで国内·外及
びオリンピック競技で使用されている。 
 
 
図41 1960年から2015まで防具の変遷 
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テコンドーは競技ルールと競技施設及び、競技用品の発展により競技の効率性、公正性、
安定性を備えることができた。これはテコンドーが武道からスポーツに変わることに大き
な媒介の役を果たしたと思われる。テコンドーは1950年代から全世界に普及されはじめ、
現在、2015年韓国国技院の統計にようと、約8千万人のテコンドー人が修練している国際
スポーツとなった。しかし、このような発展過程は競技を中心に行われ、スポーツ競技と
してふさわしいように競技ルールの改定が行われた。それによって、テコンドーにては 
武道における実戦性に対する欠如が生じたと思われる。 
テコンドーのステップまたはスナップを利用して独創的な蹴技が発展され、電子防具を
通じて公正かつ興味深い競技となった。しかし、武道の「一撃必殺」の観点からすれば得
点のための蹴技の変化と拳による攻撃の喪失、防具の使用と防具に表示された部分だけに
許される攻撃は、既に武道の実戦性からは遠ざかってしまったと思われる。また、2008年
北京オリンピックでは選手が審判を攻撃する事態が起こり、テコンドー界では競技中心の
テコンドーの普及に対して否定的な主張もあった。 
テコンドーは競技中心に発展した韓国の武芸であるが、競技だけが全てではない。実際、
テコンドー道場では競技よりは礼儀、身体の鍛練及びレクリエーションを中心に教育が行
われていろ。競技以外にも、型、デモンストレーション大会なども開催されている。第二
章では競技スポーツとしてのテコンドーの変遷過程と特徴に対して考察した。続く第三章
では現代社会におけるテコンドーの特徴に対して考察する。 
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第三章 現代のテコンドーにおける特徴 
1962年11月3日に大韓テコンドー協会によって最初に競技ルールが制定された。その後、
数回の改正を通じて、初期段階から競技場、服装、装備、競技時間などに多くの変化が行
なわれた。これによって、テコンドーは初期の武道の段階から競技化によりスポーツとし
ての変容をもたらすことになった。第三章では、テコンドーの変容において、競技におけ
る普及とその以外の普及方法について解明する。  
第一節 競技におけるテコンドーの普及 
テコンドー(跆拳道)大会は、1962年に大韓体育会が開催した第43回全国体育大会を通じ
て公式に開始された。上述の通り、新聞記事(東亜日報、京郷新聞)から1955年の韓中親善
唐手道大会と1961年の韓日唐手道大会が確認されたが、当時の大会の名称は唐手道大会で
あり、2つのテコンドー道場(武徳館、智道館)の招請により開催された小規模な親善大会
であった。 
したがって、韓国の国内で公式的なテコンドー大会は、大韓体育会への加盟と共に参加
した1962年の第43回大邱全国体育大会を皮切りとして、1966年の第1回大統領旗テコンド
ー大会(大韓テコンドー協会の主催)、小・中学校の生徒が参加した1972年の第1回全国少
年体育大会(テコンドーが種目に採択)、1974年の第1回全国大学テコンドー選手権大会、1
990年の第1回龍仁大総長旗テコンドー大会(以降、各大学でもテコンドー大会を開催)、国
際大会のための国家代表選抜戦などが開催され、現在(2015年)も続けられている。 
国際テコンドー大会は、1973年に競技担当機構として創立された世界テコンドー連盟(W
TF)の主催により韓国で開催された1973年の第1回世界テコンドー選手権大会から始めた。
その後、1974年には第1回アジアテコンドー選手権大会(大韓テコンドー協会、WTF主催)、
1986年にはアジアオリンピック評議会が主催するアジア競技大会の競技種目に採択され、
1988年には第24回ソウルオリンピックのデモンストレーション種目に採択されることにな
った。その後、1992年の第25回バルセロナオリンピックを経て、2000年には第27回シドニ
ーオリンピックの正式競技の種目として採択された。世界選手権大会、アジア競技大会、
オリンピック競技は、一種のスポーツにとって最も重要な国際的な大会である。次の表(2
8)からわかるように、1997からは上記三種の大会でテコンドー競技はいずれかで見られる
ようになった。この他にも、1986年の第1回世界大学テコンドー選手権(WTF主催)、1996年
の世界ジュニアテコンドー選手権大会(WTF主催)、1986年のテコンドーW杯(WTF主催)、199
5年の世界軍人体育大会(CISM主催、1980年にテコンドーが採択)、2009年のユニバーシア
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ード大会(FISU主催、テコンドーが種目に採択)、同年の第1回世界障害者テコンドー選手
権大会(WTF主催)などの大会が開催されており、現在(2015年)も続けられている。 
以下の表(28)は、現在開催されている国内外の主要なテコンドー大会を整理したもので
ある。 
表 28 韓国国内及び国際テコンドー大会 
 韓国国内及び国際テコンドー大会 
年 
韓国国内大会 国際大会 
全国体育大会 
(韓国) 
その他 世界テコンドー
選手権大会 
アジア競技大会
オリンピック 
その他 
1955     
韓中親善唐手道
大会(10.30) 
1960      
1961     
第1回韓日唐手道
大会(5.5-5.13) 
1962 
第43回大邱 
全国体育大会 
    
1963 
第44回全州 
全国体育大会 
    
1964 
第45回 
全国体育大会 
    
1965 
第46回 
全国体育大会 
    
1966 
第47回 
全国体育大会 
第1回大統領機 
(10.28)テコンドー
大会(以下大統領機) 
   
1967 
第48回 
全国体育大会 
第2回大統領機    
1968 
第49回 
全国体育大会 
第3回大統領機    
1969 
第50回全州 
全国体育大会 
第4回大統領機    
1970 
第51回 
全国体育大会 
第5回大統領機    
1971 
第52回 
全国体育大会 
第6回大統領機    
1972 
第53回 
全国体育大会 
第 1 回全国少年
体育大会開催) 
第7回大統領機    
1973 
第54回 
全国体育大会 
第8回大統領機 
第１回世界テコ
ンドー選手権大
会(5.25韓国) 
  
1974 
第55回 
全国体育大会 
第9回大統領機 
第1回全国大学大会 
(6.8以下大学) 
  
第 1回アジアテ
コンドー選手権
大会(韓国10月
以下アジア) 
1975 
第56回 
全国体育大会 
第10回大統領機 
第2回全国大学大会 
第２回 
韓国8月 
  
1976 
第57回 
全国体育大会 
第11大統領機 
第3回大学 
  
第 2回アジアオ
ーストラリア10
月 
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1977 
第58回 
全国体育大会 
第12回大統領機 
第4回大学 
第3回 
アメリカ9月 
  
1978 
第59回 
全国体育大会 
第13回大統領機 
第5回大学 
  
第3回アジア 
ホンコン9月 
1979 
第60回 
全国体育大会 
第14回大統領機 
第6回大学 
第4回 
ドイツ10月 
  
1980 
第61回 
全国体育大会 
第15回大統領機 
第7回大学 
  
第4回アジア 
たいぺい11月 
1981 
第62回 
全国体育大会 
第16回大統領機 
第8回大学 
第5回 
エクアドル2月 
  
1982 
第63回 
全国体育大会 
第17回大統領機 
第9回大学 
  
第 5回アジアシ
ンガポール12月 
1983 
第64回 
全国体育大会 
第18回大統領機 
第10回大学 
第6回 
デンマーク10月 
  
1984 
第65回 
全国体育大会 
第19回大統領機 
第11回大学 
  
第6回アジア 
フィリピン11月 
1985 
第66回 
全国体育大会 
第20回大統領機 
第12回大学 
第7回 
韓国9月 
  
1986 
第67回 
全国体育大会 
第21回大統領機 
第13回大学 
 
第10回アジア
競技大会(示
範種目)韓国 
第7回アジアオー
ストラリア4月 
第1回世界大学選
手権アメリカ(以
下大学)11月 
1987 
第68回 
全国体育大会 
第22回大統領機 
第14回大学 
第8回 
スペイン10月 
  
1988 
第69回 
全国体育大会 
第23回大統領機 
第15回大学 
 
第24回ソウル
オリンピック
(示範種目) 
第 8回アジアネ
パール3月 
1989 
第70回 
全国体育大会 
第24回大統領機 
第16回大学 
第9回 
韓国10月 
  
1990 
第71回全州 
全国体育大会 
第25回大統領機 
第17回大学 
  
第9回アジアた
いぺい6月 
第2回大学スペイ
ン4月 
1991 
第72回 
全国体育大会 
第26回大統領機 
第18回大学 
第10回ギリシャ
1991年10月 
  
1992 
第73回 
全国体育大会 
第27回大統領機 
第19回大学 
 
第25回バルセ
ロナオリンピ
ック 
第10回アジアマ
レーシア1月 
第3回大学メキシ
コ10月 
1993 
第74回 
全国体育大会 
第28回大統領機 
第20回大学 
第11回 
アメリカ8月 
  
1994 
第75回 
全国体育大会 
第29回大統領機 
第21回大学 
 
第12回アジア
競技大会/日本 
第11回アジア 
フィリピン1月 
1995 
第76回全州 
全国体育大会 
第22回大統領機 
第12回 
マニラ11月 
  
1996 
第77回 
全国体育大会 
第31回大統領機 
第23回大学 
  
第12回アジアオ
ーストラリア6月 
第4回大学 
ロシア9月 
1997 
第78回 
全国体育大会 
第32回大統領機 
第24回大学 
第13回 
中国11月 
  
1998 
第79回 
全国体育大会 
第33回大統領機 
第25回大学 
 
第13回アジア
競技大会/タイ 
第13回アジア 
ベトナム5月 
第5回大学 
メキシコ11月 
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1999 
第80回 
全国体育大会 
第34回大統領機 
第26回大学 
第14回 
カナダ6月 
  
2000 
第81回 
全国体育大会 
第35回大統領機 
第27回大学 
 
第27回シドニ
ーオリンピッ
ク(正式種目) 
第14回アジア 
ホンコン5月 
第6回大学台湾4月 
2001 
第82回 
全国体育大会 
第36回大統領機 
第28回大学 
第15回 
韓国11月 
  
2002 
第83回 
全国体育大会 
第37回大統領機 
第29回大学 
 
第14回アジア
競技大会/韓国 
第15回アジアヨ
ルダン4月 
第7回大学 
アメリカ6月 
2003 
第84回 
全国体育大会 
第38回大統領機 
第30回大学 
第16回 
ドイツ9月 
  
2004 
第85回 
全国体育大会 
第39回大統領機 
第31回大学 
 
第28回アテネ
オリンピック 
第16回アジア 
韓国5月 
第8回大学 
ギリシャ6月 
2005 
第86回 
全国体育大会 
第40回大統領機 
第32回大学 
第17回 
スペイン4月 
  
2006 
第87回 
全国体育大会 
第41回大統領機 
第33回大学 
 
第15回アジア
競技大会/カタ
ール 
第17回アジア 
カタール12月 
第9回大学 
スペイン5月 
2007 
第88回 
全国体育大会 
第42回大統領機 
第34回大学 
第18回 
中国5月 
  
2008 
第89回 
全国体育大会 
第43回大統領機 
第35回大学 
 
第29回北京オ
リンピック 
第18回アジア 
中国4月 
第10回大学 
韓国5月 
2009 
第90回 
全国体育大会 
第44回大統領機 
第36回大学 
第19回 
デンマーク 
 
第25回ユニバー
シアード/セル
ビア 
2010 
第91回 
全国体育大会 
第45回大統領機 
第37回大学 
 
第16回アジア
競技大会/中国 
第19回アジアカ
ザフスタン5月 
第11回大学 
スペイン7月 
2011 
第92回 
全国体育大会 
第46回大統領機 
第38回大学 
第20回 
韓国5月 
 
第26回ユニバー
シアード/中国 
2012 
第93回 
全国体育大会 
第47回大統領機 
第39回大学 
 
第30回ロンド
ンオリンピッ
ク 
第20回アジア 
ベトナム4月 
第1２回大学 
韓国5月 
2013 
第94回 
全国体育大会 
第48回大統領機 
第40回大学 
第21回 
メキシコ7月 
 
第27回ユニバー
シアード/ロシア 
2014 
第95回 
全国体育大会 
第49回大統領機 
第41回大学 
 
第17回アジア
競技大会/韓国 
第21回アジア 
ウズベキスタン5
月 
第13回大学 
中国6月 
2015 
第96回 
全国体育大会 
第50回大統領機 
第42回大学 
第22回 
ロシア5月 
 
第28回ユニバー
シアード/韓国 
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表(28)ようにテコンドーは、1973年に世界選手権大会が開催され、本格的に競技を中心
とする普及・発展が始まった。最初は大韓テコンドー協会を中心に、すべての競技ルール
および運用が行われたが、国際競技が開催され世界に加盟国が増え、ＷＴＦ（世界テコン
ドー連盟）を中心とする動きへと変わった。その後、IOCから承認を受けたＷＴＦは、テ
コンドー競技を主催する国際連盟（IF）として、オリンピックテコンドー競技に参加する
加盟国の管理だけではなく、オリンピック競技ルール、指導者教育、技術開発、テコンド
ー普及と発展策など国際競技関連のテコンドー行政業務を担当した。現在、オリンピック
テコンドー競技の出場資格は国技院段証所持者であり、世界テコンドー連盟（WTF）の加
盟国選手に規定されている。加盟国は、計206カ国で、各連盟(アフリカテコンドー連盟[A
FTU]、アジアテコンドー連盟[ATU]、欧州テコンドー連盟[ETU]、オセアニアテコンドー連
盟[OTU]、パンアメリカテコンドー連盟[PATU]によって構成されている。国連(UN)加盟国
（193）、FIFA加盟国（209）で比較すると、テコンドーは世界各国に普及しているものと
考えられる。世界各連盟の加盟国現況は以下の表(29)の通りである。 
表 29 世界テコンドー連盟(WTF)の加盟の現況 
 
第二節 競技外におけるテコンドーの普及 
テコンドーは韓国の国技であり韓国を代表する武道である。競技を通じた世界普及に合
わせて韓国内でもテコンドーの普及と発展がなされた。現在、韓国内でテコンドーは道場
を中心に行われ、加えて各小•中•高校のテコンドーチームから、大学(106チーム)、実業
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団（31チーム189）、生活体育クラブ（93,634人）まで韓国社会に大きく広がっている。ま
たデモンストレーション(示範)団、型(韓国ではプンセ)団、奉仕団などがテコンドーを広
め文化を伝播する媒介の役割も果たしている。 
１．テコンドー教育 
テコンドー道場と競技が広まることによって、専門的な人材が必要とされた。これを受
け、このため、1980年代初めから大学にテコンドー学科が新設され始めた。1982年韓国・
龍仁大学と1983年慶熙大学をはじめとする大学にテコンドー学科が開設され、2012年の時
点で、49のテコンドー学科に4,585人の学生が在籍している190。 
 大学のテコンドー学科の教育課程は、主に専門選手や指導者の育成とテコンドー学概論、
哲学、歴史、スポーツ社会学、道場経営、テコンドー実技などで構成されている。以下の
表(30)は、現在、大学のテコンドー学科で行われている教科に関する内容である。 
表 30 韓国の大学テコンドー学科共通教科目191 
大学テコンドー学科共通教科目 
テコンドー理論 
テコンドー学概論、テコンドー史、テコンドー哲学、テコンドープムセ論、
テコンドー競技論、テコンドー論等、道場経営 
テコンドー応用理論 
スポーツ社会学、テコンドー研究法、テコンドー外交論、テコンドー専門英
語、テコンドー国際関係論、テコンドー行政論、スポーツおよび情報技術の
活用 
テコンドー 実技 
テコンドー基本動作、有級者プムセ、有段者プムセ、テコンドーキョルギ(乱
取り競技)、テコンドー示範、テコンドー専門実技、現場実習、テコンドー基
礎実技、インターンシップ 
 
表（30）のようなテコンドー教育を通じテコンドー学科の学生は、体育教師、体育関連
研究者、テコンドー競技の指導者・審判、道場師範、警察、警備員、テコンドー団体役員
などの道に進む。韓国の大学のテコンドー学科は、一般的に競技選手団、プムセ(型)・デ
                                           
189 韓国実業テコンドー連盟ホームページ(http://kitf.co.kr/) 
190 体育科学研究院，「韓国の体育指標」，2012．参照。韓国の大学生は2012年現在で2,103,958人、こ
のうち体育学科は67,308人である。 
191 チョン・ムンヒ、チェ・ヨンソク，「大学テコンドー学科の教科課程分析を通じた発展策」，テコン
ドー健康文化研究所，2013，p.12. 
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モンストレーション(示範)団、一般学生に別れ、練習は別々に行われるが、授業は同じカ
リキュラムを履修している。 
テコンドー道場で指導するテコンドー師範(指導者)の教育も専門的に行われている。テ
コンドー師範の資格は満22歳以上でテコンドー4段(国技院発行)以上、テコンドー師範資
格3級、生活体育指導者資格3級(館長)を必須としている。テコンドー師範資格3級を取得
するためには、5日間（40時間）の研修と実技試験に合格しなければならない。これは198
3年に開院した国技院テコンドー指導者研修院で始まり、最近では2014年に開院した「テ
コンドー院」で指導者の研修が行われている。生活体育指導者の資格を取得するためには、
健康管理、運動生理学、スポーツ心理学、スポーツ社会学、レクリエーション、トレーニ
ング方法論、救急及び安全管理の筆記試験とテコンドープムセ(型)、競技(自由組手)、実
技試験に合格しなければならない。テコンドー師範はこのような教育コースと試験を経て、
道場で指導できる資格を得ることになる。 
 テコンドー道場は、毎年増加する傾向にあり、2015年韓国内に登録されている道場は9,
445（2015年国技院）である。道場では、テコンドー型（韓国ではプンセ）、学校体育、
礼儀作法、身体鍛錬およびレクリエーションを中心に教育が行われている。1940年代初期
の道場は、成人を中心とする修練が行われたが、徐々に子どもの割合が増え、現在ではほ
とんどの道場では、子どもを中心に計画された修練プログラムが教育されている。特に最
近では、ダイエットプログラム、学校体育教育課程の音楽縄跳び、体操なども行われてお
り、英会話、四字熟語、人格教育も修練プログラムに適用されている。 
また、2009年から韓国政府（国民体育振興公団）はテコンドーにもスポーツバウチャー
制度を導入した。スポーツバウチャー制度は、多文化家庭、外国人労働者、障がい者、低
所得層の青少年を対象に体育関連講座や用品の購入クーポンを支給するものである。バウ
チャー制度を利用すれば、テコンドー道場の月平均月謝（10-12万ウォン）として毎月7万
ウォンの補助が支給される。スポーツバウチャー制度で恩恵を受けているテコンドー修練
者は2011年に約14,000人、2012年には約29,000人と、徐々に増加している。 
次の表（31）は、実際の韓国のテコンドー道場で使用されている週間教育プログラム
（2015年1月）を日本語に在構成した。この表では、型ステップ蹴などの基本テコンドー
教育とその以外のさまざまなな教育（礼儀作法、瞑想、発表、学校体育など）がテコンド
ーの道場で行われていることが確認できる。 
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表 31 韓国のテコンドー道場の2015年1月週間プログラム 
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２．デモンストレーション(示範)団の活動 
オリンピックのテコンドー競技は、現在、キョルギ(自由組手競技)のみ行われているが、
オリンピックに加えプムセ(型)世界選手権大会、デモンストレーション大会も開催されて
いる。特にテコンドーの各団体(国技院、大韓テコンドー協会、ＷＴＦ)と大学のテコンド
ー学科、小学校ではデモンストレーション(以下示範)団とプムセ(型)団が運営されており、
示範団の場合、国際競技の開会•閉会式、国家首脳会議、各大学の学長杯などでテコンド
ーの技を披露などを通して、各学校や韓国をアピールしている。 
テコンドー示範は、基本的にキョルギ(自由組手競技)、型(プムセ)、撃破で構成されて
おり、最近では韓流歌手のダンスと歌を取り入れたテコン体操も示範構成に適用させてい
る。撃破の場合、2000年以前は威力を主とした撃破が行われたが、最近では助走を利用し
た高難易度の高空蹴りと回転蹴り（360,540,720度）が行われている。示範の構成におい
て英雄神話や勧善懲悪のようなストーリーテリングの示範も流行している。  
テコンドー示範団のはじまりは、1959年3月4日、ベトナムに派遣された国軍テコンドー
示範団である。当時、軍人だった崔泓熙は国軍テコンドー示範団を率いてベトナム派遣演
武を行った。当時の示範は、ベトナムの大統領（ゴ・ディン・ジエム）から１カ月間延長
を依頼されるほど人気があった。1963年には「大韓跆手道協会」（現・大韓テコンドー協
会）にテコンドー示範団が創設され、同年12月に日本でも派遣示範が行われた。その後、
フランス、ドイツ、セネガル、オランダ、イタリアなどで示範が行われ、成人だけでなく
小学校演武団も創設され、テコンドーの広報と普及が行われた。1972年8月16、17日、ミ
ュンヘンオリンピックの１週間前にドイツでテコンドー示範大会を行い韓国テコンドーの
ＰＲ活動も行われた。1973年からは世界テコンドー選手権大会の開幕戦イベント、1982年
のサマランチIOC会長の韓国訪問記念示範、1988年のソウルオリンピック開幕式示範、200
2年の北朝鮮（平壌）訪問時の示範、2010年の主要２０カ国首脳会議（G20）、2014年の第
17回仁川アジア競技大会で示範を行い、テコンドーを世界にアピールするのに重要な役割
を果たした。次の図(42、43)は、1972年のミュンヘンオリンピック当時の示範大会と1988
年ソウルオリンピック開幕式のテコンドー示範である。 
次の表(32)は、韓国テコンドー団体である国技院のデモンストレーション(示範)団の海
外活動(1989年‐2014年)について整理した表である。 
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表 32 国技院(韓国のテコンドー団体)のデモンストレーション海外活動 
国技院(韓国のテコンドー団体)のデモンストレーション計(191回) 
地域 
年 
アジア州・大洋州 中東・アフリカ ヨーロッパ州 アメリカ州 国家(数) 
1989 
タイ、インドネシア、シンガ
ポール、オーストラリア、ニ
ュージーランド 
 
オーストリア、スイス、ス
ペイン 
- 8 
1990 -  
ロシア、ハンガリー、ブ
ルガリア、チェコ 
- 4 
1991 -  - - - 
1992 中国、ベトナム   
スペイン、 
ポルトゥカル 
- 4 
1993 
中国、ベトナム、マレーシ
ア、タイ、ミャンマー、 
オーストリア 
 - - 6 
1994 中国  
ウズベキスタン、ロシア、ポ
ーランド、ハンガリー、チェ
コ、スロバキア 
- 7 
1995 中国  
エジプト、バーレーン、
ブルガリア、ルーマニア 
- 5 
1996 
タイ、ベトナム 
 
モーリシャス、 
カメルーン、 
クウェート 
- - 5 
1997 
ミャンマー、ラオス、 
カンボジア、タイ 
南アフリカ共和
国、ケニア 
- - 7 
1998 
オーストラリア、 
ニュージーランド、 
フランス、ドイツ 
- - - 4 
図 43 ソウルオリンピック開幕式テコンドー
デモンストレーション(示範) 
 
 
図 42 ミュンヘンオリンピック前(1972年) 
テコンドー示範大会 
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1999 - レバノン、シリア 
チュニジア、デンマー ク、アイ
ルランド、ブルガリア、トル
コ、チェコ、スロバキア 
ブラジル、ペル
ー 
11 
2000 - - スイス、リビア  
チリ、 
メキシコ 
4 
2001 中国 - - アメリカ- 2 
2002 
ベトナム、フィリピン、
中国 
ガボン、ナイジェ
リア、エチオピア 
- - 6 
2003 
パキスタン、インド、 
中国 
- - アメリカ- 4 
2004 - - 
ロシア、ポルトガル、イ
タリア、ギリシャ 
ブラジル、 
チリ、アルゼンチ
ン 
7 
2005 
シンガポール、ラオス、 
クウェート 
エジプト、スーダ
ン、ジンバブエ 
トルコ - 7 
2006 - - 
イギリス、フランス、ノ
ルウェー、ドイツ 
エクアドル、メキ
シコ 
6 
2007 
カザフスタン、キルキジュ
スタン、ウズベキスタン 
  
アメリカ-(LA),グ
アテマラ 
5 
2008 
シンガポール、タイ、 
インドネシア 
  
モロッコ、チュニ
ジア、アルジェリ
ア 
6 
2009 - ジンバブエ、ケニア 
ポーランド、 
セルビア、ハンガリー 
- 5 
2010 
マレーシア、モンゴル、 
ウズベキスタン、カザフス
タン、中国 
- 
チェコ、ブルガリア、 
ルーマニア、ロシア 
アメリカ- 
10 
2011 香港、日本 
ナイジェリア、カ
メルーン、南アフ
リカ、アラブ首長
国連邦、イラク、
エジプト 
オランダ、ベルギー、フラン
ス、イタリア、イギリス、ト
ルコ、ロシア、スペイン 
アメリカ- 17 
2012 
日本、ベトナム、ウズベ
キスタン、インド 
南アフリカ、、 
モロッコ 
ベルギー、ルクセンブル
ク、フランス、セネガ
ル、ドイツ、イギリス、
イタリア、ノルウェー、
オーストリア 
アメリカ-、メキシ
コ、プエルトリ
コ、ホンジュラス 
19 
2013 
パキスタン、オマーン、ヨ
ルダン、インドネシア 
ナイジェリア、 
モロッコ、クウェー
ト、UAE、コートジボ
ワール 
ドイツ、ポーランド、ブルガ
リア、ベルギン、イタリア、
アイルランド、ドイツ、ウク
ライナ、ロシア 
アメリカ- 19 
2014 
中国、キルギスタン、バン
グラデシュ、インドネシ
ア、タイ 
ウルグアイ イタリア、ロシア カナダ、アメリカ- 10 
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３．テコンドー奉仕団の活動 
テコンドーを宣伝、伝播する方法には、示範団とプムセ(型)団以外にもテコンドー平和
奉仕団がある。テコンドー平和奉仕団は、「世界テコンドー連盟(ＷＴＦ)」のボランティ
ア活動である。これは韓国国籍のテコンドー専攻者が夏季または冬季にテコンドーがまだ
普及されていないところに派遣される。2008年から現在まで約１００ヵ国、1597人の奉仕
団が派遣された192。テコンドー平和奉仕団の活動は、主に体育環境に恵まれていない国に
派遣され、1－2カ月のレクリエーションやテコンドー教育奉仕を行う。1カ国あたり4人
(プムセ(型)、キョルギ(自由組手競技)、示範、通訳）の男女チームで構成され、毎年二
回約４０カ国に派遣される。彼らはテコンドー教育活動を通じて世界の人々と交流し、韓
国の文化を伝播する役割を果たしている。 以下の図(44)はテコンドー平和奉仕団のテコ
ンドー交流の様子であり、次の表(33)は2008年がら現在(2015年)までのテコンドー平和奉
仕団の海外活動について整理したことである。これを通じてテコンドー平和奉仕団が世界
各国で活発に活動していることが分かる。  
 
 
                                           
192 テコンドー平和奉仕団ホームページ(http://www.tpcorps.org)、ムカスニュースホームページ(https:
//www.mookas.com/media_view.asp?news_no=16099)参考 
図44 WTFテコンドー平和奉仕団(2009年メキシコ)交流 
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表 33 テコンドー奉仕団の活動 
テコンドー奉仕団の活動 
地域 
年 
地域 国家(人数) 
2008 
夏季 
インド(ムンバイ、ゴア)、中国(ウルムチ、青島)、ロシア、パラグアイ、パキ
スタン 
5カ国7チーム  
27人 
2008
冬季 
ロシア、モロッコ、キルキスタン、ウズベキスタン、ギリシャ、エジプト、中
国、ボリビア 
8カ国8チーム 
32人 
2009 
夏季 
エルサルバドル、メキシコ、インド、アゼルバイジャン、モンゴル、フィリピ
ン、アンゴラ、ブータン、ナイジェリア、サモア、メンソム、ポーランド 
12カ国12チーム 
48人 
2009
冬季 
アンゴラ、コンゴ、エジプト、カンボジア、イラン、ラオス、モンゴル、フィ
リピン、スリランカ、シンガポール、 ギリシャ、ポーランド、ロシア、ニュ
ージーランド、サモア、ブラジル、エクアドル、メキシコ、パナマ、パラグア
イ、プエルトリコ、スリナム、 東ティモール、チリ 
24カ国27チーム 
98人 
2010 
夏季 
南アフリカ、ジンバブエ、ガーナ、マダガスカル、モロッコ、カンボジア、イ
ンドネシア、ラオス、モンゴル、タイ、フィリピン、ウズベキスタン、ベラル
ーシ、フィンランド、スウェーデン、バヌアツ、メキシコ、トリニダード・ト
バゴ、 パプアニューギニア 
20カ国25チーム  
110人 
2010
冬季 
ネパール、マレーシア、バングラデシュ、スリランカ、シンガポール、カンボ
ジア、リビア、モーリシャス、モザンビーク、アルジェリア、エジプト、カメ
ルーン、コンゴ、チュニジア、ギリシャ、ロシア、ベラルーシ、スウェーデ
ン、クロアチア、トンガ、フィジー、エルサルバドル、ジャマイカ、ドミニ
カ、ニカラグア 
25カ国25チーム  
103人 
2011 
夏季 
ネパール、ラオス、マカオ、バングラデシュ、スリランカ、ウズベキスタン、
カンボジア、タイ、レソト、モーリシャス、モザンビーク、セネガル、エチオ
ピア、コンゴ、DRコンゴ、キリバス、パプアニューギニア、ポーランド、バル
バドス 
19カ国106人 
2011
冬季 
22カ国102人 22カ国102人 
2012 
夏季(17カ国 80人), 冬季(27カ国124人)、中·長期(7カ国11人)、 
文化公演公団3カ国29人 
54カ国244人 
2013 
夏季(21カ国97人)、冬季(26カ国122人)、中·長期(7カ国9人)、 
文化公演公団3カ国36人 
57カ国264人 
2014 夏季(26カ国107人)、中·長期(8カ国10人) 34カ国117人 
2015 夏季(16カ国79人) 16カ国79人 
 
１３２ 
まとめ 
 
本章では1960年代における競技ルール制定と変遷過程について考察した。これを通して
テコンドーの特徴について調べた。1940年代にはテコンドー第1世代の指導者によって道
場が設立され、これによりテコンドーの普及が行われた。当時のテコンドーは、主に型を
中心に修練する武道的性格が強い武術であり、テコンドー競技には否定的な立場を持って
いた。テコンドーの競技化は、1960年代の第2世代の指導者が道場を運営したことで始ま
った。この過程で、第2世代の指導者たちによって協会が設立され、競技スポーツを担当
する大韓体育会に加盟することになり、正式にテコンドーの競技化が行われるようになっ
た。1962年の全国体育大会からテコンドー競技が開始されたが、当時は競技施設と競技ル
ールが制定されておらず大会運営面で未熟な点が多かった。こうした試行錯誤に基づいて
テコンドー協会は競技ルールの制定および改正を施行した。その後、昇段審査を担当する
国技院（1972年）と競技専門機関である世界テコンドー連盟（ＷＴＦ1973）が創設され行
政業務の分担が行われた。ＷＴＦによる国際スポーツ連盟機構（GAISF）の加盟以来、世
界選手権大会と世界の軍人選手権大会など国内外の競技を経ながら競技ルールが改正され、
テコンドーの技術変化が起こった。こうした変化の過程は、テコンドー性格が武道から競
技スポーツに変わるきっかけとなった。テコンドーは世界選手権大会、国際軍人選手権大
会、アジア競技大会、オリンピック競技などを通じて成長し、世界206カ国の加盟国が出
場する国際武道スポーツとして定着した。これらの成長過程でテコンドーのエンターテイ
ンメント性や、公正性に問題が提起され、退出の危機も経験したが、電子防具、差等得点
制、ビデオ判定などの新しいルールに改正することでオリンピック競技として残ることに
成功した。 
しかし、他にも競技中心のテコンドー普及と選手育成に偏ったことも問題となった。こ
れにより、大学では専門的なテコンドー教育と人材育成のためテコンドー学科を新設し専
門的な教育（テコンドー選手と指導者、行政、経営、道場師範など）が行われた。この結
果、専門教育を受けた人材が社会で多岐に活動し、テコンドーに関する研究と発展に貢献
した。またデモンストレーション(示範)、プムセ(型)、奉仕団を通じてテコンドーと韓国
の文化を世界に広められた。 
  
１３３ 
結論  
本章では本研究の三つの研究課題に対する結論を述べる。 
課題１ 朝鮮半島（韓半島/Korean Peninsula）の「素手武芸」（日本における徒手によ
る武芸）の起源と、それ以降朝鮮時代のテッキョン(朝鮮時代の文献『才物譜(1798)』に
手搏の同意語として始めて登場)までの素手武芸の変遷を考察する。 
朝鮮半島の「素手武芸」については、三国時代、高麗時代、朝鮮時代に区分して考察し
た。 
高句麗・百済・新羅が鼎立した三国時代（37年-668年）については、文献史料が欠如し
ているため従来から遺跡、遺物また古墳壁画による研究がなされ素手武芸の存在が指摘さ
れてきたが、その資料点数は高句麗の壁画3点のみであり実証性に欠けていた。本研究で
は古墳壁画 (高句麗17点、百済3点、新羅3点)、瓦(百済)、石像(新羅)などより広範な調
査を行った結果、多くは武芸との関係が希薄であることを確認し、武芸に関係する騎馬兵
の姿（百済の瓦）と素手武芸に関係する力士像（新羅の古墳壁画）とを新たに証示するこ
とができた。 
高麗時代（928年-1392年）については、当時の文献史料である『高麗史』の記録で、素
手武芸と推定される「手搏」（手のひらで力を競う武芸）が、高麗中期の毅宗24年（1170）
から高麗末期の忠穆王（1344-1348推定）までの間に、軍人の選抜と昇進の際に行われた
ことが確認された。また、10件の記事を通じて、従来姜元植(2002)の研究で7件の記事か
ら王による手搏演武の観覧が行われたことが指摘されていたが、新たに3件(1170、1343、
1344年) を加えて確認された。 
朝鮮時代（1392年-1910年）については、従来の研究において当時の文献史料である
『朝鮮王朝実録の記録』（16件の記事）を通じて手搏の存在のみが指摘されていたが、本
研究によって、高麗時代の記録で確認された手搏が朝鮮初期太宗10年（1410）から57年間
実施されていたことを確認することができた。これによって三国時代から行われた素手武
芸が高麗と朝鮮に手搏という武芸に受け継がれ、軍事的あるいは遊戯目的で行われたもの
と推定した。 
また手搏の継承が1467年以後途絶えたことから、素手武芸の継承の視点から古代から朝
鮮時代までの文献史料を追跡した結果、1419年以降1664年までの間に角力の記事11件、さ
らに1599年以降1790年の間に拳法に関する記事6件が確認された。1798年の『武芸図譜通
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誌』と1925の『海東竹枝』ではテッキョンと上記の素手武芸との関係に言及する記事があ
ったが、テッキョンの詳しい形や内容に関しては記述がなかった。これらによって手搏か
ら足中心のテッキョン(1798年に存在が言及)に至る331年間になぜ手中心の武芸が足中心
の武芸に変わったのかという疑問への一つの解答を示した。 
課題２ 韓国解放(1945年)以降に創立された初期のテコンドー道場の成立過程と日本空手
との関係性について考察する。 
 初期のテコンドー道場の創立過程と日本空手との関係性については、1944年時代道場の
背景と指導者らの日本空手との関係について考察した。 
第一に1944年時代道場の背景と指導者らの日本空手との関係について考察した。この問
題に関する韓国内の定説では以下のように語られてきた。テコンドー道場の出発は、日本
に留学中に松濤館で船越義珍師範から空手を学んだ韓国人修業者たち（盧秉直、李元國）
によって開始された。彼らは韓国に帰国し、1944年にテコンドー基幹道場の一つ松武館を、
また1944年に靑濤館を創立して、それぞれ韓国テコンドーの普及に専念した。しかし、従
来両道場の開館日と演武会の日時が明らかでなかったことから思想的対立があった。した
がった、本研究では従来の研究では引用されてこなかった新聞記事に基づいて、事実関係
を調査しその結果、開館日と演武会の日について明らかに示した。 
  第二に当時の武術の名称と初期テコンドー指導者(創立者)の武術修練の背景について、
テコンドー関連著書、123紙の新聞記事（1920年-1978年）などを通じて事実関係を調査し
た。この結果、当時韓国に武術を指す用語は統一されておらず、1964年以前は、唐手、空
手、拳法、跆手道、テコンドーの名称が使用されてきた事実を確認することができた。ま
た、初期テコンドー指導者たちの武術修練が、誰の指導で、どのように行われ、どのよう
なシステムを持つに至ったかを調査した。その結果、初期のテコンドー指導者らは、日本
の空手近代化に貢献した代表的な空手師範である船越義珍及び遠山寬賢（1888-1966。琉
球唐手の大家である糸洲安恒［1831-1915］の直弟子）から道場の名称と指導方式（型、
級•段システム）について影響を受けたものと推定した。特にテコンドー道場青濤館の館
長・李元國の『跆拳道教範』（1968年）と船越義珍の『空手道教範』（1935年）を比較分
析した結果、基本姿勢、鍛錬道具、型、急所解説について共通点が判明する一方、蹴技の
方法の違いが明らかになった。一方、遠山寬賢の弟子であった尹炳仁(YMCA拳法部の館長)
は、中国満州の奉天で生まれ、1938年日本に留学に来るまで中国拳法を修練したため、遠
山寬賢の修道館から学ぶ空手以外にも中国拳法を教えていたことが確認できた。 
１３５ 
課題３ 1960年代における競技ルール制定以後の変遷の分析を通して、テコンドー競技が
確立される形成過程を解明する。それを通して、競技スポーツとしてのテコンドーの特徴
を明らかにする。 
テコンドーの競技化は、1961年に創設された大韓跆手道協会（1965年に大韓テコンドー
協会に変名）が大韓体育会(全国体育大会を相当する) に加盟し、翌1962年に全国体育大
会に競技種目として参加することにより始まった。当時2代館長李鍾佑へのインタビュー
記録によると、この当時は五大道場のうち自由組手競技を行う道場は一つ(智道館)のみで、
他の道場では型及び組手の稽古が行なわれていた。また、テコンドー第1世代指導者(創立
者)である崔泓熙の『テコンドー教本(1960)』及び黄琦の『唐手道大鑑(1970)』によると、
彼らは共に実戦的実用性を強調し、競技化がそれを損なうものとして反対したことが理解
された。 
競技化反対の意見は、李鍾佑、嚴雲奎ら第2世代の指導者たちによって否定され、両世
代間で賛否が分かれた。しかし、テコンドーは第2世代指導者らが中心にいた大韓跆手道
協会によって、1962年に大韓体育会主催の全国体育大会においてテコンドー競技がはじま
る。翌1963年の全国体育大会からは正式種目に採択され、競技テコンドーが広く一般に普
及することとなった。 
その後韓国政府の支援で1972年に国技院（政府が管理するテコンドー道場の統一団体）、
1973年に世界テコンドー連盟(WTF)が創設され、これに基づいて1973年に第1回世界選手権
の開催、また国際スポーツ連盟機構（GAISF/現SportAccord）への加盟とともに国際的に
認知される公開競技となった。これによって競技化に反対するテコンドー指導者の意見を
封殺するかたちで本格的な国際競技が始まり、世界テコンドー選手権、アジア競技大会、
オリンピックなどの競技が行なわれた。テコンドーがアジア武術の中で二番目のオリンピ
ック種目として認知されてくるプロセスの中で、競技ルールの改正が繰り返し行われた。 
本研究ではこの点に着目し、誰が、何のために、どのように改正し、それがどのような
結果をもたらしたかについて調査・分析した。その結果、大韓テコンドー協会、世界テコ
ンドー連盟(WTF)がテコンドー競技の統一、選手の安全性、テコンドー種目の普及を目的
としてルール改正を行ったことを明らかにした。また、ハン·チャンヒョ(2000)およびジ
ャン•クォン(2010)のルール改正の過程の研究で指摘されていた、テコンドーの技術、特
にステップおよび回転蹴技の導入、と保護用具の変化（剣道防具から竹、パイプ（PVC）、
スリッパ（EVA）圧縮スポンジ、電子防具へ、練習場や試合場が地べたからマットへ）に
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加えて、本研究では新たに新聞記事や写真などの資料を元に再確認した。また、上記先行
研究が2009年までに限定していた研究時期を伸展し、2009以後のルール変化、特に電気防
具の正式使用、及びルールの変化によってもたらすテコンドー技術の進化の実態を明らか
にした。 
テコンドー普及と発展における競技以外の要因は、先行研究（ソン·ヒョンソク、2002）
では、デモンストレーションを通してと普及を成してきたと指摘されてきたが、本研究に
よって、それ以外に、①大学に設置されたテコンドー学科、②撃破と型（プムセ）とテコ
ンドー体操（音楽にテコンドー技術を融合音）の三つを示範するデモンストレーション団、
そして③テコンドー奉仕団（テコンドーと韓国文化の普及活動を行う）にあったことが確
認された。①について。1982年に柔道学校(現龍仁大学校)においてテコンドー学科が設立
された。1983年の慶煕大学校以降1996年から急速に増加し、今日では106以上のテコンド
ー関連学科が韓国内に存在している。これは1980年代以降の爆発的な競技の普及によって、
テコンドーにおける競技、歴史、道場運営、指導者教育などの理論的研究が必要になった
からと理解された。②について。陸軍総長であった崔泓熙によって1959年にデモンストレ
ーション団が設立され、以降、ベトナム、東南アジアなど、フランス、ドイツなどでデモ
ンストレーションが行われた。その後デモンストレーション団は全国各地の小学校、大学、
テコンドー団体(国技院、大韓テコンドー協会、WTF)などに設置され、テコンドー普及に
大きな役割を果たすことになった。1988年のソウルオリンピックや2014年の仁川アジア競
技大会におけるデモンストレーション団の活躍はそうした基盤形成の延長線上での成果で
あった。③について、2008年に、世界テコンドー連盟（WTF）により「テコンドー奉仕団」
という団体が創設された。テコンドー奉仕団は主に海外におけるテコンドーを含む韓国文
化の普及に役割を果たした。2008から現在まで、テコンドー奉仕団は約１００ヵ国、1597
人が派遣された。これは、韓国を宣伝するためテコンドーが活用していると理解される。 
以上の結論を踏まえて最後に、テコンドーの通史的歴史像の基礎的骨格についてまとめ
てみたい。 
テコンドーの起源は、1世三国時代の素手武芸から11世高麗の手搏、19世朝鮮時代のテ
ッキョンまで伝承された武芸であると理解されるが、史・資料の欠如のため、先行武芸で
ある手搏とテッキョンの具体的な形態は理解されず、テコンドーとの直接的関係は解明で
きない。テコンドーの初期第一世代の指導者が、船越義珍、遠山寬賢ら日本の空手指導者
について学び、1940年代に韓国に帰国してテコンドー基幹道場を創立したのは明らかであ
る。道場の創立者(崔泓熙と黄琦)は、競技よりもテコンドー(当時唐手あるいは空手と表
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記)の実戦的実用性を重視した。しかし第二世代の指導者たち(李鍾佑、嚴雲奎ら)は、テ
コンドーの普及に競技スポーツ化が欠かせないと判断し、競技スポーツ化の方法（全国体
育大会参加による競技の公式化、競技ルールの制定など）を独自に工夫した。また、軍人
デモンストレーション団とテコンドー団体(大韓テコンドー協会)は、それぞれ1959年、19
63年、という早い段階からデモンストレーション団などの宣伝部隊を組織して海外に派遣
して普及を図った。その結果、テコンドーは1962年の競技ルール制定からわずかに26年を
経た1988年に、オリンピックの種目として確固たる地位を得たのである。柔道がその創始
の1882年から数えて72年の歳月がかかったことを考えると、その普及速度の特異性が理解
されよう。テコンドーは、韓国政府とテコンドー団体・愛好者・関係者が一体と化した協
力によって形成された「競技スポーツで」あると同時に、同じく官民一体の努力で形成さ
れてきた韓国発の「国際スポーツ文化」と理解される。 
最後に将来の展望について付言すれば、日本の空手がオリンピック種目となる可能性が
出てきた今日、その独自性を巡って議論が出る可能性もあろう。また、世界の武術界全般
の議論である武術・武道の「あり方」を巡って実戦的実用性と競技スポーツとの対立的議
論の渦に巻き込まれることもあろう。さらに世界に普及したテコンドーが、それぞれの民
族性や文化性の色を濃くし、韓国テコンドーと対立することも考えられよう。ここにテコ
ンドーの変容に関わって新たな歴史が紡ぎ出される可能性があるといえる。 
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